
壁式ラーメン鉄筋コンクリート構造壁式ラーメン鉄筋コンクリート構造壁式ラーメン鉄筋コンクリート構造壁式ラーメン鉄筋コンクリート構造壁式ラーメン鉄筋コンクリート構造壁式ラーメン鉄筋コンクリート構造壁式ラーメン鉄筋コンクリート構造

SD295SD295SD295SD295SD295SD295SD295

(2) 風荷重(2) 風荷重(2) 風荷重(2) 風荷重(2) 風荷重(2) 風荷重(2) 風荷重

(3) 積雪荷重(3) 積雪荷重(3) 積雪荷重(3) 積雪荷重(3) 積雪荷重(3) 積雪荷重(3) 積雪荷重

(4) 地震荷重(4) 地震荷重(4) 地震荷重(4) 地震荷重(4) 地震荷重(4) 地震荷重(4) 地震荷重

基準風速　Vo=基準風速　Vo=基準風速　Vo=基準風速　Vo=基準風速　Vo=基準風速　Vo=基準風速　Vo= m/秒m/秒m/秒m/秒m/秒m/秒m/秒

cmcmcmcmcmcmcm

(5) 土圧・水圧(5) 土圧・水圧(5) 土圧・水圧(5) 土圧・水圧(5) 土圧・水圧(5) 土圧・水圧(5) 土圧・水圧

積雪荷重の低減積雪荷重の低減積雪荷重の低減積雪荷重の低減積雪荷重の低減積雪荷重の低減積雪荷重の低減 有有有有有有有 無無無無無無無

地域係数　Z=地域係数　Z=地域係数　Z=地域係数　Z=地域係数　Z=地域係数　Z=地域係数　Z=

単位荷重単位荷重単位荷重単位荷重単位荷重単位荷重単位荷重

標準せん断力係数　Co=標準せん断力係数　Co=標準せん断力係数　Co=標準せん断力係数　Co=標準せん断力係数　Co=標準せん断力係数　Co=標準せん断力係数　Co=

土圧土圧土圧土圧土圧土圧土圧 有有有有有有有 無無無無無無無 上載荷重上載荷重上載荷重上載荷重上載荷重上載荷重上載荷重 kN/㎡kN/㎡kN/㎡kN/㎡kN/㎡kN/㎡kN/㎡

有有有有有有有 無無無無無無無水圧水圧水圧水圧水圧水圧水圧 mmmmmmm

備 考備 考備 考備 考備 考備 考備 考場 所場 所場 所場 所場 所場 所場 所 重 量重 量重 量重 量重 量重 量重 量 数 量数 量数 量数 量数 量数 量数 量名 称名 称名 称名 称名 称名 称名 称

(6) 特殊荷重(6) 特殊荷重(6) 特殊荷重(6) 特殊荷重(6) 特殊荷重(6) 特殊荷重(6) 特殊荷重

最深積雪量最深積雪量最深積雪量最深積雪量最深積雪量最深積雪量最深積雪量

地下水位　GL-地下水位　GL-地下水位　GL-地下水位　GL-地下水位　GL-地下水位　GL-地下水位　GL-

工 事 名 称工 事 名 称工 事 名 称工 事 名 称工 事 名 称工 事 名 称工 事 名 称

建 築 場 所建 築 場 所建 築 場 所建 築 場 所建 築 場 所建 築 場 所建 築 場 所

工 事 種 別工 事 種 別工 事 種 別工 事 種 別工 事 種 別工 事 種 別工 事 種 別

構 造 種 別構 造 種 別構 造 種 別構 造 種 別構 造 種 別構 造 種 別構 造 種 別 鉄骨鉄筋コンクリート構造 (SRC)鉄骨鉄筋コンクリート構造 (SRC)鉄骨鉄筋コンクリート構造 (SRC)鉄骨鉄筋コンクリート構造 (SRC)鉄骨鉄筋コンクリート構造 (SRC)鉄骨鉄筋コンクリート構造 (SRC)鉄骨鉄筋コンクリート構造 (SRC)鉄骨構造 (S)鉄骨構造 (S)鉄骨構造 (S)鉄骨構造 (S)鉄骨構造 (S)鉄骨構造 (S)鉄骨構造 (S) 鉄筋コンクリート構造 (RC)鉄筋コンクリート構造 (RC)鉄筋コンクリート構造 (RC)鉄筋コンクリート構造 (RC)鉄筋コンクリート構造 (RC)鉄筋コンクリート構造 (RC)鉄筋コンクリート構造 (RC)

壁式鉄筋コンクリート構造 (WRC)壁式鉄筋コンクリート構造 (WRC)壁式鉄筋コンクリート構造 (WRC)壁式鉄筋コンクリート構造 (WRC)壁式鉄筋コンクリート構造 (WRC)壁式鉄筋コンクリート構造 (WRC)壁式鉄筋コンクリート構造 (WRC)

新築新築新築新築新築新築新築 増築増築増築増築増築増築増築

ⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠ ⅣⅣⅣⅣⅣⅣⅣ地表面粗度区分地表面粗度区分地表面粗度区分地表面粗度区分地表面粗度区分地表面粗度区分地表面粗度区分 ⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡ ⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢ

構造計算ルート構造計算ルート構造計算ルート構造計算ルート構造計算ルート構造計算ルート構造計算ルート

増 築 計 画増 築 計 画増 築 計 画増 築 計 画増 築 計 画増 築 計 画増 築 計 画

付 帯 工 事付 帯 工 事付 帯 工 事付 帯 工 事付 帯 工 事付 帯 工 事付 帯 工 事

そ の 他そ の 他そ の 他そ の 他そ の 他そ の 他そ の 他

(Ｘ方向)　設計ルート(Ｘ方向)　設計ルート(Ｘ方向)　設計ルート(Ｘ方向)　設計ルート(Ｘ方向)　設計ルート(Ｘ方向)　設計ルート(Ｘ方向)　設計ルート (Ｙ方向)　設計ルート(Ｙ方向)　設計ルート(Ｙ方向)　設計ルート(Ｙ方向)　設計ルート(Ｙ方向)　設計ルート(Ｙ方向)　設計ルート(Ｙ方向)　設計ルート

無無無無無無無 有有有有有有有

看板看板看板看板看板看板看板 擁壁擁壁擁壁擁壁擁壁擁壁擁壁 門扉門扉門扉門扉門扉門扉門扉 その他その他その他その他その他その他その他

(1)　耐震安全性の分類(1)　耐震安全性の分類(1)　耐震安全性の分類(1)　耐震安全性の分類(1)　耐震安全性の分類(1)　耐震安全性の分類(1)　耐震安全性の分類

(2)　住宅性能評価における耐震等級(2)　住宅性能評価における耐震等級(2)　住宅性能評価における耐震等級(2)　住宅性能評価における耐震等級(2)　住宅性能評価における耐震等級(2)　住宅性能評価における耐震等級(2)　住宅性能評価における耐震等級

(3)　住宅性能評価における劣化対策等級(3)　住宅性能評価における劣化対策等級(3)　住宅性能評価における劣化対策等級(3)　住宅性能評価における劣化対策等級(3)　住宅性能評価における劣化対策等級(3)　住宅性能評価における劣化対策等級(3)　住宅性能評価における劣化対策等級

分類なし分類なし分類なし分類なし分類なし分類なし分類なし Ⅰ類　重要度係数　I=1.50Ⅰ類　重要度係数　I=1.50Ⅰ類　重要度係数　I=1.50Ⅰ類　重要度係数　I=1.50Ⅰ類　重要度係数　I=1.50Ⅰ類　重要度係数　I=1.50Ⅰ類　重要度係数　I=1.50 Ⅱ類　重要度係数　I=1.25Ⅱ類　重要度係数　I=1.25Ⅱ類　重要度係数　I=1.25Ⅱ類　重要度係数　I=1.25Ⅱ類　重要度係数　I=1.25Ⅱ類　重要度係数　I=1.25Ⅱ類　重要度係数　I=1.25 Ⅲ類　重要度係数　I=1.00Ⅲ類　重要度係数　I=1.00Ⅲ類　重要度係数　I=1.00Ⅲ類　重要度係数　I=1.00Ⅲ類　重要度係数　I=1.00Ⅲ類　重要度係数　I=1.00Ⅲ類　重要度係数　I=1.00

等級なし等級なし等級なし等級なし等級なし等級なし等級なし 等級Ⅰ　Co=0.20等級Ⅰ　Co=0.20等級Ⅰ　Co=0.20等級Ⅰ　Co=0.20等級Ⅰ　Co=0.20等級Ⅰ　Co=0.20等級Ⅰ　Co=0.20 等級Ⅱ　Co=0.25等級Ⅱ　Co=0.25等級Ⅱ　Co=0.25等級Ⅱ　Co=0.25等級Ⅱ　Co=0.25等級Ⅱ　Co=0.25等級Ⅱ　Co=0.25 等級Ⅲ　Co=0.30等級Ⅲ　Co=0.30等級Ⅲ　Co=0.30等級Ⅲ　Co=0.30等級Ⅲ　Co=0.30等級Ⅲ　Co=0.30等級Ⅲ　Co=0.30

等級なし等級なし等級なし等級なし等級なし等級なし等級なし 等級Ⅰ等級Ⅰ等級Ⅰ等級Ⅰ等級Ⅰ等級Ⅰ等級Ⅰ 等級Ⅱ等級Ⅱ等級Ⅱ等級Ⅱ等級Ⅱ等級Ⅱ等級Ⅱ 等級Ⅲ等級Ⅲ等級Ⅲ等級Ⅲ等級Ⅲ等級Ⅲ等級Ⅲ

(2) 建築構造図(2) 建築構造図(2) 建築構造図(2) 建築構造図(2) 建築構造図(2) 建築構造図(2) 建築構造図

(3) 建築工事(構造)特記仕様書，各構造関係標準図，溶接基準図(3) 建築工事(構造)特記仕様書，各構造関係標準図，溶接基準図(3) 建築工事(構造)特記仕様書，各構造関係標準図，溶接基準図(3) 建築工事(構造)特記仕様書，各構造関係標準図，溶接基準図(3) 建築工事(構造)特記仕様書，各構造関係標準図，溶接基準図(3) 建築工事(構造)特記仕様書，各構造関係標準図，溶接基準図(3) 建築工事(構造)特記仕様書，各構造関係標準図，溶接基準図

(4) 建築工事共通仕様書　(社)公共建築協会(4) 建築工事共通仕様書　(社)公共建築協会(4) 建築工事共通仕様書　(社)公共建築協会(4) 建築工事共通仕様書　(社)公共建築協会(4) 建築工事共通仕様書　(社)公共建築協会(4) 建築工事共通仕様書　(社)公共建築協会(4) 建築工事共通仕様書　(社)公共建築協会

施 工 計 画施 工 計 画施 工 計 画施 工 計 画施 工 計 画施 工 計 画施 工 計 画 各工事に際して，施工計画書及び施工図を提出し，工事監理者の承認を得る．各工事に際して，施工計画書及び施工図を提出し，工事監理者の承認を得る．各工事に際して，施工計画書及び施工図を提出し，工事監理者の承認を得る．各工事に際して，施工計画書及び施工図を提出し，工事監理者の承認を得る．各工事に際して，施工計画書及び施工図を提出し，工事監理者の承認を得る．各工事に際して，施工計画書及び施工図を提出し，工事監理者の承認を得る．各工事に際して，施工計画書及び施工図を提出し，工事監理者の承認を得る．

構造関係材料及び各種試験成績表，検査報告書を作成し提出する．第三者機関による検査，試験費用は工事費に含む．構造関係材料及び各種試験成績表，検査報告書を作成し提出する．第三者機関による検査，試験費用は工事費に含む．構造関係材料及び各種試験成績表，検査報告書を作成し提出する．第三者機関による検査，試験費用は工事費に含む．構造関係材料及び各種試験成績表，検査報告書を作成し提出する．第三者機関による検査，試験費用は工事費に含む．構造関係材料及び各種試験成績表，検査報告書を作成し提出する．第三者機関による検査，試験費用は工事費に含む．構造関係材料及び各種試験成績表，検査報告書を作成し提出する．第三者機関による検査，試験費用は工事費に含む．構造関係材料及び各種試験成績表，検査報告書を作成し提出する．第三者機関による検査，試験費用は工事費に含む．

各試験の供試体は公的試験機関で試験を行い，工事監理者に報告すること．各試験の供試体は公的試験機関で試験を行い，工事監理者に報告すること．各試験の供試体は公的試験機関で試験を行い，工事監理者に報告すること．各試験の供試体は公的試験機関で試験を行い，工事監理者に報告すること．各試験の供試体は公的試験機関で試験を行い，工事監理者に報告すること．各試験の供試体は公的試験機関で試験を行い，工事監理者に報告すること．各試験の供試体は公的試験機関で試験を行い，工事監理者に報告すること．

各 種 試験 等各 種 試験 等各 種 試験 等各 種 試験 等各 種 試験 等各 種 試験 等各 種 試験 等

施 工 記録 等施 工 記録 等施 工 記録 等施 工 記録 等施 工 記録 等施 工 記録 等施 工 記録 等 各部位の符号全てに対し記録写真を出来るだけ撮り保管すること．各部位の符号全てに対し記録写真を出来るだけ撮り保管すること．各部位の符号全てに対し記録写真を出来るだけ撮り保管すること．各部位の符号全てに対し記録写真を出来るだけ撮り保管すること．各部位の符号全てに対し記録写真を出来るだけ撮り保管すること．各部位の符号全てに対し記録写真を出来るだけ撮り保管すること．各部位の符号全てに対し記録写真を出来るだけ撮り保管すること．

届 出 等届 出 等届 出 等届 出 等届 出 等届 出 等届 出 等

ABR400ABR400ABR400ABR400ABR400ABR400ABR400

ABR490ABR490ABR490ABR490ABR490ABR490ABR490

ABM400ABM400ABM400ABM400ABM400ABM400ABM400

ABM490ABM490ABM490ABM490ABM490ABM490ABM490

SS400SS400SS400SS400SS400SS400SS400

SM490ASM490ASM490ASM490ASM490ASM490ASM490A

頭 付 ス タ ッ ド頭 付 ス タ ッ ド頭 付 ス タ ッ ド頭 付 ス タ ッ ド頭 付 ス タ ッ ド頭 付 ス タ ッ ド頭 付 ス タ ッ ド JIS B 1198JIS B 1198JIS B 1198JIS B 1198JIS B 1198JIS B 1198JIS B 1198

上記以外のアンカーボルト上記以外のアンカーボルト上記以外のアンカーボルト上記以外のアンカーボルト上記以外のアンカーボルト上記以外のアンカーボルト上記以外のアンカーボルト

種 類種 類種 類種 類種 類種 類種 類材 料材 料材 料材 料材 料材 料材 料 径径径径径径径 備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所

トルシア型高力ボルトトルシア型高力ボルトトルシア型高力ボルトトルシア型高力ボルトトルシア型高力ボルトトルシア型高力ボルトトルシア型高力ボルト

高 力 六 角 ボ ル ト高 力 六 角 ボ ル ト高 力 六 角 ボ ル ト高 力 六 角 ボ ル ト高 力 六 角 ボ ル ト高 力 六 角 ボ ル ト高 力 六 角 ボ ル ト

S 1 0 TS 1 0 TS 1 0 TS 1 0 TS 1 0 TS 1 0 TS 1 0 T

F 1 0 TF 1 0 TF 1 0 TF 1 0 TF 1 0 TF 1 0 TF 1 0 T

ボ ル ト 等ボ ル ト 等ボ ル ト 等ボ ル ト 等ボ ル ト 等ボ ル ト 等ボ ル ト 等

溶融亜鉛メッキ高力ボルト溶融亜鉛メッキ高力ボルト溶融亜鉛メッキ高力ボルト溶融亜鉛メッキ高力ボルト溶融亜鉛メッキ高力ボルト溶融亜鉛メッキ高力ボルト溶融亜鉛メッキ高力ボルト F 8 TF 8 TF 8 TF 8 TF 8 TF 8 TF 8 T

普通ボルト(中ボルト)普通ボルト(中ボルト)普通ボルト(中ボルト)普通ボルト(中ボルト)普通ボルト(中ボルト)普通ボルト(中ボルト)普通ボルト(中ボルト) 4 T4 T4 T4 T4 T4 T4 T

デッキプレートデッキプレートデッキプレートデッキプレートデッキプレートデッキプレートデッキプレート

そ の 他そ の 他そ の 他そ の 他そ の 他そ の 他そ の 他

使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所 備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考

100100100100100100100 120120120120120120120 150150150150150150150

100100100100100100100 120120120120120120120 150150150150150150150

100100100100100100100 120120120120120120120 150150150150150150150 190190190190190190190

厚　さ　(mm)厚　さ　(mm)厚　さ　(mm)厚　さ　(mm)厚　さ　(mm)厚　さ　(mm)厚　さ　(mm)種　類種　類種　類種　類種　類種　類種　類

Ａ　種Ａ　種Ａ　種Ａ　種Ａ　種Ａ　種Ａ　種

Ｂ　種Ｂ　種Ｂ　種Ｂ　種Ｂ　種Ｂ　種Ｂ　種

Ｃ　種Ｃ　種Ｃ　種Ｃ　種Ｃ　種Ｃ　種Ｃ　種

供用期間による級供用期間による級供用期間による級供用期間による級供用期間による級供用期間による級供用期間による級コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること．諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること．諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること．諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること．諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること．諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること．諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること． 種 類種 類種 類種 類種 類種 類種 類

合 成 ス ラ ブ合 成 ス ラ ブ合 成 ス ラ ブ合 成 ス ラ ブ合 成 ス ラ ブ合 成 ス ラ ブ合 成 ス ラ ブ

型 枠 ス ラ ブ型 枠 ス ラ ブ型 枠 ス ラ ブ型 枠 ス ラ ブ型 枠 ス ラ ブ型 枠 ス ラ ブ型 枠 ス ラ ブ

ルーフデッキプレートルーフデッキプレートルーフデッキプレートルーフデッキプレートルーフデッキプレートルーフデッキプレートルーフデッキプレート

使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所 備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考山高山高山高山高山高山高山高 厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ

1時間耐火1時間耐火1時間耐火1時間耐火1時間耐火1時間耐火1時間耐火 2時間耐火2時間耐火2時間耐火2時間耐火2時間耐火2時間耐火2時間耐火mmmmmmmmmmmmmm

mmmmmmmmmmmmmm

mmmmmmmmmmmmmm

mmmmmmmmmmmmmm

mmmmmmmmmmmmmm

耐火なし耐火なし耐火なし耐火なし耐火なし耐火なし耐火なし

種 類種 類種 類種 類種 類種 類種 類適 用 場 所適 用 場 所適 用 場 所適 用 場 所適 用 場 所適 用 場 所適 用 場 所 スランプスランプスランプスランプスランプスランプスランプ設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度
(N/mm2)(N/mm2)(N/mm2)(N/mm2)(N/mm2)(N/mm2)(N/mm2) (N/mm2)(N/mm2)(N/mm2)(N/mm2)(N/mm2)(N/mm2)(N/mm2) (cm)(cm)(cm)(cm)(cm)(cm)(cm)

備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考

コンクリートブロックコンクリートブロックコンクリートブロックコンクリートブロックコンクリートブロックコンクリートブロックコンクリートブロック

(1) 現場説明書及び質疑応答書(1) 現場説明書及び質疑応答書(1) 現場説明書及び質疑応答書(1) 現場説明書及び質疑応答書(1) 現場説明書及び質疑応答書(1) 現場説明書及び質疑応答書(1) 現場説明書及び質疑応答書

図書の取扱い図書の取扱い図書の取扱い図書の取扱い図書の取扱い図書の取扱い図書の取扱い 設計図書の優先順位は下記による．設計図書の優先順位は下記による．設計図書の優先順位は下記による．設計図書の優先順位は下記による．設計図書の優先順位は下記による．設計図書の優先順位は下記による．設計図書の優先順位は下記による．

内　壁内　壁内　壁内　壁内　壁内　壁内　壁 50505050505050

外壁(縦張)外壁(縦張)外壁(縦張)外壁(縦張)外壁(縦張)外壁(縦張)外壁(縦張)

外壁(横張)外壁(横張)外壁(横張)外壁(横張)外壁(横張)外壁(横張)外壁(横張)

50505050505050 ロッ キング構法ロッ キング構法ロッ キング構法ロッ キング構法ロッ キング構法ロッ キング構法ロッ キング構法

調合管理強度調合管理強度調合管理強度調合管理強度調合管理強度調合管理強度調合管理強度

種 類種 類種 類種 類種 類種 類種 類材 料材 料材 料材 料材 料材 料材 料 備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考鉄 骨鉄 骨鉄 骨鉄 骨鉄 骨鉄 骨鉄 骨

一般 構 造用 圧延 鋼材一般 構 造用 圧延 鋼材一般 構 造用 圧延 鋼材一般 構 造用 圧延 鋼材一般 構 造用 圧延 鋼材一般 構 造用 圧延 鋼材一般 構 造用 圧延 鋼材

溶接 構 造用 圧延 鋼材溶接 構 造用 圧延 鋼材溶接 構 造用 圧延 鋼材溶接 構 造用 圧延 鋼材溶接 構 造用 圧延 鋼材溶接 構 造用 圧延 鋼材溶接 構 造用 圧延 鋼材

建築 構 造用 圧延 鋼材建築 構 造用 圧延 鋼材建築 構 造用 圧延 鋼材建築 構 造用 圧延 鋼材建築 構 造用 圧延 鋼材建築 構 造用 圧延 鋼材建築 構 造用 圧延 鋼材

使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所

一般 構 造用 角形 鋼管一般 構 造用 角形 鋼管一般 構 造用 角形 鋼管一般 構 造用 角形 鋼管一般 構 造用 角形 鋼管一般 構 造用 角形 鋼管一般 構 造用 角形 鋼管

一般 構 造用 炭素 鋼管一般 構 造用 炭素 鋼管一般 構 造用 炭素 鋼管一般 構 造用 炭素 鋼管一般 構 造用 炭素 鋼管一般 構 造用 炭素 鋼管一般 構 造用 炭素 鋼管

熱 間 成 形 角 形 鋼 管熱 間 成 形 角 形 鋼 管熱 間 成 形 角 形 鋼 管熱 間 成 形 角 形 鋼 管熱 間 成 形 角 形 鋼 管熱 間 成 形 角 形 鋼 管熱 間 成 形 角 形 鋼 管

冷 間 成 形 角 形 鋼 管冷 間 成 形 角 形 鋼 管冷 間 成 形 角 形 鋼 管冷 間 成 形 角 形 鋼 管冷 間 成 形 角 形 鋼 管冷 間 成 形 角 形 鋼 管冷 間 成 形 角 形 鋼 管

一般 構 造用 軽量 形鋼一般 構 造用 軽量 形鋼一般 構 造用 軽量 形鋼一般 構 造用 軽量 形鋼一般 構 造用 軽量 形鋼一般 構 造用 軽量 形鋼一般 構 造用 軽量 形鋼

建 築 構 造 用 TM C P鋼建 築 構 造 用 TM C P鋼建 築 構 造 用 TM C P鋼建 築 構 造 用 TM C P鋼建 築 構 造 用 TM C P鋼建 築 構 造 用 TM C P鋼建 築 構 造 用 TM C P鋼

鉄 筋鉄 筋鉄 筋鉄 筋鉄 筋鉄 筋鉄 筋 種 類種 類種 類種 類種 類種 類種 類材 料材 料材 料材 料材 料材 料材 料

異 形 鉄 筋異 形 鉄 筋異 形 鉄 筋異 形 鉄 筋異 形 鉄 筋異 形 鉄 筋異 形 鉄 筋

高強 度 せん 断補 強筋高強 度 せん 断補 強筋高強 度 せん 断補 強筋高強 度 せん 断補 強筋高強 度 せん 断補 強筋高強 度 せん 断補 強筋高強 度 せん 断補 強筋

溶 接 金 網溶 接 金 網溶 接 金 網溶 接 金 網溶 接 金 網溶 接 金 網溶 接 金 網

備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考

SS400SS400SS400SS400SS400SS400SS400

SM490ASM490ASM490ASM490ASM490ASM490ASM490A

SN400ASN400ASN400ASN400ASN400ASN400ASN400A

SN400BSN400BSN400BSN400BSN400BSN400BSN400B

SN490CSN490CSN490CSN490CSN490CSN490CSN490C

SN490BSN490BSN490BSN490BSN490BSN490BSN490B

STKR400STKR400STKR400STKR400STKR400STKR400STKR400

STK400STK400STK400STK400STK400STK400STK400

BCR295BCR295BCR295BCR295BCR295BCR295BCR295

BCP235BCP235BCP235BCP235BCP235BCP235BCP235

BCP325BCP325BCP325BCP325BCP325BCP325BCP325

SHC490BSHC490BSHC490BSHC490BSHC490BSHC490BSHC490B

SHC490CSHC490CSHC490CSHC490CSHC490CSHC490CSHC490C

SSC400SSC400SSC400SSC400SSC400SSC400SSC400

HBL325CHBL325CHBL325CHBL325CHBL325CHBL325CHBL325C

径径径径径径径

SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390

SD490SD490SD490SD490SD490SD490SD490

ｳﾙﾎﾞﾝ1275ｳﾙﾎﾞﾝ1275ｳﾙﾎﾞﾝ1275ｳﾙﾎﾞﾝ1275ｳﾙﾎﾞﾝ1275ｳﾙﾎﾞﾝ1275ｳﾙﾎﾞﾝ1275

使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所

厚　さ　(mm)厚　さ　(mm)厚　さ　(mm)厚　さ　(mm)厚　さ　(mm)厚　さ　(mm)厚　さ　(mm)使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所使用箇所

屋　根屋　根屋　根屋　根屋　根屋　根屋　根

床床床床床床床

50505050505050

50505050505050

取　付　構　法取　付　構　法取　付　構　法取　付　構　法取　付　構　法取　付　構　法取　付　構　法 備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考

地業工事に先立ち，基礎下端レベルで平板載荷試験を実施すること．試験内容は以下の通りとする．地業工事に先立ち，基礎下端レベルで平板載荷試験を実施すること．試験内容は以下の通りとする．地業工事に先立ち，基礎下端レベルで平板載荷試験を実施すること．試験内容は以下の通りとする．地業工事に先立ち，基礎下端レベルで平板載荷試験を実施すること．試験内容は以下の通りとする．地業工事に先立ち，基礎下端レベルで平板載荷試験を実施すること．試験内容は以下の通りとする．地業工事に先立ち，基礎下端レベルで平板載荷試験を実施すること．試験内容は以下の通りとする．地業工事に先立ち，基礎下端レベルで平板載荷試験を実施すること．試験内容は以下の通りとする．

地 質 調 査地 質 調 査地 質 調 査地 質 調 査地 質 調 査地 質 調 査地 質 調 査

試 験 箇 所 数試 験 箇 所 数試 験 箇 所 数試 験 箇 所 数試 験 箇 所 数試 験 箇 所 数試 験 箇 所 数

試 験 深 さ試 験 深 さ試 験 深 さ試 験 深 さ試 験 深 さ試 験 深 さ試 験 深 さ

最 大 載 荷 荷 重最 大 載 荷 荷 重最 大 載 荷 荷 重最 大 載 荷 荷 重最 大 載 荷 荷 重最 大 載 荷 荷 重最 大 載 荷 荷 重

載 荷 方 法載 荷 方 法載 荷 方 法載 荷 方 法載 荷 方 法載 荷 方 法載 荷 方 法

(留意事項)(留意事項)(留意事項)(留意事項)(留意事項)(留意事項)(留意事項)

　載荷板の直径の10%までは載荷を行うこと．　載荷板の直径の10%までは載荷を行うこと．　載荷板の直径の10%までは載荷を行うこと．　載荷板の直径の10%までは載荷を行うこと．　載荷板の直径の10%までは載荷を行うこと．　載荷板の直径の10%までは載荷を行うこと．　載荷板の直径の10%までは載荷を行うこと．

箇所箇所箇所箇所箇所箇所箇所

6段階1サイ ク ル方式6段階1サイ ク ル方式6段階1サイ ク ル方式6段階1サイ ク ル方式6段階1サイ ク ル方式6段階1サイ ク ル方式6段階1サイ ク ル方式

GL-GL-GL-GL-GL-GL-GL- 1)試験の実施は地盤の状態が通常に近いと思われる状態で行い，1)試験の実施は地盤の状態が通常に近いと思われる状態で行い，1)試験の実施は地盤の状態が通常に近いと思われる状態で行い，1)試験の実施は地盤の状態が通常に近いと思われる状態で行い，1)試験の実施は地盤の状態が通常に近いと思われる状態で行い，1)試験の実施は地盤の状態が通常に近いと思われる状態で行い，1)試験の実施は地盤の状態が通常に近いと思われる状態で行い，

　出来るだけ好天が続いた日に実施する．　出来るだけ好天が続いた日に実施する．　出来るだけ好天が続いた日に実施する．　出来るだけ好天が続いた日に実施する．　出来るだけ好天が続いた日に実施する．　出来るだけ好天が続いた日に実施する．　出来るだけ好天が続いた日に実施する．

2)載荷途中で地盤が破壊的状況になったと思われる場合でも，2)載荷途中で地盤が破壊的状況になったと思われる場合でも，2)載荷途中で地盤が破壊的状況になったと思われる場合でも，2)載荷途中で地盤が破壊的状況になったと思われる場合でも，2)載荷途中で地盤が破壊的状況になったと思われる場合でも，2)載荷途中で地盤が破壊的状況になったと思われる場合でも，2)載荷途中で地盤が破壊的状況になったと思われる場合でも，

3)試験実施位置は伏図に示す．3)試験実施位置は伏図に示す．3)試験実施位置は伏図に示す．3)試験実施位置は伏図に示す．3)試験実施位置は伏図に示す．3)試験実施位置は伏図に示す．3)試験実施位置は伏図に示す．

kN/㎡kN/㎡kN/㎡kN/㎡kN/㎡kN/㎡kN/㎡

ＰＣ鋼線，ＰＣ鋼より線ＰＣ鋼線，ＰＣ鋼より線ＰＣ鋼線，ＰＣ鋼より線ＰＣ鋼線，ＰＣ鋼より線ＰＣ鋼線，ＰＣ鋼より線ＰＣ鋼線，ＰＣ鋼より線ＰＣ鋼線，ＰＣ鋼より線

7本より線7本より線7本より線7本より線7本より線7本より線7本より線 SWPR7BSWPR7BSWPR7BSWPR7BSWPR7BSWPR7BSWPR7B

50505050505050

9.5mm9.5mm9.5mm9.5mm9.5mm9.5mm9.5mm 11.1mm11.1mm11.1mm11.1mm11.1mm11.1mm11.1mm 12.7mm12.7mm12.7mm12.7mm12.7mm12.7mm12.7mm 15.2mm15.2mm15.2mm15.2mm15.2mm15.2mm15.2mm

種　類種　類種　類種　類種　類種　類種　類 備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考記　号記　号記　号記　号記　号記　号記　号 呼　び　径呼　び　径呼　び　径呼　び　径呼　び　径呼　び　径呼　び　径 導入緊張力導入緊張力導入緊張力導入緊張力導入緊張力導入緊張力導入緊張力
(kN/ケーブル)(kN/ケーブル)(kN/ケーブル)(kN/ケーブル)(kN/ケーブル)(kN/ケーブル)(kN/ケーブル)

設計図書について不明な場合は，設計者，工事監理者の指示による．設計図書について不明な場合は，設計者，工事監理者の指示による．設計図書について不明な場合は，設計者，工事監理者の指示による．設計図書について不明な場合は，設計者，工事監理者の指示による．設計図書について不明な場合は，設計者，工事監理者の指示による．設計図書について不明な場合は，設計者，工事監理者の指示による．設計図書について不明な場合は，設計者，工事監理者の指示による．

設計図書に示されていない材料，工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る．設計図書に示されていない材料，工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る．設計図書に示されていない材料，工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る．設計図書に示されていない材料，工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る．設計図書に示されていない材料，工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る．設計図書に示されていない材料，工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る．設計図書に示されていない材料，工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る．

N/㎡/cmN/㎡/cmN/㎡/cmN/㎡/cmN/㎡/cmN/㎡/cmN/㎡/cm
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ＡＬＣパネルＡＬＣパネルＡＬＣパネルＡＬＣパネルＡＬＣパネルＡＬＣパネルＡＬＣパネル アスロックアスロックアスロックアスロックアスロックアスロックアスロック

mmmmmmmmmmmmmm

アンカ ー構法アンカ ー構法アンカ ー構法アンカ ー構法アンカ ー構法アンカ ー構法アンカ ー構法

木質構造 (W)木質構造 (W)木質構造 (W)木質構造 (W)木質構造 (W)木質構造 (W)木質構造 (W)

KSS785KSS785KSS785KSS785KSS785KSS785KSS785

SPR785SPR785SPR785SPR785SPR785SPR785SPR785

短期短期短期短期短期短期短期 標準標準標準標準標準標準標準 長期長期長期長期長期長期長期 超長期超長期超長期超長期超長期超長期超長期

ア ン カ ー ボ ル トア ン カ ー ボ ル トア ン カ ー ボ ル トア ン カ ー ボ ル トア ン カ ー ボ ル トア ン カ ー ボ ル トア ン カ ー ボ ル ト

ア ン カ ー ボ ル トア ン カ ー ボ ル トア ン カ ー ボ ル トア ン カ ー ボ ル トア ン カ ー ボ ル トア ン カ ー ボ ル トア ン カ ー ボ ル ト
建 築 構 造用 切 削 ね じ建 築 構 造用 切 削 ね じ建 築 構 造用 切 削 ね じ建 築 構 造用 切 削 ね じ建 築 構 造用 切 削 ね じ建 築 構 造用 切 削 ね じ建 築 構 造用 切 削 ね じ

建 築 構 造用 転 造 ね じ建 築 構 造用 転 造 ね じ建 築 構 造用 転 造 ね じ建 築 構 造用 転 造 ね じ建 築 構 造用 転 造 ね じ建 築 構 造用 転 造 ね じ建 築 構 造用 転 造 ね じ

SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

0.70.70.70.70.70.70.7

建 築 物 の 構 造 概 要建 築 物 の 構 造 概 要建 築 物 の 構 造 概 要建 築 物 の 構 造 概 要建 築 物 の 構 造 概 要建 築 物 の 構 造 概 要建 築 物 の 構 造 概 要

使 用 構 造 材 料使 用 構 造 材 料使 用 構 造 材 料使 用 構 造 材 料使 用 構 造 材 料使 用 構 造 材 料使 用 構 造 材 料

建 築 工 事 ( 構 造 ) に 関 す る 特 記 事 項建 築 工 事 ( 構 造 ) に 関 す る 特 記 事 項建 築 工 事 ( 構 造 ) に 関 す る 特 記 事 項建 築 工 事 ( 構 造 ) に 関 す る 特 記 事 項建 築 工 事 ( 構 造 ) に 関 す る 特 記 事 項建 築 工 事 ( 構 造 ) に 関 す る 特 記 事 項建 築 工 事 ( 構 造 ) に 関 す る 特 記 事 項

0.20.20.20.20.20.20.2

D10～D16D10～D16D10～D16D10～D16D10～D16D10～D16D10～D16

　　調合管理強度が 36N/mm2以上の場合，高性能AE減水剤を使用する．　　調合管理強度が 36N/mm2以上の場合，高性能AE減水剤を使用する．　　調合管理強度が 36N/mm2以上の場合，高性能AE減水剤を使用する．　　調合管理強度が 36N/mm2以上の場合，高性能AE減水剤を使用する．　　調合管理強度が 36N/mm2以上の場合，高性能AE減水剤を使用する．　　調合管理強度が 36N/mm2以上の場合，高性能AE減水剤を使用する．　　調合管理強度が 36N/mm2以上の場合，高性能AE減水剤を使用する．

　　調合管理強度は，JIS規格品強度とする．　(例　Fc39　→　Fc40)　　調合管理強度は，JIS規格品強度とする．　(例　Fc39　→　Fc40)　　調合管理強度は，JIS規格品強度とする．　(例　Fc39　→　Fc40)　　調合管理強度は，JIS規格品強度とする．　(例　Fc39　→　Fc40)　　調合管理強度は，JIS規格品強度とする．　(例　Fc39　→　Fc40)　　調合管理強度は，JIS規格品強度とする．　(例　Fc39　→　Fc40)　　調合管理強度は，JIS規格品強度とする．　(例　Fc39　→　Fc40)

地 業 工 事地 業 工 事地 業 工 事地 業 工 事地 業 工 事地 業 工 事地 業 工 事

1111111 1111111

注1)　日平均気温の平年値が25℃を超える期間の場合，調合管理強度は(設計基準強度)+6N/mm2とする．注1)　日平均気温の平年値が25℃を超える期間の場合，調合管理強度は(設計基準強度)+6N/mm2とする．注1)　日平均気温の平年値が25℃を超える期間の場合，調合管理強度は(設計基準強度)+6N/mm2とする．注1)　日平均気温の平年値が25℃を超える期間の場合，調合管理強度は(設計基準強度)+6N/mm2とする．注1)　日平均気温の平年値が25℃を超える期間の場合，調合管理強度は(設計基準強度)+6N/mm2とする．注1)　日平均気温の平年値が25℃を超える期間の場合，調合管理強度は(設計基準強度)+6N/mm2とする．注1)　日平均気温の平年値が25℃を超える期間の場合，調合管理強度は(設計基準強度)+6N/mm2とする．

注2)　土間コンクリートを先行打設する場合は，調合管理強度は躯体コンクリート強度と同等とする．注2)　土間コンクリートを先行打設する場合は，調合管理強度は躯体コンクリート強度と同等とする．注2)　土間コンクリートを先行打設する場合は，調合管理強度は躯体コンクリート強度と同等とする．注2)　土間コンクリートを先行打設する場合は，調合管理強度は躯体コンクリート強度と同等とする．注2)　土間コンクリートを先行打設する場合は，調合管理強度は躯体コンクリート強度と同等とする．注2)　土間コンクリートを先行打設する場合は，調合管理強度は躯体コンクリート強度と同等とする．注2)　土間コンクリートを先行打設する場合は，調合管理強度は躯体コンクリート強度と同等とする．

スラブ，壁筋，せん断補強筋，梁主筋，スラブ，壁筋，せん断補強筋，梁主筋，スラブ，壁筋，せん断補強筋，梁主筋，スラブ，壁筋，せん断補強筋，梁主筋，スラブ，壁筋，せん断補強筋，梁主筋，スラブ，壁筋，せん断補強筋，梁主筋，スラブ，壁筋，せん断補強筋，梁主筋，

46464646464646

普 通普 通普 通普 通普 通普 通普 通 15151515151515

普 通普 通普 通普 通普 通普 通普 通 15151515151515

普 通普 通普 通普 通普 通普 通普 通 15151515151515土 間 コ ン ク リ ー ト土 間 コ ン ク リ ー ト土 間 コ ン ク リ ー ト土 間 コ ン ク リ ー ト土 間 コ ン ク リ ー ト土 間 コ ン ク リ ー ト土 間 コ ン ク リ ー ト

捨 て コ ン ク リ ー ト捨 て コ ン ク リ ー ト捨 て コ ン ク リ ー ト捨 て コ ン ク リ ー ト捨 て コ ン ク リ ー ト捨 て コ ン ク リ ー ト捨 て コ ン ク リ ー ト

押 え コ ン ク リ ー ト押 え コ ン ク リ ー ト押 え コ ン ク リ ー ト押 え コ ン ク リ ー ト押 え コ ン ク リ ー ト押 え コ ン ク リ ー ト押 え コ ン ク リ ー ト
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梁主筋,基礎梁主筋梁主筋,基礎梁主筋梁主筋,基礎梁主筋梁主筋,基礎梁主筋梁主筋,基礎梁主筋梁主筋,基礎梁主筋梁主筋,基礎梁主筋

普 通普 通普 通普 通普 通普 通普 通 18181818181818

D19D19D19D19D19D19D19

構造体強度補正値(S)：3（6）構造体強度補正値(S)：3（6）構造体強度補正値(S)：3（6）構造体強度補正値(S)：3（6）構造体強度補正値(S)：3（6）構造体強度補正値(S)：3（6）構造体強度補正値(S)：3（6）注1)注1)注1)注1)注1)注1)注1)1 階 壁 ・ R 階 床 梁1 階 壁 ・ R 階 床 梁1 階 壁 ・ R 階 床 梁1 階 壁 ・ R 階 床 梁1 階 壁 ・ R 階 床 梁1 階 壁 ・ R 階 床 梁1 階 壁 ・ R 階 床 梁

普 通普 通普 通普 通普 通普 通普 通 15151515151515基 礎 部基 礎 部基 礎 部基 礎 部基 礎 部基 礎 部基 礎 部 構造体強度補正値(S)：3（6）構造体強度補正値(S)：3（6）構造体強度補正値(S)：3（6）構造体強度補正値(S)：3（6）構造体強度補正値(S)：3（6）構造体強度補正値(S)：3（6）構造体強度補正値(S)：3（6）注1)注1)注1)注1)注1)注1)注1)
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杭 基 礎杭 基 礎杭 基 礎杭 基 礎杭 基 礎杭 基 礎杭 基 礎 層層層層層層層支持層支持層支持層支持層支持層支持層支持層

既製杭既製杭既製杭既製杭既製杭既製杭既製杭

杭　種杭　種杭　種杭　種杭　種杭　種杭　種 PHC杭PHC杭PHC杭PHC杭PHC杭PHC杭PHC杭 Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種 Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種 Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種

PRC杭PRC杭PRC杭PRC杭PRC杭PRC杭PRC杭 Ⅰ種Ⅰ種Ⅰ種Ⅰ種Ⅰ種Ⅰ種Ⅰ種 Ⅱ種Ⅱ種Ⅱ種Ⅱ種Ⅱ種Ⅱ種Ⅱ種 Ⅲ種Ⅲ種Ⅲ種Ⅲ種Ⅲ種Ⅲ種Ⅲ種

SC杭SC杭SC杭SC杭SC杭SC杭SC杭 鋼管厚　t=鋼管厚　t=鋼管厚　t=鋼管厚　t=鋼管厚　t=鋼管厚　t=鋼管厚　t= mmmmmmmmmmmmmmSKK490SKK490SKK490SKK490SKK490SKK490SKK490SKK400SKK400SKK400SKK400SKK400SKK400SKK400

STK400STK400STK400STK400STK400STK400STK400 STK490STK490STK490STK490STK490STK490STK490 鋼管厚　t=鋼管厚　t=鋼管厚　t=鋼管厚　t=鋼管厚　t=鋼管厚　t=鋼管厚　t=鋼管杭鋼管杭鋼管杭鋼管杭鋼管杭鋼管杭鋼管杭

杭工法杭工法杭工法杭工法杭工法杭工法杭工法 セメントミルク工法セメントミルク工法セメントミルク工法セメントミルク工法セメントミルク工法セメントミルク工法セメントミルク工法

プレボーリング拡大根固め工法プレボーリング拡大根固め工法プレボーリング拡大根固め工法プレボーリング拡大根固め工法プレボーリング拡大根固め工法プレボーリング拡大根固め工法プレボーリング拡大根固め工法 認定番号認定番号認定番号認定番号認定番号認定番号認定番号

認定番号認定番号認定番号認定番号認定番号認定番号認定番号プレボーリング併用打撃工法プレボーリング併用打撃工法プレボーリング併用打撃工法プレボーリング併用打撃工法プレボーリング併用打撃工法プレボーリング併用打撃工法プレボーリング併用打撃工法

認定番号認定番号認定番号認定番号認定番号認定番号認定番号イシジプラス工法イシジプラス工法イシジプラス工法イシジプラス工法イシジプラス工法イシジプラス工法イシジプラス工法

現場造成杭現場造成杭現場造成杭現場造成杭現場造成杭現場造成杭現場造成杭

杭工法杭工法杭工法杭工法杭工法杭工法杭工法 アースドリル工法アースドリル工法アースドリル工法アースドリル工法アースドリル工法アースドリル工法アースドリル工法 リバース工法リバース工法リバース工法リバース工法リバース工法リバース工法リバース工法 オールケーシング工法オールケーシング工法オールケーシング工法オールケーシング工法オールケーシング工法オールケーシング工法オールケーシング工法

認定番号認定番号認定番号認定番号認定番号認定番号認定番号アースドリル式拡底杭工法アースドリル式拡底杭工法アースドリル式拡底杭工法アースドリル式拡底杭工法アースドリル式拡底杭工法アースドリル式拡底杭工法アースドリル式拡底杭工法

認定番号認定番号認定番号認定番号認定番号認定番号認定番号アースドリル式拡頭拡底杭工法アースドリル式拡頭拡底杭工法アースドリル式拡頭拡底杭工法アースドリル式拡頭拡底杭工法アースドリル式拡頭拡底杭工法アースドリル式拡頭拡底杭工法アースドリル式拡頭拡底杭工法

深礎工法深礎工法深礎工法深礎工法深礎工法深礎工法深礎工法 ＢＨ工法ＢＨ工法ＢＨ工法ＢＨ工法ＢＨ工法ＢＨ工法ＢＨ工法

沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2

地 盤 種 別地 盤 種 別地 盤 種 別地 盤 種 別地 盤 種 別地 盤 種 別地 盤 種 別 1 種1 種1 種1 種1 種1 種1 種 Tc=Tc=Tc=Tc=Tc=Tc=Tc= 秒秒秒秒秒秒秒3 種3 種3 種3 種3 種3 種3 種2 種2 種2 種2 種2 種2 種2 種

階 数階 数階 数階 数階 数階 数階 数

主 要 用 途主 要 用 途主 要 用 途主 要 用 途主 要 用 途主 要 用 途主 要 用 途

地上地上地上地上地上地上地上 塔屋塔屋塔屋塔屋塔屋塔屋塔屋階階階階階階階 階階階階階階階 階階階階階階階地下地下地下地下地下地下地下

床 用床 用床 用床 用床 用床 用床 用 小梁用小梁用小梁用小梁用小梁用小梁用小梁用 架構用架構用架構用架構用架構用架構用架構用 地震用地震用地震用地震用地震用地震用地震用室 名室 名室 名室 名室 名室 名室 名 備 考備 考備 考備 考備 考備 考備 考

荷 重・ 外 力荷 重・ 外 力荷 重・ 外 力荷 重・ 外 力荷 重・ 外 力荷 重・ 外 力荷 重・ 外 力 (1) 積載荷重(1) 積載荷重(1) 積載荷重(1) 積載荷重(1) 積載荷重(1) 積載荷重(1) 積載荷重

0000000

0.60.60.60.60.60.60.6

0000000
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650650650650650650650
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補強コンクリートブロック構造（補強CB）補強コンクリートブロック構造（補強CB）補強コンクリートブロック構造（補強CB）補強コンクリートブロック構造（補強CB）補強コンクリートブロック構造（補強CB）補強コンクリートブロック構造（補強CB）補強コンクリートブロック構造（補強CB）

一戸建ての住宅一戸建ての住宅一戸建ての住宅一戸建ての住宅一戸建ての住宅一戸建ての住宅一戸建ての住宅

1,0001,0001,0001,0001,0001,0001,000 1,0001,0001,0001,0001,0001,0001,000

1,0001,0001,0001,0001,0001,0001,0001,0001,0001,0001,0001,0001,0001,000庇庇庇庇庇庇庇

24242424242424

24242424242424

当該敷地での ボーリング調査・標準貫入試験結果・土質構成は S-006図 に示す．当該敷地での ボーリング調査・標準貫入試験結果・土質構成は S-006図 に示す．当該敷地での ボーリング調査・標準貫入試験結果・土質構成は S-006図 に示す．当該敷地での ボーリング調査・標準貫入試験結果・土質構成は S-006図 に示す．当該敷地での ボーリング調査・標準貫入試験結果・土質構成は S-006図 に示す．当該敷地での ボーリング調査・標準貫入試験結果・土質構成は S-006図 に示す．当該敷地での ボーリング調査・標準貫入試験結果・土質構成は S-006図 に示す．

千枚岩千枚岩千枚岩千枚岩千枚岩千枚岩千枚岩

所 在 地所 在 地所 在 地所 在 地所 在 地所 在 地所 在 地

資格者氏名資格者氏名資格者氏名資格者氏名資格者氏名資格者氏名資格者氏名

登 録 番 号登 録 番 号登 録 番 号登 録 番 号登 録 番 号登 録 番 号登 録 番 号

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称

工事場所工事場所工事場所工事場所工事場所工事場所工事場所

管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士 設 計設 計設 計設 計設 計設 計設 計 製 図製 図製 図製 図製 図製 図製 図

工事年度工事年度工事年度工事年度工事年度工事年度工事年度

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称

図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号

縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺

名 称名 称名 称名 称名 称名 称名 称

検 印検 印検 印検 印検 印検 印検 印

設

計

者

設

計

者

設

計

者

設

計

者

設

計

者

設

計

者

設

計

者

発注機関発注機関発注機関発注機関発注機関発注機関発注機関

摘　　要摘　　要摘　　要摘　　要摘　　要摘　　要摘　　要

有限会社　結　設　計有限会社　結　設　計有限会社　結　設　計有限会社　結　設　計有限会社　結　設　計有限会社　結　設　計有限会社　結　設　計

又吉　大輔　第369342号又吉　大輔　第369342号又吉　大輔　第369342号又吉　大輔　第369342号又吉　大輔　第369342号又吉　大輔　第369342号又吉　大輔　第369342号

第123-3734号第123-3734号第123-3734号第123-3734号第123-3734号第123-3734号第123-3734号

名護市宮里三丁目29番15号名護市宮里三丁目29番15号名護市宮里三丁目29番15号名護市宮里三丁目29番15号名護市宮里三丁目29番15号名護市宮里三丁目29番15号名護市宮里三丁目29番15号

沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2

東村役場　農林水産課東村役場　農林水産課東村役場　農林水産課東村役場　農林水産課東村役場　農林水産課東村役場　農林水産課東村役場　農林水産課

Ｓ－００１Ｓ－００１Ｓ－００１Ｓ－００１Ｓ－００１Ｓ－００１Ｓ－００１

A1＝1：non　A3＝1：nonA1＝1：non　A3＝1：nonA1＝1：non　A3＝1：nonA1＝1：non　A3＝1：nonA1＝1：non　A3＝1：nonA1＝1：non　A3＝1：nonA1＝1：non　A3＝1：non

建築工事(構造)特記仕様書(1)建築工事(構造)特記仕様書(1)建築工事(構造)特記仕様書(1)建築工事(構造)特記仕様書(1)建築工事(構造)特記仕様書(1)建築工事(構造)特記仕様書(1)建築工事(構造)特記仕様書(1)

ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸

一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号

構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号

壁壁壁壁壁壁壁

東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】

東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】

7.1-5.0、7.0-5.37.1-5.0、7.0-5.37.1-5.0、7.0-5.37.1-5.0、7.0-5.37.1-5.0、7.0-5.37.1-5.0、7.0-5.37.1-5.0、7.0-5.3 mmmmmmmmmmmmmm

TACP-0592TACP-0592TACP-0592TACP-0592TACP-0592TACP-0592TACP-0592

基礎,基礎梁主筋基礎,基礎梁主筋基礎,基礎梁主筋基礎,基礎梁主筋基礎,基礎梁主筋基礎,基礎梁主筋基礎,基礎梁主筋

令和８年度



60606060606060

150150150150150150150

現場造成杭の使用材料現場造成杭の使用材料現場造成杭の使用材料現場造成杭の使用材料現場造成杭の使用材料現場造成杭の使用材料現場造成杭の使用材料

高炉セメントＢ種高炉セメントＢ種高炉セメントＢ種高炉セメントＢ種高炉セメントＢ種高炉セメントＢ種高炉セメントＢ種

スランプスランプスランプスランプスランプスランプスランプ 水セメント比水セメント比水セメント比水セメント比水セメント比水セメント比水セメント比cmcmcmcmcmcmcm 単位セメント量単位セメント量単位セメント量単位セメント量単位セメント量単位セメント量単位セメント量％以下％以下％以下％以下％以下％以下％以下 kg/m3以上kg/m3以上kg/m3以上kg/m3以上kg/m3以上kg/m3以上kg/m3以上

コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート

鉄 筋鉄 筋鉄 筋鉄 筋鉄 筋鉄 筋鉄 筋

鋼 管鋼 管鋼 管鋼 管鋼 管鋼 管鋼 管

主 筋主 筋主 筋主 筋主 筋主 筋主 筋

フープフープフープフープフープフープフープ

SD490SD490SD490SD490SD490SD490SD490

SD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295A

SD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295ASD295A SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

STK400STK400STK400STK400STK400STK400STK400 STK490STK490STK490STK490STK490STK490STK490

普通ポルトランドセメント普通ポルトランドセメント普通ポルトランドセメント普通ポルトランドセメント普通ポルトランドセメント普通ポルトランドセメント普通ポルトランドセメントFcFcFcFcFcFcFc

杭先端杭先端杭先端杭先端杭先端杭先端杭先端
(kN)(kN)(kN)(kN)(kN)(kN)(kN) (kN)(kN)(kN)(kN)(kN)(kN)(kN)

備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考短期許容支持力短期許容支持力短期許容支持力短期許容支持力短期許容支持力短期許容支持力短期許容支持力長期許容支持力長期許容支持力長期許容支持力長期許容支持力長期許容支持力長期許容支持力長期許容支持力 本 数本 数本 数本 数本 数本 数本 数

GL-GL-GL-GL-GL-GL-GL-

GL-GL-GL-GL-GL-GL-GL- mmmmmmm

GL-GL-GL-GL-GL-GL-GL- mmmmmmm

GL-GL-GL-GL-GL-GL-GL- mmmmmmm

GL-GL-GL-GL-GL-GL-GL- mmmmmmm

GL-GL-GL-GL-GL-GL-GL- mmmmmmm

SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390

mmmmmmm

杭径(～拡底径)杭径(～拡底径)杭径(～拡底径)杭径(～拡底径)杭径(～拡底径)杭径(～拡底径)杭径(～拡底径)

※ 拡底径は施工径を示す．※ 拡底径は施工径を示す．※ 拡底径は施工径を示す．※ 拡底径は施工径を示す．※ 拡底径は施工径を示す．※ 拡底径は施工径を示す．※ 拡底径は施工径を示す．

( 杭長決定用先行杭は所定の長さ より 1mかつD/2( D： 杭径． 拡底杭にあっ ては拡底径) 以上長く する． )( 杭長決定用先行杭は所定の長さ より 1mかつD/2( D： 杭径． 拡底杭にあっ ては拡底径) 以上長く する． )( 杭長決定用先行杭は所定の長さ より 1mかつD/2( D： 杭径． 拡底杭にあっ ては拡底径) 以上長く する． )( 杭長決定用先行杭は所定の長さ より 1mかつD/2( D： 杭径． 拡底杭にあっ ては拡底径) 以上長く する． )( 杭長決定用先行杭は所定の長さ より 1mかつD/2( D： 杭径． 拡底杭にあっ ては拡底径) 以上長く する． )( 杭長決定用先行杭は所定の長さ より 1mかつD/2( D： 杭径． 拡底杭にあっ ては拡底径) 以上長く する． )( 杭長決定用先行杭は所定の長さ より 1mかつD/2( D： 杭径． 拡底杭にあっ ては拡底径) 以上長く する． )

孔壁測定孔壁測定孔壁測定孔壁測定孔壁測定孔壁測定孔壁測定 行なう行なう行なう行なう行なう行なう行なう

ネガティブフリクション対策ネガティブフリクション対策ネガティブフリクション対策ネガティブフリクション対策ネガティブフリクション対策ネガティブフリクション対策ネガティブフリクション対策 SL塗布SL塗布SL塗布SL塗布SL塗布SL塗布SL塗布

( 全ての杭符号について1本以上行い， 2方向に対し 測定を行なう ． )( 全ての杭符号について1本以上行い， 2方向に対し 測定を行なう ． )( 全ての杭符号について1本以上行い， 2方向に対し 測定を行なう ． )( 全ての杭符号について1本以上行い， 2方向に対し 測定を行なう ． )( 全ての杭符号について1本以上行い， 2方向に対し 測定を行なう ． )( 全ての杭符号について1本以上行い， 2方向に対し 測定を行なう ． )( 全ての杭符号について1本以上行い， 2方向に対し 測定を行なう ． )

杭径，杭の許容支持力の確認杭径，杭の許容支持力の確認杭径，杭の許容支持力の確認杭径，杭の許容支持力の確認杭径，杭の許容支持力の確認杭径，杭の許容支持力の確認杭径，杭の許容支持力の確認

杭長決定用先行杭杭長決定用先行杭杭長決定用先行杭杭長決定用先行杭杭長決定用先行杭杭長決定用先行杭杭長決定用先行杭

施工計画書施工計画書施工計画書施工計画書施工計画書施工計画書施工計画書

工事監理者の承認を必要とするもの工事監理者の承認を必要とするもの工事監理者の承認を必要とするもの工事監理者の承認を必要とするもの工事監理者の承認を必要とするもの工事監理者の承認を必要とするもの工事監理者の承認を必要とするもの

材料規格証明書または試験成績書材料規格証明書または試験成績書材料規格証明書または試験成績書材料規格証明書または試験成績書材料規格証明書または試験成績書材料規格証明書または試験成績書材料規格証明書または試験成績書

外 観 ( 目 視 ) 試 験外 観 ( 目 視 ) 試 験外 観 ( 目 視 ) 試 験外 観 ( 目 視 ) 試 験外 観 ( 目 視 ) 試 験外 観 ( 目 視 ) 試 験外 観 ( 目 視 ) 試 験

マ ク ロ 試験・ そ の他マ ク ロ 試験・ そ の他マ ク ロ 試験・ そ の他マ ク ロ 試験・ そ の他マ ク ロ 試験・ そ の他マ ク ロ 試験・ そ の他マ ク ロ 試験・ そ の他

％％％％％％％

％％％％％％％

％％％％％％％

％％％％％％％

％％％％％％％

％％％％％％％

超 音 波 探 傷 試 験超 音 波 探 傷 試 験超 音 波 探 傷 試 験超 音 波 探 傷 試 験超 音 波 探 傷 試 験超 音 波 探 傷 試 験超 音 波 探 傷 試 験完全溶込み溶接部完全溶込み溶接部完全溶込み溶接部完全溶込み溶接部完全溶込み溶接部完全溶込み溶接部完全溶込み溶接部

鉄骨現場継手鉄骨現場継手鉄骨現場継手鉄骨現場継手鉄骨現場継手鉄骨現場継手鉄骨現場継手

検　査　箇　所検　査　箇　所検　査　箇　所検　査　箇　所検　査　箇　所検　査　箇　所検　査　箇　所 検　査　方　法検　査　方　法検　査　方　法検　査　方　法検　査　方　法検　査　方　法検　査　方　法
検査率または検査数検査率または検査数検査率または検査数検査率または検査数検査率または検査数検査率または検査数検査率または検査数

第三者機関第三者機関第三者機関第三者機関第三者機関第三者機関第三者機関
備 考備 考備 考備 考備 考備 考備 考

工場自主検査工場自主検査工場自主検査工場自主検査工場自主検査工場自主検査工場自主検査

角 形 鋼 管 柱角 形 鋼 管 柱角 形 鋼 管 柱角 形 鋼 管 柱角 形 鋼 管 柱角 形 鋼 管 柱角 形 鋼 管 柱

Ｈ 形 鋼 梁Ｈ 形 鋼 梁Ｈ 形 鋼 梁Ｈ 形 鋼 梁Ｈ 形 鋼 梁Ｈ 形 鋼 梁Ｈ 形 鋼 梁

Ｈ 形 鋼 柱Ｈ 形 鋼 柱Ｈ 形 鋼 柱Ｈ 形 鋼 柱Ｈ 形 鋼 柱Ｈ 形 鋼 柱Ｈ 形 鋼 柱

フランジフランジフランジフランジフランジフランジフランジ 高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合 現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接

フランジフランジフランジフランジフランジフランジフランジ 高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合 現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接

高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合 現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接

高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合 現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接

ウェブウェブウェブウェブウェブウェブウェブ

ウェブウェブウェブウェブウェブウェブウェブ

現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接現場溶接

溶接部の検査溶接部の検査溶接部の検査溶接部の検査溶接部の検査溶接部の検査溶接部の検査 溶接部の検査　 （ 検査結果は必ず工事監理者に報告するこ と ）溶接部の検査　 （ 検査結果は必ず工事監理者に報告するこ と ）溶接部の検査　 （ 検査結果は必ず工事監理者に報告するこ と ）溶接部の検査　 （ 検査結果は必ず工事監理者に報告するこ と ）溶接部の検査　 （ 検査結果は必ず工事監理者に報告するこ と ）溶接部の検査　 （ 検査結果は必ず工事監理者に報告するこ と ）溶接部の検査　 （ 検査結果は必ず工事監理者に報告するこ と ）

特 記 事 項特 記 事 項特 記 事 項特 記 事 項特 記 事 項特 記 事 項特 記 事 項

現 寸 検 査現 寸 検 査現 寸 検 査現 寸 検 査現 寸 検 査現 寸 検 査現 寸 検 査 組立・ 開先検査組立・ 開先検査組立・ 開先検査組立・ 開先検査組立・ 開先検査組立・ 開先検査組立・ 開先検査 製 品 検 査製 品 検 査製 品 検 査製 品 検 査製 品 検 査製 品 検 査製 品 検 査 建 方 検 査建 方 検 査建 方 検 査建 方 検 査建 方 検 査建 方 検 査建 方 検 査

工事監理者が行う 検査項目　 　 （ 工事監理者が行わなかっ た検査項目の検査結果についても ， 工事監理者に報告するこ と ）工事監理者が行う 検査項目　 　 （ 工事監理者が行わなかっ た検査項目の検査結果についても ， 工事監理者に報告するこ と ）工事監理者が行う 検査項目　 　 （ 工事監理者が行わなかっ た検査項目の検査結果についても ， 工事監理者に報告するこ と ）工事監理者が行う 検査項目　 　 （ 工事監理者が行わなかっ た検査項目の検査結果についても ， 工事監理者に報告するこ と ）工事監理者が行う 検査項目　 　 （ 工事監理者が行わなかっ た検査項目の検査結果についても ， 工事監理者に報告するこ と ）工事監理者が行う 検査項目　 　 （ 工事監理者が行わなかっ た検査項目の検査結果についても ， 工事監理者に報告するこ と ）工事監理者が行う 検査項目　 　 （ 工事監理者が行わなかっ た検査項目の検査結果についても ， 工事監理者に報告するこ と ）

日本建築学会『溶接工作規準，同解説　　Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ，Ⅴ，Ⅵ，Ⅶ，Ⅷ，Ⅸ』日本建築学会『溶接工作規準，同解説　　Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ，Ⅴ，Ⅵ，Ⅶ，Ⅷ，Ⅸ』日本建築学会『溶接工作規準，同解説　　Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ，Ⅴ，Ⅵ，Ⅶ，Ⅷ，Ⅸ』日本建築学会『溶接工作規準，同解説　　Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ，Ⅴ，Ⅵ，Ⅶ，Ⅷ，Ⅸ』日本建築学会『溶接工作規準，同解説　　Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ，Ⅴ，Ⅵ，Ⅶ，Ⅷ，Ⅸ』日本建築学会『溶接工作規準，同解説　　Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ，Ⅴ，Ⅵ，Ⅶ，Ⅷ，Ⅸ』日本建築学会『溶接工作規準，同解説　　Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ，Ⅴ，Ⅵ，Ⅶ，Ⅷ，Ⅸ』

日本建築センタ－『冷間成形角形鋼管設計・施工マニュアル』日本建築センタ－『冷間成形角形鋼管設計・施工マニュアル』日本建築センタ－『冷間成形角形鋼管設計・施工マニュアル』日本建築センタ－『冷間成形角形鋼管設計・施工マニュアル』日本建築センタ－『冷間成形角形鋼管設計・施工マニュアル』日本建築センタ－『冷間成形角形鋼管設計・施工マニュアル』日本建築センタ－『冷間成形角形鋼管設計・施工マニュアル』

接合部の溶接は下記によるこ と接合部の溶接は下記によるこ と接合部の溶接は下記によるこ と接合部の溶接は下記によるこ と接合部の溶接は下記によるこ と接合部の溶接は下記によるこ と接合部の溶接は下記によるこ と

特 記 事 項特 記 事 項特 記 事 項特 記 事 項特 記 事 項特 記 事 項特 記 事 項 鉄骨工事は指示のない限り 下記による鉄骨工事は指示のない限り 下記による鉄骨工事は指示のない限り 下記による鉄骨工事は指示のない限り 下記による鉄骨工事は指示のない限り 下記による鉄骨工事は指示のない限り 下記による鉄骨工事は指示のない限り 下記による

日本建築学会　『ＪＡＳＳ　６』『鉄骨精度検査基準』『鉄骨工事技術指針』日本建築学会　『ＪＡＳＳ　６』『鉄骨精度検査基準』『鉄骨工事技術指針』日本建築学会　『ＪＡＳＳ　６』『鉄骨精度検査基準』『鉄骨工事技術指針』日本建築学会　『ＪＡＳＳ　６』『鉄骨精度検査基準』『鉄骨工事技術指針』日本建築学会　『ＪＡＳＳ　６』『鉄骨精度検査基準』『鉄骨工事技術指針』日本建築学会　『ＪＡＳＳ　６』『鉄骨精度検査基準』『鉄骨工事技術指針』日本建築学会　『ＪＡＳＳ　６』『鉄骨精度検査基準』『鉄骨工事技術指針』

鋼材倶楽部『建築鉄骨工事施工指針』鋼材倶楽部『建築鉄骨工事施工指針』鋼材倶楽部『建築鉄骨工事施工指針』鋼材倶楽部『建築鉄骨工事施工指針』鋼材倶楽部『建築鉄骨工事施工指針』鋼材倶楽部『建築鉄骨工事施工指針』鋼材倶楽部『建築鉄骨工事施工指針』

SSSSSSS MMMMMMM RRRRRRR JJJJJJJ鉄骨溶接性能評価が，(鉄骨溶接性能評価が，(鉄骨溶接性能評価が，(鉄骨溶接性能評価が，(鉄骨溶接性能評価が，(鉄骨溶接性能評価が，(鉄骨溶接性能評価が，( )グレード以上の工場とする．)グレード以上の工場とする．)グレード以上の工場とする．)グレード以上の工場とする．)グレード以上の工場とする．)グレード以上の工場とする．)グレード以上の工場とする．製作工場製作工場製作工場製作工場製作工場製作工場製作工場

材料規格証明書または試験成績書材料規格証明書または試験成績書材料規格証明書または試験成績書材料規格証明書または試験成績書材料規格証明書または試験成績書材料規格証明書または試験成績書材料規格証明書または試験成績書

HHHHHHH

高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト鋼材鋼材鋼材鋼材鋼材鋼材鋼材((((((( スタッドボルトスタッドボルトスタッドボルトスタッドボルトスタッドボルトスタッドボルトスタッドボルト )))))))

製作要領書製作要領書製作要領書製作要領書製作要領書製作要領書製作要領書 工 作 図工 作 図工 作 図工 作 図工 作 図工 作 図工 作 図 施工計画書施工計画書施工計画書施工計画書施工計画書施工計画書施工計画書 製作工場による社内検査表製作工場による社内検査表製作工場による社内検査表製作工場による社内検査表製作工場による社内検査表製作工場による社内検査表製作工場による社内検査表

工事監理者の承認を必要と するも の工事監理者の承認を必要と するも の工事監理者の承認を必要と するも の工事監理者の承認を必要と するも の工事監理者の承認を必要と するも の工事監理者の承認を必要と するも の工事監理者の承認を必要と するも の

コ ンク リ ート の打込み後， 3日間以上または圧縮強度が10kN/mm2以上になるまで湿潤養生を行う ． また， 5日間以上は2℃以上にコ ンク リ ート の打込み後， 3日間以上または圧縮強度が10kN/mm2以上になるまで湿潤養生を行う ． また， 5日間以上は2℃以上にコ ンク リ ート の打込み後， 3日間以上または圧縮強度が10kN/mm2以上になるまで湿潤養生を行う ． また， 5日間以上は2℃以上にコ ンク リ ート の打込み後， 3日間以上または圧縮強度が10kN/mm2以上になるまで湿潤養生を行う ． また， 5日間以上は2℃以上にコ ンク リ ート の打込み後， 3日間以上または圧縮強度が10kN/mm2以上になるまで湿潤養生を行う ． また， 5日間以上は2℃以上にコ ンク リ ート の打込み後， 3日間以上または圧縮強度が10kN/mm2以上になるまで湿潤養生を行う ． また， 5日間以上は2℃以上にコ ンク リ ート の打込み後， 3日間以上または圧縮強度が10kN/mm2以上になるまで湿潤養生を行う ． また， 5日間以上は2℃以上に

コ ンク リ ート の温度を保つ． （  JASS5 8節に準拠）コ ンク リ ート の温度を保つ． （  JASS5 8節に準拠）コ ンク リ ート の温度を保つ． （  JASS5 8節に準拠）コ ンク リ ート の温度を保つ． （  JASS5 8節に準拠）コ ンク リ ート の温度を保つ． （  JASS5 8節に準拠）コ ンク リ ート の温度を保つ． （  JASS5 8節に準拠）コ ンク リ ート の温度を保つ． （  JASS5 8節に準拠）

を行う ． （  JASS5 7節に準拠）を行う ． （  JASS5 7節に準拠）を行う ． （  JASS5 7節に準拠）を行う ． （  JASS5 7節に準拠）を行う ． （  JASS5 7節に準拠）を行う ． （  JASS5 7節に準拠）を行う ． （  JASS5 7節に準拠）

または『 壁式鉄筋コ ンク リ ート 構造配筋標準図（ １ ） （ ２ ） 』 による．または『 壁式鉄筋コ ンク リ ート 構造配筋標準図（ １ ） （ ２ ） 』 による．または『 壁式鉄筋コ ンク リ ート 構造配筋標準図（ １ ） （ ２ ） 』 による．または『 壁式鉄筋コ ンク リ ート 構造配筋標準図（ １ ） （ ２ ） 』 による．または『 壁式鉄筋コ ンク リ ート 構造配筋標準図（ １ ） （ ２ ） 』 による．または『 壁式鉄筋コ ンク リ ート 構造配筋標準図（ １ ） （ ２ ） 』 による．または『 壁式鉄筋コ ンク リ ート 構造配筋標準図（ １ ） （ ２ ） 』 による．

使用径使用径使用径使用径使用径使用径使用径 ＳＡ級ＳＡ級ＳＡ級ＳＡ級ＳＡ級ＳＡ級ＳＡ級 Ａ級Ａ級Ａ級Ａ級Ａ級Ａ級Ａ級機械式継手機械式継手機械式継手機械式継手機械式継手機械式継手機械式継手

鉄筋の継手方法鉄筋の継手方法鉄筋の継手方法鉄筋の継手方法鉄筋の継手方法鉄筋の継手方法鉄筋の継手方法 使用径使用径使用径使用径使用径使用径使用径 ガス圧接継手ガス圧接継手ガス圧接継手ガス圧接継手ガス圧接継手ガス圧接継手ガス圧接継手 使用径使用径使用径使用径使用径使用径使用径

技量試験技量試験技量試験技量試験技量試験技量試験技量試験 必要必要必要必要必要必要必要使用径使用径使用径使用径使用径使用径使用径 ＳＡ級ＳＡ級ＳＡ級ＳＡ級ＳＡ級ＳＡ級ＳＡ級 Ａ級Ａ級Ａ級Ａ級Ａ級Ａ級Ａ級

重 ね 継 手重 ね 継 手重 ね 継 手重 ね 継 手重 ね 継 手重 ね 継 手重 ね 継 手

溶 接 継 手溶 接 継 手溶 接 継 手溶 接 継 手溶 接 継 手溶 接 継 手溶 接 継 手

使用径使用径使用径使用径使用径使用径使用径鉄筋の定着方法鉄筋の定着方法鉄筋の定着方法鉄筋の定着方法鉄筋の定着方法鉄筋の定着方法鉄筋の定着方法 折曲げ定着折曲げ定着折曲げ定着折曲げ定着折曲げ定着折曲げ定着折曲げ定着 使用径使用径使用径使用径使用径使用径使用径機械式定着機械式定着機械式定着機械式定着機械式定着機械式定着機械式定着

による．による．による．による．による．による．による．

外観検査外観検査外観検査外観検査外観検査外観検査外観検査 有有有有有有有 無無無無無無無 有有有有有有有 無無無無無無無引張試験引張試験引張試験引張試験引張試験引張試験引張試験 超音波探傷超音波探傷超音波探傷超音波探傷超音波探傷超音波探傷超音波探傷

１ 回の試験は５ 本以上と する．１ 回の試験は５ 本以上と する．１ 回の試験は５ 本以上と する．１ 回の試験は５ 本以上と する．１ 回の試験は５ 本以上と する．１ 回の試験は５ 本以上と する．１ 回の試験は５ 本以上と する．

( 1) 圧接部の膨ら みの直径や長さ 不足　 →　 所定の形状になるまで再加熱と 再加圧( 1) 圧接部の膨ら みの直径や長さ 不足　 →　 所定の形状になるまで再加熱と 再加圧( 1) 圧接部の膨ら みの直径や長さ 不足　 →　 所定の形状になるまで再加熱と 再加圧( 1) 圧接部の膨ら みの直径や長さ 不足　 →　 所定の形状になるまで再加熱と 再加圧( 1) 圧接部の膨ら みの直径や長さ 不足　 →　 所定の形状になるまで再加熱と 再加圧( 1) 圧接部の膨ら みの直径や長さ 不足　 →　 所定の形状になるまで再加熱と 再加圧( 1) 圧接部の膨ら みの直径や長さ 不足　 →　 所定の形状になるまで再加熱と 再加圧

( 2) 圧接部前後の折れ曲がり 　 →　 再加熱による修正( 2) 圧接部前後の折れ曲がり 　 →　 再加熱による修正( 2) 圧接部前後の折れ曲がり 　 →　 再加熱による修正( 2) 圧接部前後の折れ曲がり 　 →　 再加熱による修正( 2) 圧接部前後の折れ曲がり 　 →　 再加熱による修正( 2) 圧接部前後の折れ曲がり 　 →　 再加熱による修正( 2) 圧接部前後の折れ曲がり 　 →　 再加熱による修正

( 3) 鉄筋重心軸の偏芯， ずれ， 加熱部の割れ　 →　 圧接不良箇所を切り 取っ て再圧接( 3) 鉄筋重心軸の偏芯， ずれ， 加熱部の割れ　 →　 圧接不良箇所を切り 取っ て再圧接( 3) 鉄筋重心軸の偏芯， ずれ， 加熱部の割れ　 →　 圧接不良箇所を切り 取っ て再圧接( 3) 鉄筋重心軸の偏芯， ずれ， 加熱部の割れ　 →　 圧接不良箇所を切り 取っ て再圧接( 3) 鉄筋重心軸の偏芯， ずれ， 加熱部の割れ　 →　 圧接不良箇所を切り 取っ て再圧接( 3) 鉄筋重心軸の偏芯， ずれ， 加熱部の割れ　 →　 圧接不良箇所を切り 取っ て再圧接( 3) 鉄筋重心軸の偏芯， ずれ， 加熱部の割れ　 →　 圧接不良箇所を切り 取っ て再圧接

→ 残り 全ての圧接部に対し 超音波探傷試験を実施し ， 不合格箇所については再圧接→ 残り 全ての圧接部に対し 超音波探傷試験を実施し ， 不合格箇所については再圧接→ 残り 全ての圧接部に対し 超音波探傷試験を実施し ， 不合格箇所については再圧接→ 残り 全ての圧接部に対し 超音波探傷試験を実施し ， 不合格箇所については再圧接→ 残り 全ての圧接部に対し 超音波探傷試験を実施し ， 不合格箇所については再圧接→ 残り 全ての圧接部に対し 超音波探傷試験を実施し ， 不合格箇所については再圧接→ 残り 全ての圧接部に対し 超音波探傷試験を実施し ， 不合格箇所については再圧接

ただし ， 再圧接に先立ち， 工事監理者と の協議が必要ただし ， 再圧接に先立ち， 工事監理者と の協議が必要ただし ， 再圧接に先立ち， 工事監理者と の協議が必要ただし ， 再圧接に先立ち， 工事監理者と の協議が必要ただし ， 再圧接に先立ち， 工事監理者と の協議が必要ただし ， 再圧接に先立ち， 工事監理者と の協議が必要ただし ， 再圧接に先立ち， 工事監理者と の協議が必要

( 4) 超音波探傷検査において１ ロッ ト ２ 箇所以上の不合格， または引張試験における圧接面から の破断( 4) 超音波探傷検査において１ ロッ ト ２ 箇所以上の不合格， または引張試験における圧接面から の破断( 4) 超音波探傷検査において１ ロッ ト ２ 箇所以上の不合格， または引張試験における圧接面から の破断( 4) 超音波探傷検査において１ ロッ ト ２ 箇所以上の不合格， または引張試験における圧接面から の破断( 4) 超音波探傷検査において１ ロッ ト ２ 箇所以上の不合格， または引張試験における圧接面から の破断( 4) 超音波探傷検査において１ ロッ ト ２ 箇所以上の不合格， または引張試験における圧接面から の破断( 4) 超音波探傷検査において１ ロッ ト ２ 箇所以上の不合格， または引張試験における圧接面から の破断

上記のいずれの場合にも ， 不具合の発生原因を明確にし ， 以降の施工に反映さ せる事上記のいずれの場合にも ， 不具合の発生原因を明確にし ， 以降の施工に反映さ せる事上記のいずれの場合にも ， 不具合の発生原因を明確にし ， 以降の施工に反映さ せる事上記のいずれの場合にも ， 不具合の発生原因を明確にし ， 以降の施工に反映さ せる事上記のいずれの場合にも ， 不具合の発生原因を明確にし ， 以降の施工に反映さ せる事上記のいずれの場合にも ， 不具合の発生原因を明確にし ， 以降の施工に反映さ せる事上記のいずれの場合にも ， 不具合の発生原因を明確にし ， 以降の施工に反映さ せる事

無無無無無無無

Ｈ型(タガ型)Ｈ型(タガ型)Ｈ型(タガ型)Ｈ型(タガ型)Ｈ型(タガ型)Ｈ型(タガ型)Ｈ型(タガ型) Ｗ型(溶接閉鎖型)Ｗ型(溶接閉鎖型)Ｗ型(溶接閉鎖型)Ｗ型(溶接閉鎖型)Ｗ型(溶接閉鎖型)Ｗ型(溶接閉鎖型)Ｗ型(溶接閉鎖型) Ｓ型(スパイラル型)Ｓ型(スパイラル型)Ｓ型(スパイラル型)Ｓ型(スパイラル型)Ｓ型(スパイラル型)Ｓ型(スパイラル型)Ｓ型(スパイラル型)柱の帯筋( フ ープ筋) の加工柱の帯筋( フ ープ筋) の加工柱の帯筋( フ ープ筋) の加工柱の帯筋( フ ープ筋) の加工柱の帯筋( フ ープ筋) の加工柱の帯筋( フ ープ筋) の加工柱の帯筋( フ ープ筋) の加工

有有有有有有有

鉄 筋鉄 筋鉄 筋鉄 筋鉄 筋鉄 筋鉄 筋 鉄筋はＪ Ｉ Ｓ 　 Ｇ ３ １ １ ２ の規格品を標準と する．鉄筋はＪ Ｉ Ｓ 　 Ｇ ３ １ １ ２ の規格品を標準と する．鉄筋はＪ Ｉ Ｓ 　 Ｇ ３ １ １ ２ の規格品を標準と する．鉄筋はＪ Ｉ Ｓ 　 Ｇ ３ １ １ ２ の規格品を標準と する．鉄筋はＪ Ｉ Ｓ 　 Ｇ ３ １ １ ２ の規格品を標準と する．鉄筋はＪ Ｉ Ｓ 　 Ｇ ３ １ １ ２ の規格品を標準と する．鉄筋はＪ Ｉ Ｓ 　 Ｇ ３ １ １ ２ の規格品を標準と する．

型枠存置期間型枠存置期間型枠存置期間型枠存置期間型枠存置期間型枠存置期間型枠存置期間

型 枠型 枠型 枠型 枠型 枠型 枠型 枠 材料　 　 　 合板厚１ ２ ｍｍを標準と する．材料 合板厚１ ２ ｍｍを標準と する．材料　 　 　 合板厚１ ２ ｍｍを標準と する．材料 合板厚１ ２ ｍｍを標準と する．材料　 　 　 合板厚１ ２ ｍｍを標準と する．材料 合板厚１ ２ ｍｍを標準と する．材料 合板厚１ ２ ｍｍを標準と する．

不要不要不要不要不要不要不要

ガス圧接部の外観検査、 抜取り 検査により 不合格部分が発見さ れた場合、 以下の措置を行う こ と 。ガス圧接部の外観検査、 抜取り 検査により 不合格部分が発見さ れた場合、 以下の措置を行う こ と 。ガス圧接部の外観検査、 抜取り 検査により 不合格部分が発見さ れた場合、 以下の措置を行う こ と 。ガス圧接部の外観検査、 抜取り 検査により 不合格部分が発見さ れた場合、 以下の措置を行う こ と 。ガス圧接部の外観検査、 抜取り 検査により 不合格部分が発見さ れた場合、 以下の措置を行う こ と 。ガス圧接部の外観検査、 抜取り 検査により 不合格部分が発見さ れた場合、 以下の措置を行う こ と 。ガス圧接部の外観検査、 抜取り 検査により 不合格部分が発見さ れた場合、 以下の措置を行う こ と 。

種 類種 類種 類種 類種 類種 類種 類

部 位部 位部 位部 位部 位部 位部 位

1 5 ℃ 以 上1 5 ℃ 以 上1 5 ℃ 以 上1 5 ℃ 以 上1 5 ℃ 以 上1 5 ℃ 以 上1 5 ℃ 以 上

5 ℃ ～ 1 5 ℃5 ℃ ～ 1 5 ℃5 ℃ ～ 1 5 ℃5 ℃ ～ 1 5 ℃5 ℃ ～ 1 5 ℃5 ℃ ～ 1 5 ℃5 ℃ ～ 1 5 ℃

5 ℃ 未 満5 ℃ 未 満5 ℃ 未 満5 ℃ 未 満5 ℃ 未 満5 ℃ 未 満5 ℃ 未 満

支 柱支 柱支 柱支 柱支 柱支 柱支 柱せ き 板せ き 板せ き 板せ き 板せ き 板せ き 板せ き 板

梁 下梁 下梁 下梁 下梁 下梁 下梁 下ス ラ ブ 下ス ラ ブ 下ス ラ ブ 下ス ラ ブ 下ス ラ ブ 下ス ラ ブ 下ス ラ ブ 下基 礎 ， 梁 側 ， 柱 ， 壁基 礎 ， 梁 側 ， 柱 ， 壁基 礎 ， 梁 側 ， 柱 ， 壁基 礎 ， 梁 側 ， 柱 ， 壁基 礎 ， 梁 側 ， 柱 ， 壁基 礎 ， 梁 側 ， 柱 ， 壁基 礎 ， 梁 側 ， 柱 ， 壁

設 計基準強度設 計基準強度設 計基準強度設 計基準強度設 計基準強度設 計基準強度設 計基準強度
の 100％以上の 100％以上の 100％以上の 100％以上の 100％以上の 100％以上の 100％以上

コ ンク リ ート の材齢（ 日）コ ンク リ ート の材齢（ 日）コ ンク リ ート の材齢（ 日）コ ンク リ ート の材齢（ 日）コ ンク リ ート の材齢（ 日）コ ンク リ ート の材齢（ 日）コ ンク リ ート の材齢（ 日）

2222222 3333333

3333333 5555555

5555555 8888888 28282828282828

28282828282828

282828282828288888888 17171717171717

12121212121212 25252525252525

15151515151515 28282828282828

設計基準強度の85％以上設計基準強度の85％以上設計基準強度の85％以上設計基準強度の85％以上設計基準強度の85％以上設計基準強度の85％以上設計基準強度の85％以上コ ン ク リ ー トコ ン ク リ ー トコ ン ク リ ー トコ ン ク リ ー トコ ン ク リ ー トコ ン ク リ ー トコ ン ク リ ー ト
の 圧 縮 強 度の 圧 縮 強 度の 圧 縮 強 度の 圧 縮 強 度の 圧 縮 強 度の 圧 縮 強 度の 圧 縮 強 度

における打継ぎ時間間隔の限度は， 外気温が２ ５ ℃未満の場合は１ ５ ０ 分， ２ ５ ℃以上の場合は１ ２ ０ 分以内と する．における打継ぎ時間間隔の限度は， 外気温が２ ５ ℃未満の場合は１ ５ ０ 分， ２ ５ ℃以上の場合は１ ２ ０ 分以内と する．における打継ぎ時間間隔の限度は， 外気温が２ ５ ℃未満の場合は１ ５ ０ 分， ２ ５ ℃以上の場合は１ ２ ０ 分以内と する．における打継ぎ時間間隔の限度は， 外気温が２ ５ ℃未満の場合は１ ５ ０ 分， ２ ５ ℃以上の場合は１ ２ ０ 分以内と する．における打継ぎ時間間隔の限度は， 外気温が２ ５ ℃未満の場合は１ ５ ０ 分， ２ ５ ℃以上の場合は１ ２ ０ 分以内と する．における打継ぎ時間間隔の限度は， 外気温が２ ５ ℃未満の場合は１ ５ ０ 分， ２ ５ ℃以上の場合は１ ２ ０ 分以内と する．における打継ぎ時間間隔の限度は， 外気温が２ ５ ℃未満の場合は１ ５ ０ 分， ２ ５ ℃以上の場合は１ ２ ０ 分以内と する．

を用いる． ( JASS5　 7節に準拠)を用いる． ( JASS5　 7節に準拠)を用いる． ( JASS5　 7節に準拠)を用いる． ( JASS5　 7節に準拠)を用いる． ( JASS5　 7節に準拠)を用いる． ( JASS5　 7節に準拠)を用いる． ( JASS5　 7節に準拠)

支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に， 支持構造部は建築物の構造耐力上主要な部分に緊結するこ と ．支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に， 支持構造部は建築物の構造耐力上主要な部分に緊結するこ と ．支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に， 支持構造部は建築物の構造耐力上主要な部分に緊結するこ と ．支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に， 支持構造部は建築物の構造耐力上主要な部分に緊結するこ と ．支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に， 支持構造部は建築物の構造耐力上主要な部分に緊結するこ と ．支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に， 支持構造部は建築物の構造耐力上主要な部分に緊結するこ と ．支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に， 支持構造部は建築物の構造耐力上主要な部分に緊結するこ と ．

設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得るこ と 。設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得るこ と 。設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得るこ と 。設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得るこ と 。設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得るこ と 。設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得るこ と 。設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得るこ と 。

床スラ ブ内に設備配管等を埋め込む場合はスラ ブ厚さ の1/3以下と し 管の間隔を５ cm以上と する。床スラ ブ内に設備配管等を埋め込む場合はスラ ブ厚さ の1/3以下と し 管の間隔を５ cm以上と する。床スラ ブ内に設備配管等を埋め込む場合はスラ ブ厚さ の1/3以下と し 管の間隔を５ cm以上と する。床スラ ブ内に設備配管等を埋め込む場合はスラ ブ厚さ の1/3以下と し 管の間隔を５ cm以上と する。床スラ ブ内に設備配管等を埋め込む場合はスラ ブ厚さ の1/3以下と し 管の間隔を５ cm以上と する。床スラ ブ内に設備配管等を埋め込む場合はスラ ブ厚さ の1/3以下と し 管の間隔を５ cm以上と する。床スラ ブ内に設備配管等を埋め込む場合はスラ ブ厚さ の1/3以下と し 管の間隔を５ cm以上と する。

建築物に設ける建築設備にあっ ては， 構造耐力上安全なも のと し て， 以下の構造方法による．建築物に設ける建築設備にあっ ては， 構造耐力上安全なも のと し て， 以下の構造方法による．建築物に設ける建築設備にあっ ては， 構造耐力上安全なも のと し て， 以下の構造方法による．建築物に設ける建築設備にあっ ては， 構造耐力上安全なも のと し て， 以下の構造方法による．建築物に設ける建築設備にあっ ては， 構造耐力上安全なも のと し て， 以下の構造方法による．建築物に設ける建築設備にあっ ては， 構造耐力上安全なも のと し て， 以下の構造方法による．建築物に設ける建築設備にあっ ては， 構造耐力上安全なも のと し て， 以下の構造方法による．

( 建築基準法施行令第129条の2の4の事項)( 建築基準法施行令第129条の2の4の事項)( 建築基準法施行令第129条の2の4の事項)( 建築基準法施行令第129条の2の4の事項)( 建築基準法施行令第129条の2の4の事項)( 建築基準法施行令第129条の2の4の事項)( 建築基準法施行令第129条の2の4の事項)

建築設備（ 昇降機を除く ） ， 建築設備の支持構造部及び緊結金物は， 腐食又は腐朽のおそれがないも のと するこ と ．建築設備（ 昇降機を除く ） ， 建築設備の支持構造部及び緊結金物は， 腐食又は腐朽のおそれがないも のと するこ と ．建築設備（ 昇降機を除く ） ， 建築設備の支持構造部及び緊結金物は， 腐食又は腐朽のおそれがないも のと するこ と ．建築設備（ 昇降機を除く ） ， 建築設備の支持構造部及び緊結金物は， 腐食又は腐朽のおそれがないも のと するこ と ．建築設備（ 昇降機を除く ） ， 建築設備の支持構造部及び緊結金物は， 腐食又は腐朽のおそれがないも のと するこ と ．建築設備（ 昇降機を除く ） ， 建築設備の支持構造部及び緊結金物は， 腐食又は腐朽のおそれがないも のと するこ と ．建築設備（ 昇降機を除く ） ， 建築設備の支持構造部及び緊結金物は， 腐食又は腐朽のおそれがないも のと するこ と ．

屋上から 突出する水槽， 煙突， 冷却塔その他こ れら に類するも のは，屋上から 突出する水槽， 煙突， 冷却塔その他こ れら に類するも のは，屋上から 突出する水槽， 煙突， 冷却塔その他こ れら に類するも のは，屋上から 突出する水槽， 煙突， 冷却塔その他こ れら に類するも のは，屋上から 突出する水槽， 煙突， 冷却塔その他こ れら に類するも のは，屋上から 突出する水槽， 煙突， 冷却塔その他こ れら に類するも のは，屋上から 突出する水槽， 煙突， 冷却塔その他こ れら に類するも のは，

煙突の屋上突出部の高さ は， れんが造， 石造， コ ンク リ ート ブロッ ク 造又は無筋コ ンク リ ート 造の場合は煙突の屋上突出部の高さ は， れんが造， 石造， コ ンク リ ート ブロッ ク 造又は無筋コ ンク リ ート 造の場合は煙突の屋上突出部の高さ は， れんが造， 石造， コ ンク リ ート ブロッ ク 造又は無筋コ ンク リ ート 造の場合は煙突の屋上突出部の高さ は， れんが造， 石造， コ ンク リ ート ブロッ ク 造又は無筋コ ンク リ ート 造の場合は煙突の屋上突出部の高さ は， れんが造， 石造， コ ンク リ ート ブロッ ク 造又は無筋コ ンク リ ート 造の場合は煙突の屋上突出部の高さ は， れんが造， 石造， コ ンク リ ート ブロッ ク 造又は無筋コ ンク リ ート 造の場合は煙突の屋上突出部の高さ は， れんが造， 石造， コ ンク リ ート ブロッ ク 造又は無筋コ ンク リ ート 造の場合は

鉄製の支枠を設けたも のを除き， 90cm以下と するこ と ．鉄製の支枠を設けたも のを除き， 90cm以下と するこ と ．鉄製の支枠を設けたも のを除き， 90cm以下と するこ と ．鉄製の支枠を設けたも のを除き， 90cm以下と するこ と ．鉄製の支枠を設けたも のを除き， 90cm以下と するこ と ．鉄製の支枠を設けたも のを除き， 90cm以下と するこ と ．鉄製の支枠を設けたも のを除き， 90cm以下と するこ と ．

又は厚さ が25cm以上の無筋コ ンク リ ート 造， れんが造， 石造若し く はコ ンク リ ート ブロッ ク 造と するこ と ．又は厚さ が25cm以上の無筋コ ンク リ ート 造， れんが造， 石造若し く はコ ンク リ ート ブロッ ク 造と するこ と ．又は厚さ が25cm以上の無筋コ ンク リ ート 造， れんが造， 石造若し く はコ ンク リ ート ブロッ ク 造と するこ と ．又は厚さ が25cm以上の無筋コ ンク リ ート 造， れんが造， 石造若し く はコ ンク リ ート ブロッ ク 造と するこ と ．又は厚さ が25cm以上の無筋コ ンク リ ート 造， れんが造， 石造若し く はコ ンク リ ート ブロッ ク 造と するこ と ．又は厚さ が25cm以上の無筋コ ンク リ ート 造， れんが造， 石造若し く はコ ンク リ ート ブロッ ク 造と するこ と ．又は厚さ が25cm以上の無筋コ ンク リ ート 造， れんが造， 石造若し く はコ ンク リ ート ブロッ ク 造と するこ と ．

建築物に設ける給水， 排水その他の配管設備は以下の構造方法と する．建築物に設ける給水， 排水その他の配管設備は以下の構造方法と する．建築物に設ける給水， 排水その他の配管設備は以下の構造方法と する．建築物に設ける給水， 排水その他の配管設備は以下の構造方法と する．建築物に設ける給水， 排水その他の配管設備は以下の構造方法と する．建築物に設ける給水， 排水その他の配管設備は以下の構造方法と する．建築物に設ける給水， 排水その他の配管設備は以下の構造方法と する．

煙突で屋内にある部分は， 鉄筋に対するコ ンク リ ート のかぶり 厚さ を5cm以上と し た鉄筋コ ンク リ ート 造煙突で屋内にある部分は， 鉄筋に対するコ ンク リ ート のかぶり 厚さ を5cm以上と し た鉄筋コ ンク リ ート 造煙突で屋内にある部分は， 鉄筋に対するコ ンク リ ート のかぶり 厚さ を5cm以上と し た鉄筋コ ンク リ ート 造煙突で屋内にある部分は， 鉄筋に対するコ ンク リ ート のかぶり 厚さ を5cm以上と し た鉄筋コ ンク リ ート 造煙突で屋内にある部分は， 鉄筋に対するコ ンク リ ート のかぶり 厚さ を5cm以上と し た鉄筋コ ンク リ ート 造煙突で屋内にある部分は， 鉄筋に対するコ ンク リ ート のかぶり 厚さ を5cm以上と し た鉄筋コ ンク リ ート 造煙突で屋内にある部分は， 鉄筋に対するコ ンク リ ート のかぶり 厚さ を5cm以上と し た鉄筋コ ンク リ ート 造

特記以外の梁貫通孔は原則と し て設けない、 設ける場合は設計者の承認を得るこ と 。特記以外の梁貫通孔は原則と し て設けない、 設ける場合は設計者の承認を得るこ と 。特記以外の梁貫通孔は原則と し て設けない、 設ける場合は設計者の承認を得るこ と 。特記以外の梁貫通孔は原則と し て設けない、 設ける場合は設計者の承認を得るこ と 。特記以外の梁貫通孔は原則と し て設けない、 設ける場合は設計者の承認を得るこ と 。特記以外の梁貫通孔は原則と し て設けない、 設ける場合は設計者の承認を得るこ と 。特記以外の梁貫通孔は原則と し て設けない、 設ける場合は設計者の承認を得るこ と 。

給湯設備は給湯設備は給湯設備は給湯設備は給湯設備は給湯設備は給湯設備は

法第20条第一号から 第三号までの建築物に設ける屋上から 突出する水槽，法第20条第一号から 第三号までの建築物に設ける屋上から 突出する水槽，法第20条第一号から 第三号までの建築物に設ける屋上から 突出する水槽，法第20条第一号から 第三号までの建築物に設ける屋上から 突出する水槽，法第20条第一号から 第三号までの建築物に設ける屋上から 突出する水槽，法第20条第一号から 第三号までの建築物に設ける屋上から 突出する水槽，法第20条第一号から 第三号までの建築物に設ける屋上から 突出する水槽，

煙突その他こ れら に類するも のにあっ ては， 建設省告示煙突その他こ れら に類するも のにあっ ては， 建設省告示煙突その他こ れら に類するも のにあっ ては， 建設省告示煙突その他こ れら に類するも のにあっ ては， 建設省告示煙突その他こ れら に類するも のにあっ ては， 建設省告示煙突その他こ れら に類するも のにあっ ては， 建設省告示煙突その他こ れら に類するも のにあっ ては， 建設省告示

第1389号により ， 風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対し て構造耐力上安全なも のと するこ と ．第1389号により ， 風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対し て構造耐力上安全なも のと するこ と ．第1389号により ， 風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対し て構造耐力上安全なも のと するこ と ．第1389号により ， 風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対し て構造耐力上安全なも のと するこ と ．第1389号により ， 風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対し て構造耐力上安全なも のと するこ と ．第1389号により ， 風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対し て構造耐力上安全なも のと するこ と ．第1389号により ， 風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対し て構造耐力上安全なも のと するこ と ．

風圧， 土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対し て安全上支障のない構造と するこ と ．風圧， 土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対し て安全上支障のない構造と するこ と ．風圧， 土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対し て安全上支障のない構造と するこ と ．風圧， 土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対し て安全上支障のない構造と するこ と ．風圧， 土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対し て安全上支障のない構造と するこ と ．風圧， 土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対し て安全上支障のない構造と するこ と ．風圧， 土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対し て安全上支障のない構造と するこ と ．

建築物の部分を貫通し て配管する場合においては， 当該貫通部分に配管スリ ーブを設ける等建築物の部分を貫通し て配管する場合においては， 当該貫通部分に配管スリ ーブを設ける等建築物の部分を貫通し て配管する場合においては， 当該貫通部分に配管スリ ーブを設ける等建築物の部分を貫通し て配管する場合においては， 当該貫通部分に配管スリ ーブを設ける等建築物の部分を貫通し て配管する場合においては， 当該貫通部分に配管スリ ーブを設ける等建築物の部分を貫通し て配管する場合においては， 当該貫通部分に配管スリ ーブを設ける等建築物の部分を貫通し て配管する場合においては， 当該貫通部分に配管スリ ーブを設ける等

有効な管の損傷防止のための措置を講ずるこ と ．有効な管の損傷防止のための措置を講ずるこ と ．有効な管の損傷防止のための措置を講ずるこ と ．有効な管の損傷防止のための措置を講ずるこ と ．有効な管の損傷防止のための措置を講ずるこ と ．有効な管の損傷防止のための措置を講ずるこ と ．有効な管の損傷防止のための措置を講ずるこ と ．

管の伸縮その他の変形により 当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において，管の伸縮その他の変形により 当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において，管の伸縮その他の変形により 当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において，管の伸縮その他の変形により 当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において，管の伸縮その他の変形により 当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において，管の伸縮その他の変形により 当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において，管の伸縮その他の変形により 当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において，

伸縮継手又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずるこ と ．伸縮継手又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずるこ と ．伸縮継手又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずるこ と ．伸縮継手又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずるこ と ．伸縮継手又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずるこ と ．伸縮継手又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずるこ と ．伸縮継手又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずるこ と ．

管を支持し ， 又は固定する場合においては， つり 金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震管を支持し ， 又は固定する場合においては， つり 金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震管を支持し ， 又は固定する場合においては， つり 金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震管を支持し ， 又は固定する場合においては， つり 金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震管を支持し ， 又は固定する場合においては， つり 金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震管を支持し ， 又は固定する場合においては， つり 金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震管を支持し ， 又は固定する場合においては， つり 金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震

その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずるこ と ．その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずるこ と ．その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずるこ と ．その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずるこ と ．その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずるこ と ．その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずるこ と ．その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずるこ と ．

風圧， 土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対し て安全上支障のない構造と するこ と ．風圧， 土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対し て安全上支障のない構造と するこ と ．風圧， 土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対し て安全上支障のない構造と するこ と ．風圧， 土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対し て安全上支障のない構造と するこ と ．風圧， 土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対し て安全上支障のない構造と するこ と ．風圧， 土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対し て安全上支障のない構造と するこ と ．風圧， 土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対し て安全上支障のない構造と するこ と ．

周囲に丈夫な壁または囲いを設けるこ と 。周囲に丈夫な壁または囲いを設けるこ と 。周囲に丈夫な壁または囲いを設けるこ と 。周囲に丈夫な壁または囲いを設けるこ と 。周囲に丈夫な壁または囲いを設けるこ と 。周囲に丈夫な壁または囲いを設けるこ と 。周囲に丈夫な壁または囲いを設けるこ と 。

地震時の転倒, 移動等により 人が危害を受けるおそれがないこ と 。地震時の転倒, 移動等により 人が危害を受けるおそれがないこ と 。地震時の転倒, 移動等により 人が危害を受けるおそれがないこ と 。地震時の転倒, 移動等により 人が危害を受けるおそれがないこ と 。地震時の転倒, 移動等により 人が危害を受けるおそれがないこ と 。地震時の転倒, 移動等により 人が危害を受けるおそれがないこ と 。地震時の転倒, 移動等により 人が危害を受けるおそれがないこ と 。

告示第1388号( 改正1447号) で定めら れたアンカ ーボルト 等で緊結するこ と 。告示第1388号( 改正1447号) で定めら れたアンカ ーボルト 等で緊結するこ と 。告示第1388号( 改正1447号) で定めら れたアンカ ーボルト 等で緊結するこ と 。告示第1388号( 改正1447号) で定めら れたアンカ ーボルト 等で緊結するこ と 。告示第1388号( 改正1447号) で定めら れたアンカ ーボルト 等で緊結するこ と 。告示第1388号( 改正1447号) で定めら れたアンカ ーボルト 等で緊結するこ と 。告示第1388号( 改正1447号) で定めら れたアンカ ーボルト 等で緊結するこ と 。

3) 　 支柱の盛り かえは， 必ず直上階のコ ンクリ ート 打ち後と する．3) 　 支柱の盛り かえは， 必ず直上階のコ ンクリ ート 打ち後と する．3) 　 支柱の盛り かえは， 必ず直上階のコ ンクリ ート 打ち後と する．3) 　 支柱の盛り かえは， 必ず直上階のコ ンクリ ート 打ち後と する．3) 　 支柱の盛り かえは， 必ず直上階のコ ンクリ ート 打ち後と する．3) 　 支柱の盛り かえは， 必ず直上階のコ ンクリ ート 打ち後と する．3) 　 支柱の盛り かえは， 必ず直上階のコ ンクリ ート 打ち後と する．

4) 　 盛り かえ後の支柱頂部には， 厚い受板， 角材または， こ れに代わるも のを置く ．4) 　 盛り かえ後の支柱頂部には， 厚い受板， 角材または， こ れに代わるも のを置く ．4) 　 盛り かえ後の支柱頂部には， 厚い受板， 角材または， こ れに代わるも のを置く ．4) 　 盛り かえ後の支柱頂部には， 厚い受板， 角材または， こ れに代わるも のを置く ．4) 　 盛り かえ後の支柱頂部には， 厚い受板， 角材または， こ れに代わるも のを置く ．4) 　 盛り かえ後の支柱頂部には， 厚い受板， 角材または， こ れに代わるも のを置く ．4) 　 盛り かえ後の支柱頂部には， 厚い受板， 角材または， こ れに代わるも のを置く ．

6) 　 上表以外のセメ ント を使用する場合は工事監理者の指示による．6) 　 上表以外のセメ ント を使用する場合は工事監理者の指示による．6) 　 上表以外のセメ ント を使用する場合は工事監理者の指示による．6) 　 上表以外のセメ ント を使用する場合は工事監理者の指示による．6) 　 上表以外のセメ ント を使用する場合は工事監理者の指示による．6) 　 上表以外のセメ ント を使用する場合は工事監理者の指示による．6) 　 上表以外のセメ ント を使用する場合は工事監理者の指示による．

5) 　 支柱の盛り かえは， 小梁が終わっ てからスラ ブを行う ． 一時に全部の支柱を取り 払っ て， 盛り かえし てはなら ない．5) 　 支柱の盛り かえは， 小梁が終わっ てからスラ ブを行う ． 一時に全部の支柱を取り 払っ て， 盛り かえし てはなら ない．5) 　 支柱の盛り かえは， 小梁が終わっ てからスラ ブを行う ． 一時に全部の支柱を取り 払っ て， 盛り かえし てはなら ない．5) 　 支柱の盛り かえは， 小梁が終わっ てからスラ ブを行う ． 一時に全部の支柱を取り 払っ て， 盛り かえし てはなら ない．5) 　 支柱の盛り かえは， 小梁が終わっ てからスラ ブを行う ． 一時に全部の支柱を取り 払っ て， 盛り かえし てはなら ない．5) 　 支柱の盛り かえは， 小梁が終わっ てからスラ ブを行う ． 一時に全部の支柱を取り 払っ て， 盛り かえし てはなら ない．5) 　 支柱の盛り かえは， 小梁が終わっ てからスラ ブを行う ． 一時に全部の支柱を取り 払っ て， 盛り かえし てはなら ない．

試 験試 験試 験試 験試 験試 験試 験

注意事項注意事項注意事項注意事項注意事項注意事項注意事項 1) 　 片持梁， 庇， スパン　 9. 0m以上の梁下は， 工事監理者の指示による．1) 　 片持梁， 庇， スパン　 9. 0m以上の梁下は， 工事監理者の指示による．1) 　 片持梁， 庇， スパン　 9. 0m以上の梁下は， 工事監理者の指示による．1) 　 片持梁， 庇， スパン　 9. 0m以上の梁下は， 工事監理者の指示による．1) 　 片持梁， 庇， スパン　 9. 0m以上の梁下は， 工事監理者の指示による．1) 　 片持梁， 庇， スパン　 9. 0m以上の梁下は， 工事監理者の指示による．1) 　 片持梁， 庇， スパン　 9. 0m以上の梁下は， 工事監理者の指示による．

2) 　 大梁の支柱の盛り かえは行わない． また， その他の梁の場合も 原則と し て行わない．2) 　 大梁の支柱の盛り かえは行わない． また， その他の梁の場合も 原則と し て行わない．2) 　 大梁の支柱の盛り かえは行わない． また， その他の梁の場合も 原則と し て行わない．2) 　 大梁の支柱の盛り かえは行わない． また， その他の梁の場合も 原則と し て行わない．2) 　 大梁の支柱の盛り かえは行わない． また， その他の梁の場合も 原則と し て行わない．2) 　 大梁の支柱の盛り かえは行わない． また， その他の梁の場合も 原則と し て行わない．2) 　 大梁の支柱の盛り かえは行わない． また， その他の梁の場合も 原則と し て行わない．

注意事項注意事項注意事項注意事項注意事項注意事項注意事項

上記以外の溶接部( 隅肉溶接部など) の検査は， 製作工場により 全数に対し 外観( 目視) 検査を行う こ と ．上記以外の溶接部( 隅肉溶接部など) の検査は， 製作工場により 全数に対し 外観( 目視) 検査を行う こ と ．上記以外の溶接部( 隅肉溶接部など) の検査は， 製作工場により 全数に対し 外観( 目視) 検査を行う こ と ．上記以外の溶接部( 隅肉溶接部など) の検査は， 製作工場により 全数に対し 外観( 目視) 検査を行う こ と ．上記以外の溶接部( 隅肉溶接部など) の検査は， 製作工場により 全数に対し 外観( 目視) 検査を行う こ と ．上記以外の溶接部( 隅肉溶接部など) の検査は， 製作工場により 全数に対し 外観( 目視) 検査を行う こ と ．上記以外の溶接部( 隅肉溶接部など) の検査は， 製作工場により 全数に対し 外観( 目視) 検査を行う こ と ．

1) 　 第三者検査機関と は， 建築主， 工事監理者または工事施工者が， 受入れ検査を代行さ せるために自ら 契約し た1) 　 第三者検査機関と は， 建築主， 工事監理者または工事施工者が， 受入れ検査を代行さ せるために自ら 契約し た1) 　 第三者検査機関と は， 建築主， 工事監理者または工事施工者が， 受入れ検査を代行さ せるために自ら 契約し た1) 　 第三者検査機関と は， 建築主， 工事監理者または工事施工者が， 受入れ検査を代行さ せるために自ら 契約し た1) 　 第三者検査機関と は， 建築主， 工事監理者または工事施工者が， 受入れ検査を代行さ せるために自ら 契約し た1) 　 第三者検査機関と は， 建築主， 工事監理者または工事施工者が， 受入れ検査を代行さ せるために自ら 契約し た1) 　 第三者検査機関と は， 建築主， 工事監理者または工事施工者が， 受入れ検査を代行さ せるために自ら 契約し た

　 検査会社を示し ， ( 社) 日本溶接協会のＣ Ｉ Ｗ認定のＵ Ｔ の認定を有する事業所と する． 検査費用は施工者の負担と する．検査会社を示し ， ( 社) 日本溶接協会のＣ Ｉ Ｗ認定のＵ Ｔ の認定を有する事業所と する． 検査費用は施工者の負担と する．　 検査会社を示し ， ( 社) 日本溶接協会のＣ Ｉ Ｗ認定のＵ Ｔ の認定を有する事業所と する． 検査費用は施工者の負担と する．検査会社を示し ， ( 社) 日本溶接協会のＣ Ｉ Ｗ認定のＵ Ｔ の認定を有する事業所と する． 検査費用は施工者の負担と する．　 検査会社を示し ， ( 社) 日本溶接協会のＣ Ｉ Ｗ認定のＵ Ｔ の認定を有する事業所と する． 検査費用は施工者の負担と する．検査会社を示し ， ( 社) 日本溶接協会のＣ Ｉ Ｗ認定のＵ Ｔ の認定を有する事業所と する． 検査費用は施工者の負担と する．　 検査会社を示し ， ( 社) 日本溶接協会のＣ Ｉ Ｗ認定のＵ Ｔ の認定を有する事業所と する． 検査費用は施工者の負担と する．

2) 　 現場溶接部については原則と し て第三者機関による全数検査を行う こ と ．2) 　 現場溶接部については原則と し て第三者機関による全数検査を行う こ と ．2) 　 現場溶接部については原則と し て第三者機関による全数検査を行う こ と ．2) 　 現場溶接部については原則と し て第三者機関による全数検査を行う こ と ．2) 　 現場溶接部については原則と し て第三者機関による全数検査を行う こ と ．2) 　 現場溶接部については原則と し て第三者機関による全数検査を行う こ と ．2) 　 現場溶接部については原則と し て第三者機関による全数検査を行う こ と ．

グラ イ ンダー掛け等を用いて除去し た後， 屋外に自然放置し て発生し た， 赤さ び状態であるこ と ． ただし ， ショ ッ ト ブラ スト ， グリ ッ トグラ イ ンダー掛け等を用いて除去し た後， 屋外に自然放置し て発生し た， 赤さ び状態であるこ と ． ただし ， ショ ッ ト ブラ スト ， グリ ッ トグラ イ ンダー掛け等を用いて除去し た後， 屋外に自然放置し て発生し た， 赤さ び状態であるこ と ． ただし ， ショ ッ ト ブラ スト ， グリ ッ トグラ イ ンダー掛け等を用いて除去し た後， 屋外に自然放置し て発生し た， 赤さ び状態であるこ と ． ただし ， ショ ッ ト ブラ スト ， グリ ッ トグラ イ ンダー掛け等を用いて除去し た後， 屋外に自然放置し て発生し た， 赤さ び状態であるこ と ． ただし ， ショ ッ ト ブラ スト ， グリ ッ トグラ イ ンダー掛け等を用いて除去し た後， 屋外に自然放置し て発生し た， 赤さ び状態であるこ と ． ただし ， ショ ッ ト ブラ スト ， グリ ッ トグラ イ ンダー掛け等を用いて除去し た後， 屋外に自然放置し て発生し た， 赤さ び状態であるこ と ． ただし ， ショ ッ ト ブラ スト ， グリ ッ ト

ブラ スト による処理で表面あら さ が５ ０ Ｓ 以上である場合， 赤さ びは発生し ないままでよい．ブラ スト による処理で表面あら さ が５ ０ Ｓ 以上である場合， 赤さ びは発生し ないままでよい．ブラ スト による処理で表面あら さ が５ ０ Ｓ 以上である場合， 赤さ びは発生し ないままでよい．ブラ スト による処理で表面あら さ が５ ０ Ｓ 以上である場合， 赤さ びは発生し ないままでよい．ブラ スト による処理で表面あら さ が５ ０ Ｓ 以上である場合， 赤さ びは発生し ないままでよい．ブラ スト による処理で表面あら さ が５ ０ Ｓ 以上である場合， 赤さ びは発生し ないままでよい．ブラ スト による処理で表面あら さ が５ ０ Ｓ 以上である場合， 赤さ びは発生し ないままでよい．

高力ボルト の締付けに使用する機器はよく 調整さ れたも のを使用し ， 締付けの順序は部材が十分密着するよう 注意し て行う ．高力ボルト の締付けに使用する機器はよく 調整さ れたも のを使用し ， 締付けの順序は部材が十分密着するよう 注意し て行う ．高力ボルト の締付けに使用する機器はよく 調整さ れたも のを使用し ， 締付けの順序は部材が十分密着するよう 注意し て行う ．高力ボルト の締付けに使用する機器はよく 調整さ れたも のを使用し ， 締付けの順序は部材が十分密着するよう 注意し て行う ．高力ボルト の締付けに使用する機器はよく 調整さ れたも のを使用し ， 締付けの順序は部材が十分密着するよう 注意し て行う ．高力ボルト の締付けに使用する機器はよく 調整さ れたも のを使用し ， 締付けの順序は部材が十分密着するよう 注意し て行う ．高力ボルト の締付けに使用する機器はよく 調整さ れたも のを使用し ， 締付けの順序は部材が十分密着するよう 注意し て行う ．

また， 締付けは原則と し て２ 度締めと する． 締付け後の検査は， 各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する．また， 締付けは原則と し て２ 度締めと する． 締付け後の検査は， 各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する．また， 締付けは原則と し て２ 度締めと する． 締付け後の検査は， 各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する．また， 締付けは原則と し て２ 度締めと する． 締付け後の検査は， 各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する．また， 締付けは原則と し て２ 度締めと する． 締付け後の検査は， 各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する．また， 締付けは原則と し て２ 度締めと する． 締付け後の検査は， 各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する．また， 締付けは原則と し て２ 度締めと する． 締付け後の検査は， 各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する．

高 力 ボ ルト高 力 ボ ルト高 力 ボ ルト高 力 ボ ルト高 力 ボ ルト高 力 ボ ルト高 力 ボ ルト 高力ボルト は『 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｂ １ １ ８ ６ の高力ボルト 』 を標準と する． 摩擦面の処理は黒皮などを座金外径２ 倍以上の範囲でショ ッ ト ブラ スト ，高力ボルト は『 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｂ １ １ ８ ６ の高力ボルト 』 を標準と する． 摩擦面の処理は黒皮などを座金外径２ 倍以上の範囲でショ ッ ト ブラ スト ，高力ボルト は『 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｂ １ １ ８ ６ の高力ボルト 』 を標準と する． 摩擦面の処理は黒皮などを座金外径２ 倍以上の範囲でショ ッ ト ブラ スト ，高力ボルト は『 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｂ １ １ ８ ６ の高力ボルト 』 を標準と する． 摩擦面の処理は黒皮などを座金外径２ 倍以上の範囲でショ ッ ト ブラ スト ，高力ボルト は『 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｂ １ １ ８ ６ の高力ボルト 』 を標準と する． 摩擦面の処理は黒皮などを座金外径２ 倍以上の範囲でショ ッ ト ブラ スト ，高力ボルト は『 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｂ １ １ ８ ６ の高力ボルト 』 を標準と する． 摩擦面の処理は黒皮などを座金外径２ 倍以上の範囲でショ ッ ト ブラ スト ，高力ボルト は『 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｂ １ １ ８ ６ の高力ボルト 』 を標準と する． 摩擦面の処理は黒皮などを座金外径２ 倍以上の範囲でショ ッ ト ブラ スト ，

２ 回塗り を標準と する．２ 回塗り を標準と する．２ 回塗り を標準と する．２ 回塗り を標準と する．２ 回塗り を標準と する．２ 回塗り を標準と する．２ 回塗り を標準と する．

現場における高力ボルト 接合部及び接合部の素地調整は入念に行い， 塗装は工場塗装と 同じ 錆び止めペイ ント を使用し ２ 回塗り と する．現場における高力ボルト 接合部及び接合部の素地調整は入念に行い， 塗装は工場塗装と 同じ 錆び止めペイ ント を使用し ２ 回塗り と する．現場における高力ボルト 接合部及び接合部の素地調整は入念に行い， 塗装は工場塗装と 同じ 錆び止めペイ ント を使用し ２ 回塗り と する．現場における高力ボルト 接合部及び接合部の素地調整は入念に行い， 塗装は工場塗装と 同じ 錆び止めペイ ント を使用し ２ 回塗り と する．現場における高力ボルト 接合部及び接合部の素地調整は入念に行い， 塗装は工場塗装と 同じ 錆び止めペイ ント を使用し ２ 回塗り と する．現場における高力ボルト 接合部及び接合部の素地調整は入念に行い， 塗装は工場塗装と 同じ 錆び止めペイ ント を使用し ２ 回塗り と する．現場における高力ボルト 接合部及び接合部の素地調整は入念に行い， 塗装は工場塗装と 同じ 錆び止めペイ ント を使用し ２ 回塗り と する．

防 錆 塗 装防 錆 塗 装防 錆 塗 装防 錆 塗 装防 錆 塗 装防 錆 塗 装防 錆 塗 装

耐 火 被 覆耐 火 被 覆耐 火 被 覆耐 火 被 覆耐 火 被 覆耐 火 被 覆耐 火 被 覆 意匠図による．意匠図による．意匠図による．意匠図による．意匠図による．意匠図による．意匠図による．

防錆塗装の範囲は， 高力ボルト 接合の摩擦面及びコ ンク リ ート で被覆さ れる以外の部分と する． 錆び止めペイ ント は， Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ ５ ６ ７ ４ ，防錆塗装の範囲は， 高力ボルト 接合の摩擦面及びコ ンク リ ート で被覆さ れる以外の部分と する． 錆び止めペイ ント は， Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ ５ ６ ７ ４ ，防錆塗装の範囲は， 高力ボルト 接合の摩擦面及びコ ンク リ ート で被覆さ れる以外の部分と する． 錆び止めペイ ント は， Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ ５ ６ ７ ４ ，防錆塗装の範囲は， 高力ボルト 接合の摩擦面及びコ ンク リ ート で被覆さ れる以外の部分と する． 錆び止めペイ ント は， Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ ５ ６ ７ ４ ，防錆塗装の範囲は， 高力ボルト 接合の摩擦面及びコ ンク リ ート で被覆さ れる以外の部分と する． 錆び止めペイ ント は， Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ ５ ６ ７ ４ ，防錆塗装の範囲は， 高力ボルト 接合の摩擦面及びコ ンク リ ート で被覆さ れる以外の部分と する． 錆び止めペイ ント は， Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ ５ ６ ７ ４ ，防錆塗装の範囲は， 高力ボルト 接合の摩擦面及びコ ンク リ ート で被覆さ れる以外の部分と する． 錆び止めペイ ント は， Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ ５ ６ ７ ４ ，

杭工事が完了した時点で，杭の施工偏心を計測し，施工結果報告書を速やかに工事監理者に提出すること杭工事が完了した時点で，杭の施工偏心を計測し，施工結果報告書を速やかに工事監理者に提出すること杭工事が完了した時点で，杭の施工偏心を計測し，施工結果報告書を速やかに工事監理者に提出すること杭工事が完了した時点で，杭の施工偏心を計測し，施工結果報告書を速やかに工事監理者に提出すること杭工事が完了した時点で，杭の施工偏心を計測し，施工結果報告書を速やかに工事監理者に提出すること杭工事が完了した時点で，杭の施工偏心を計測し，施工結果報告書を速やかに工事監理者に提出すること杭工事が完了した時点で，杭の施工偏心を計測し，施工結果報告書を速やかに工事監理者に提出すること

地 盤 改 良地 盤 改 良地 盤 改 良地 盤 改 良地 盤 改 良地 盤 改 良地 盤 改 良 所要長期地耐力所要長期地耐力所要長期地耐力所要長期地耐力所要長期地耐力所要長期地耐力所要長期地耐力
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浅層混合処理工法浅層混合処理工法浅層混合処理工法浅層混合処理工法浅層混合処理工法浅層混合処理工法浅層混合処理工法 ( 固化剤添加量や施工後の確認方法は別途仕様書による． )( 固化剤添加量や施工後の確認方法は別途仕様書による． )( 固化剤添加量や施工後の確認方法は別途仕様書による． )( 固化剤添加量や施工後の確認方法は別途仕様書による． )( 固化剤添加量や施工後の確認方法は別途仕様書による． )( 固化剤添加量や施工後の確認方法は別途仕様書による． )( 固化剤添加量や施工後の確認方法は別途仕様書による． )

( 固化剤添加量や施工後の確認方法は別途仕様書による． )( 固化剤添加量や施工後の確認方法は別途仕様書による． )( 固化剤添加量や施工後の確認方法は別途仕様書による． )( 固化剤添加量や施工後の確認方法は別途仕様書による． )( 固化剤添加量や施工後の確認方法は別途仕様書による． )( 固化剤添加量や施工後の確認方法は別途仕様書による． )( 固化剤添加量や施工後の確認方法は別途仕様書による． )

kN/㎡kN/㎡kN/㎡kN/㎡kN/㎡kN/㎡kN/㎡

工法工法工法工法工法工法工法

深層混合処理工法深層混合処理工法深層混合処理工法深層混合処理工法深層混合処理工法深層混合処理工法深層混合処理工法

置換コンクリート(ラップルコンクリート)置換コンクリート(ラップルコンクリート)置換コンクリート(ラップルコンクリート)置換コンクリート(ラップルコンクリート)置換コンクリート(ラップルコンクリート)置換コンクリート(ラップルコンクリート)置換コンクリート(ラップルコンクリート)

杭工事は「基礎ぐい工事の適正な施工を確保するために講ずべき措置（平28国交告示第 468 号）」に準拠し，適切な工事監理杭工事は「基礎ぐい工事の適正な施工を確保するために講ずべき措置（平28国交告示第 468 号）」に準拠し，適切な工事監理杭工事は「基礎ぐい工事の適正な施工を確保するために講ずべき措置（平28国交告示第 468 号）」に準拠し，適切な工事監理杭工事は「基礎ぐい工事の適正な施工を確保するために講ずべき措置（平28国交告示第 468 号）」に準拠し，適切な工事監理杭工事は「基礎ぐい工事の適正な施工を確保するために講ずべき措置（平28国交告示第 468 号）」に準拠し，適切な工事監理杭工事は「基礎ぐい工事の適正な施工を確保するために講ずべき措置（平28国交告示第 468 号）」に準拠し，適切な工事監理杭工事は「基礎ぐい工事の適正な施工を確保するために講ずべき措置（平28国交告示第 468 号）」に準拠し，適切な工事監理

を行うことを行うことを行うことを行うことを行うことを行うことを行うこと

5N/mm25N/mm25N/mm25N/mm25N/mm25N/mm25N/mm2

湿式柱状改良工法 (Fc=1,300kN/㎡)湿式柱状改良工法 (Fc=1,300kN/㎡)湿式柱状改良工法 (Fc=1,300kN/㎡)湿式柱状改良工法 (Fc=1,300kN/㎡)湿式柱状改良工法 (Fc=1,300kN/㎡)湿式柱状改良工法 (Fc=1,300kN/㎡)湿式柱状改良工法 (Fc=1,300kN/㎡)

トップベース工法トップベース工法トップベース工法トップベース工法トップベース工法トップベース工法トップベース工法

地盤の許容応力度地盤の許容応力度地盤の許容応力度地盤の許容応力度地盤の許容応力度地盤の許容応力度地盤の許容応力度

支持層支持層支持層支持層支持層支持層支持層

長期長期長期長期長期長期長期 kN/㎡kN/㎡kN/㎡kN/㎡kN/㎡kN/㎡kN/㎡ kN/㎡kN/㎡kN/㎡kN/㎡kN/㎡kN/㎡kN/㎡短期短期短期短期短期短期短期

直 接 基 礎直 接 基 礎直 接 基 礎直 接 基 礎直 接 基 礎直 接 基 礎直 接 基 礎

砕 石 地 業砕 石 地 業砕 石 地 業砕 石 地 業砕 石 地 業砕 石 地 業砕 石 地 業
捨 てコ ン ，捨 てコ ン ，捨 てコ ン ，捨 てコ ン ，捨 てコ ン ，捨 てコ ン ，捨 てコ ン ，

杭 基 礎 下杭 基 礎 下杭 基 礎 下杭 基 礎 下杭 基 礎 下杭 基 礎 下杭 基 礎 下

基 礎 ス ラ ブ 下基 礎 ス ラ ブ 下基 礎 ス ラ ブ 下基 礎 ス ラ ブ 下基 礎 ス ラ ブ 下基 礎 ス ラ ブ 下基 礎 ス ラ ブ 下

基 礎 梁 下基 礎 梁 下基 礎 梁 下基 礎 梁 下基 礎 梁 下基 礎 梁 下基 礎 梁 下

土間コンクリート下(屋内)土間コンクリート下(屋内)土間コンクリート下(屋内)土間コンクリート下(屋内)土間コンクリート下(屋内)土間コンクリート下(屋内)土間コンクリート下(屋内)

土間コンクリート下(屋外)土間コンクリート下(屋外)土間コンクリート下(屋外)土間コンクリート下(屋外)土間コンクリート下(屋外)土間コンクリート下(屋外)土間コンクリート下(屋外)

捨てコ ンク リ ート 厚　 ( mm)捨てコ ンク リ ート 厚　 ( mm)捨てコ ンク リ ート 厚　 ( mm)捨てコ ンク リ ート 厚　 ( mm)捨てコ ンク リ ート 厚　 ( mm)捨てコ ンク リ ート 厚　 ( mm)捨てコ ンク リ ート 厚　 ( mm) 砕　 石　 厚　 ( mm)砕　 石　 厚　 ( mm)砕　 石　 厚　 ( mm)砕　 石　 厚　 ( mm)砕　 石　 厚　 ( mm)砕　 石　 厚　 ( mm)砕　 石　 厚　 ( mm) 備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考

80808080808080 100100100100100100100

80808080808080

80808080808080

80808080808080 100100100100100100100

80808080808080

60606060606060 80808080808080

コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート

セメ ント はＪ Ｉ Ｓ 　 Ｒ ５ ２ １ ０ の普通ポルト ラ ンド セメ ント を標準と する．セメ ント はＪ Ｉ Ｓ 　 Ｒ ５ ２ １ ０ の普通ポルト ラ ンド セメ ント を標準と する．セメ ント はＪ Ｉ Ｓ 　 Ｒ ５ ２ １ ０ の普通ポルト ラ ンド セメ ント を標準と する．セメ ント はＪ Ｉ Ｓ 　 Ｒ ５ ２ １ ０ の普通ポルト ラ ンド セメ ント を標準と する．セメ ント はＪ Ｉ Ｓ 　 Ｒ ５ ２ １ ０ の普通ポルト ラ ンド セメ ント を標準と する．セメ ント はＪ Ｉ Ｓ 　 Ｒ ５ ２ １ ０ の普通ポルト ラ ンド セメ ント を標準と する．セメ ント はＪ Ｉ Ｓ 　 Ｒ ５ ２ １ ０ の普通ポルト ラ ンド セメ ント を標準と する．

調合計画は工事開始前に工事監理者の承認を得るこ と ．調合計画は工事開始前に工事監理者の承認を得るこ と ．調合計画は工事開始前に工事監理者の承認を得るこ と ．調合計画は工事開始前に工事監理者の承認を得るこ と ．調合計画は工事開始前に工事監理者の承認を得るこ と ．調合計画は工事開始前に工事監理者の承認を得るこ と ．調合計画は工事開始前に工事監理者の承認を得るこ と ．

部 位部 位部 位部 位部 位部 位部 位

直 接 基 礎 下直 接 基 礎 下直 接 基 礎 下直 接 基 礎 下直 接 基 礎 下直 接 基 礎 下直 接 基 礎 下

100100100100100100100

層層層層層層層

600600600600600600600

150150150150150150150

150150150150150150150

水セメント比の最大値水セメント比の最大値水セメント比の最大値水セメント比の最大値水セメント比の最大値水セメント比の最大値水セメント比の最大値

単 位 水 量 の 最 大 値単 位 水 量 の 最 大 値単 位 水 量 の 最 大 値単 位 水 量 の 最 大 値単 位 水 量 の 最 大 値単 位 水 量 の 最 大 値単 位 水 量 の 最 大 値

空 気 量空 気 量空 気 量空 気 量空 気 量空 気 量空 気 量

50％50％50％50％50％50％50％

180kg/m3180kg/m3180kg/m3180kg/m3180kg/m3180kg/m3180kg/m3 185kg/m3185kg/m3185kg/m3185kg/m3185kg/m3185kg/m3185kg/m3

55％55％55％55％55％55％55％ 60％60％60％60％60％60％60％

175kg/m3175kg/m3175kg/m3175kg/m3175kg/m3175kg/m3175kg/m3

4.5％±1.5％(管理値4.0～6.0％)4.5％±1.5％(管理値4.0～6.0％)4.5％±1.5％(管理値4.0～6.0％)4.5％±1.5％(管理値4.0～6.0％)4.5％±1.5％(管理値4.0～6.0％)4.5％±1.5％(管理値4.0～6.0％)4.5％±1.5％(管理値4.0～6.0％)

工事監理者の承認を得るこ と ．工事監理者の承認を得るこ と ．工事監理者の承認を得るこ と ．工事監理者の承認を得るこ と ．工事監理者の承認を得るこ と ．工事監理者の承認を得るこ と ．工事監理者の承認を得るこ と ．

行い， 試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごと 撮影し た写真（ カ ラ ー） を保管し 承認を得る． 測定検査の回数は，行い， 試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごと 撮影し た写真（ カ ラ ー） を保管し 承認を得る． 測定検査の回数は，行い， 試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごと 撮影し た写真（ カ ラ ー） を保管し 承認を得る． 測定検査の回数は，行い， 試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごと 撮影し た写真（ カ ラ ー） を保管し 承認を得る． 測定検査の回数は，行い， 試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごと 撮影し た写真（ カ ラ ー） を保管し 承認を得る． 測定検査の回数は，行い， 試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごと 撮影し た写真（ カ ラ ー） を保管し 承認を得る． 測定検査の回数は，行い， 試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごと 撮影し た写真（ カ ラ ー） を保管し 承認を得る． 測定検査の回数は，

通常の場合， １ 日１ 回以上と し ， １ 回の検査における測定試験は， 同一資料から 取り 分けて３ 回行い， その平均値を試験値と する．通常の場合， １ 日１ 回以上と し ， １ 回の検査における測定試験は， 同一資料から 取り 分けて３ 回行い， その平均値を試験値と する．通常の場合， １ 日１ 回以上と し ， １ 回の検査における測定試験は， 同一資料から 取り 分けて３ 回行い， その平均値を試験値と する．通常の場合， １ 日１ 回以上と し ， １ 回の検査における測定試験は， 同一資料から 取り 分けて３ 回行い， その平均値を試験値と する．通常の場合， １ 日１ 回以上と し ， １ 回の検査における測定試験は， 同一資料から 取り 分けて３ 回行い， その平均値を試験値と する．通常の場合， １ 日１ 回以上と し ， １ 回の検査における測定試験は， 同一資料から 取り 分けて３ 回行い， その平均値を試験値と する．通常の場合， １ 日１ 回以上と し ， １ 回の検査における測定試験は， 同一資料から 取り 分けて３ 回行い， その平均値を試験値と する．

標準と する． １ 回に採取する供試体は， 適当な間隔をおいた３ 台の運搬車から その必要本数を採取する． なお， 供試体の数量は，標準と する． １ 回に採取する供試体は， 適当な間隔をおいた３ 台の運搬車から その必要本数を採取する． なお， 供試体の数量は，標準と する． １ 回に採取する供試体は， 適当な間隔をおいた３ 台の運搬車から その必要本数を採取する． なお， 供試体の数量は，標準と する． １ 回に採取する供試体は， 適当な間隔をおいた３ 台の運搬車から その必要本数を採取する． なお， 供試体の数量は，標準と する． １ 回に採取する供試体は， 適当な間隔をおいた３ 台の運搬車から その必要本数を採取する． なお， 供試体の数量は，標準と する． １ 回に採取する供試体は， 適当な間隔をおいた３ 台の運搬車から その必要本数を採取する． なお， 供試体の数量は，標準と する． １ 回に採取する供試体は， 適当な間隔をおいた３ 台の運搬車から その必要本数を採取する． なお， 供試体の数量は，

特別指示なき場合， １ 回当たり ６ 本以上と し ， そのう ち４ 週用に３ 本を用いる．特別指示なき場合， １ 回当たり ６ 本以上と し ， そのう ち４ 週用に３ 本を用いる．特別指示なき場合， １ 回当たり ６ 本以上と し ， そのう ち４ 週用に３ 本を用いる．特別指示なき場合， １ 回当たり ６ 本以上と し ， そのう ち４ 週用に３ 本を用いる．特別指示なき場合， １ 回当たり ６ 本以上と し ， そのう ち４ 週用に３ 本を用いる．特別指示なき場合， １ 回当たり ６ 本以上と し ， そのう ち４ 週用に３ 本を用いる．特別指示なき場合， １ 回当たり ６ 本以上と し ， そのう ち４ 週用に３ 本を用いる．

杭径，杭の許容支持力及び本数杭径，杭の許容支持力及び本数杭径，杭の許容支持力及び本数杭径，杭の許容支持力及び本数杭径，杭の許容支持力及び本数杭径，杭の許容支持力及び本数杭径，杭の許容支持力及び本数 (※杭伏図による)(※杭伏図による)(※杭伏図による)(※杭伏図による)(※杭伏図による)(※杭伏図による)(※杭伏図による)

50505050505050

50505050505050

50505050505050

50505050505050

コ ンク リ ート 及び鉄筋の試験は, 監理者の指定する第三者機関で行う こ と .コ ンク リ ート 及び鉄筋の試験は, 監理者の指定する第三者機関で行う こ と .コ ンク リ ート 及び鉄筋の試験は, 監理者の指定する第三者機関で行う こ と .コ ンク リ ート 及び鉄筋の試験は, 監理者の指定する第三者機関で行う こ と .コ ンク リ ート 及び鉄筋の試験は, 監理者の指定する第三者機関で行う こ と .コ ンク リ ート 及び鉄筋の試験は, 監理者の指定する第三者機関で行う こ と .コ ンク リ ート 及び鉄筋の試験は, 監理者の指定する第三者機関で行う こ と .
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混 合 セ メ ン ト混 合 セ メ ン ト混 合 セ メ ン ト混 合 セ メ ン ト混 合 セ メ ン ト混 合 セ メ ン ト混 合 セ メ ン ト
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早 強 ポ ル ト ラ ン ド早 強 ポ ル ト ラ ン ド早 強 ポ ル ト ラ ン ド早 強 ポ ル ト ラ ン ド早 強 ポ ル ト ラ ン ド早 強 ポ ル ト ラ ン ド早 強 ポ ル ト ラ ン ド
セ メ ン トセ メ ン トセ メ ン トセ メ ン トセ メ ン トセ メ ン トセ メ ン ト

普 通 ポ ル ト ラ ン ド普 通 ポ ル ト ラ ン ド普 通 ポ ル ト ラ ン ド普 通 ポ ル ト ラ ン ド普 通 ポ ル ト ラ ン ド普 通 ポ ル ト ラ ン ド普 通 ポ ル ト ラ ン ド
セ メ ン トセ メ ン トセ メ ン トセ メ ン トセ メ ン トセ メ ン トセ メ ン ト
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混 合 セ メ ン ト混 合 セ メ ン ト混 合 セ メ ン ト混 合 セ メ ン ト混 合 セ メ ン ト混 合 セ メ ン ト混 合 セ メ ン ト

セ メ ン トセ メ ン トセ メ ン トセ メ ン トセ メ ン トセ メ ン トセ メ ン ト
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セメ ント の種類セメ ント の種類セメ ント の種類セメ ント の種類セメ ント の種類セメ ント の種類セメ ント の種類

存 置 期 間 の存 置 期 間 の存 置 期 間 の存 置 期 間 の存 置 期 間 の存 置 期 間 の存 置 期 間 の
平 均 気 温平 均 気 温平 均 気 温平 均 気 温平 均 気 温平 均 気 温平 均 気 温

建築物に設ける建築設備にあっ ては， 構造耐力上安全なも のと し て， 以下の構造方法による． ( 建築基準法施行令第129条の2の3の事項)建築物に設ける建築設備にあっ ては， 構造耐力上安全なも のと し て， 以下の構造方法による． ( 建築基準法施行令第129条の2の3の事項)建築物に設ける建築設備にあっ ては， 構造耐力上安全なも のと し て， 以下の構造方法による． ( 建築基準法施行令第129条の2の3の事項)建築物に設ける建築設備にあっ ては， 構造耐力上安全なも のと し て， 以下の構造方法による． ( 建築基準法施行令第129条の2の3の事項)建築物に設ける建築設備にあっ ては， 構造耐力上安全なも のと し て， 以下の構造方法による． ( 建築基準法施行令第129条の2の3の事項)建築物に設ける建築設備にあっ ては， 構造耐力上安全なも のと し て， 以下の構造方法による． ( 建築基準法施行令第129条の2の3の事項)建築物に設ける建築設備にあっ ては， 構造耐力上安全なも のと し て， 以下の構造方法による． ( 建築基準法施行令第129条の2の3の事項)
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鉄筋の配筋は「 鉄筋コ ンク リ ート 造配筋指針・ 同解説（ 2021年版) 」 に準拠する　鉄筋の配筋は「 鉄筋コ ンク リ ート 造配筋指針・ 同解説（ 2021年版) 」 に準拠する　鉄筋の配筋は「 鉄筋コ ンク リ ート 造配筋指針・ 同解説（ 2021年版) 」 に準拠する　鉄筋の配筋は「 鉄筋コ ンク リ ート 造配筋指針・ 同解説（ 2021年版) 」 に準拠する　鉄筋の配筋は「 鉄筋コ ンク リ ート 造配筋指針・ 同解説（ 2021年版) 」 に準拠する　鉄筋の配筋は「 鉄筋コ ンク リ ート 造配筋指針・ 同解説（ 2021年版) 」 に準拠する　鉄筋の配筋は「 鉄筋コ ンク リ ート 造配筋指針・ 同解説（ 2021年版) 」 に準拠する　

打継ぎ 部は弱材齢時にレ イ タ ンス 及び脆弱なコ ン ク リ ート を ワイ ヤーブ ラ シ 等で除去し ， 健全な コ ン ク リ ート 面を 露出さ せ， 十分水湿し打継ぎ 部は弱材齢時にレ イ タ ンス 及び脆弱なコ ン ク リ ート を ワイ ヤーブ ラ シ 等で除去し ， 健全な コ ン ク リ ート 面を 露出さ せ， 十分水湿し打継ぎ 部は弱材齢時にレ イ タ ンス 及び脆弱なコ ン ク リ ート を ワイ ヤーブ ラ シ 等で除去し ， 健全な コ ン ク リ ート 面を 露出さ せ， 十分水湿し打継ぎ 部は弱材齢時にレ イ タ ンス 及び脆弱なコ ン ク リ ート を ワイ ヤーブ ラ シ 等で除去し ， 健全な コ ン ク リ ート 面を 露出さ せ， 十分水湿し打継ぎ 部は弱材齢時にレ イ タ ンス 及び脆弱なコ ン ク リ ート を ワイ ヤーブ ラ シ 等で除去し ， 健全な コ ン ク リ ート 面を 露出さ せ， 十分水湿し打継ぎ 部は弱材齢時にレ イ タ ンス 及び脆弱なコ ン ク リ ート を ワイ ヤーブ ラ シ 等で除去し ， 健全な コ ン ク リ ート 面を 露出さ せ， 十分水湿し打継ぎ 部は弱材齢時にレ イ タ ンス 及び脆弱なコ ン ク リ ート を ワイ ヤーブ ラ シ 等で除去し ， 健全な コ ン ク リ ート 面を 露出さ せ， 十分水湿し

範囲と する． ポンプ圧送に際し ては， コ ンク リ ート 圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事するこ と ． なお， 打ち込み継続中範囲と する． ポンプ圧送に際し ては， コ ンク リ ート 圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事するこ と ． なお， 打ち込み継続中範囲と する． ポンプ圧送に際し ては， コ ンク リ ート 圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事するこ と ． なお， 打ち込み継続中範囲と する． ポンプ圧送に際し ては， コ ンク リ ート 圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事するこ と ． なお， 打ち込み継続中範囲と する． ポンプ圧送に際し ては， コ ンク リ ート 圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事するこ と ． なお， 打ち込み継続中範囲と する． ポンプ圧送に際し ては， コ ンク リ ート 圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事するこ と ． なお， 打ち込み継続中範囲と する． ポンプ圧送に際し ては， コ ンク リ ート 圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事するこ と ． なお， 打ち込み継続中

ポンプ打ちコ ンク リ ート は， 打ち込む位置にでき るだけ近づけて垂直に打ちコ ンク リ －ト の自由落下高さ は， コ ンク リ ート が分離し ないポンプ打ちコ ンク リ ート は， 打ち込む位置にでき るだけ近づけて垂直に打ちコ ンク リ －ト の自由落下高さ は， コ ンク リ ート が分離し ないポンプ打ちコ ンク リ ート は， 打ち込む位置にでき るだけ近づけて垂直に打ちコ ンク リ －ト の自由落下高さ は， コ ンク リ ート が分離し ないポンプ打ちコ ンク リ ート は， 打ち込む位置にでき るだけ近づけて垂直に打ちコ ンク リ －ト の自由落下高さ は， コ ンク リ ート が分離し ないポンプ打ちコ ンク リ ート は， 打ち込む位置にでき るだけ近づけて垂直に打ちコ ンク リ －ト の自由落下高さ は， コ ンク リ ート が分離し ないポンプ打ちコ ンク リ ート は， 打ち込む位置にでき るだけ近づけて垂直に打ちコ ンク リ －ト の自由落下高さ は， コ ンク リ ート が分離し ないポンプ打ちコ ンク リ ート は， 打ち込む位置にでき るだけ近づけて垂直に打ちコ ンク リ －ト の自由落下高さ は， コ ンク リ ート が分離し ない

コ ンクリ ート の打込み方法は， 柱， 梁の鉛直部材と 床， 梁の水平部材と を同時に打設する工法と する． 締固めは， 主と し て棒形振動機コ ンクリ ート の打込み方法は， 柱， 梁の鉛直部材と 床， 梁の水平部材と を同時に打設する工法と する． 締固めは， 主と し て棒形振動機コ ンクリ ート の打込み方法は， 柱， 梁の鉛直部材と 床， 梁の水平部材と を同時に打設する工法と する． 締固めは， 主と し て棒形振動機コ ンクリ ート の打込み方法は， 柱， 梁の鉛直部材と 床， 梁の水平部材と を同時に打設する工法と する． 締固めは， 主と し て棒形振動機コ ンクリ ート の打込み方法は， 柱， 梁の鉛直部材と 床， 梁の水平部材と を同時に打設する工法と する． 締固めは， 主と し て棒形振動機コ ンクリ ート の打込み方法は， 柱， 梁の鉛直部材と 床， 梁の水平部材と を同時に打設する工法と する． 締固めは， 主と し て棒形振動機コ ンクリ ート の打込み方法は， 柱， 梁の鉛直部材と 床， 梁の水平部材と を同時に打設する工法と する． 締固めは， 主と し て棒形振動機

鉄筋の加工寸法， 形状， かぶり 厚さ ， 鉄筋の継手位置， 継手の重ね長さ ， 定着長さ は『 鉄筋コ ンク リ ート 構造配筋標準図（ １ ） （ ２ ） 』鉄筋の加工寸法， 形状， かぶり 厚さ ， 鉄筋の継手位置， 継手の重ね長さ ， 定着長さ は『 鉄筋コ ンク リ ート 構造配筋標準図（ １ ） （ ２ ） 』鉄筋の加工寸法， 形状， かぶり 厚さ ， 鉄筋の継手位置， 継手の重ね長さ ， 定着長さ は『 鉄筋コ ンク リ ート 構造配筋標準図（ １ ） （ ２ ） 』鉄筋の加工寸法， 形状， かぶり 厚さ ， 鉄筋の継手位置， 継手の重ね長さ ， 定着長さ は『 鉄筋コ ンク リ ート 構造配筋標準図（ １ ） （ ２ ） 』鉄筋の加工寸法， 形状， かぶり 厚さ ， 鉄筋の継手位置， 継手の重ね長さ ， 定着長さ は『 鉄筋コ ンク リ ート 構造配筋標準図（ １ ） （ ２ ） 』鉄筋の加工寸法， 形状， かぶり 厚さ ， 鉄筋の継手位置， 継手の重ね長さ ， 定着長さ は『 鉄筋コ ンク リ ート 構造配筋標準図（ １ ） （ ２ ） 』鉄筋の加工寸法， 形状， かぶり 厚さ ， 鉄筋の継手位置， 継手の重ね長さ ， 定着長さ は『 鉄筋コ ンク リ ート 構造配筋標準図（ １ ） （ ２ ） 』

Ｄ １ ９ 未満は， すべて重ね継手と する． 継手（ Ｄ １ ９ 以上） をガス圧接と する場合は， 日本圧接協会『 鉄筋のガス圧接工事標準仕様書』Ｄ １ ９ 未満は， すべて重ね継手と する． 継手（ Ｄ １ ９ 以上） をガス圧接と する場合は， 日本圧接協会『 鉄筋のガス圧接工事標準仕様書』Ｄ １ ９ 未満は， すべて重ね継手と する． 継手（ Ｄ １ ９ 以上） をガス圧接と する場合は， 日本圧接協会『 鉄筋のガス圧接工事標準仕様書』Ｄ １ ９ 未満は， すべて重ね継手と する． 継手（ Ｄ １ ９ 以上） をガス圧接と する場合は， 日本圧接協会『 鉄筋のガス圧接工事標準仕様書』Ｄ １ ９ 未満は， すべて重ね継手と する． 継手（ Ｄ １ ９ 以上） をガス圧接と する場合は， 日本圧接協会『 鉄筋のガス圧接工事標準仕様書』Ｄ １ ９ 未満は， すべて重ね継手と する． 継手（ Ｄ １ ９ 以上） をガス圧接と する場合は， 日本圧接協会『 鉄筋のガス圧接工事標準仕様書』Ｄ １ ９ 未満は， すべて重ね継手と する． 継手（ Ｄ １ ９ 以上） をガス圧接と する場合は， 日本圧接協会『 鉄筋のガス圧接工事標準仕様書』

ガス圧接部の抜き 取り 検査は， 同一作業班が同一日に施工し た圧接箇所ごと （ ２ ０ ０ 箇所を越えると き は， ２ ０ ０ 箇所ごと ） に１ 回行い，ガス圧接部の抜き 取り 検査は， 同一作業班が同一日に施工し た圧接箇所ごと （ ２ ０ ０ 箇所を越えると き は， ２ ０ ０ 箇所ごと ） に１ 回行い，ガス圧接部の抜き 取り 検査は， 同一作業班が同一日に施工し た圧接箇所ごと （ ２ ０ ０ 箇所を越えると き は， ２ ０ ０ 箇所ごと ） に１ 回行い，ガス圧接部の抜き 取り 検査は， 同一作業班が同一日に施工し た圧接箇所ごと （ ２ ０ ０ 箇所を越えると き は， ２ ０ ０ 箇所ごと ） に１ 回行い，ガス圧接部の抜き 取り 検査は， 同一作業班が同一日に施工し た圧接箇所ごと （ ２ ０ ０ 箇所を越えると き は， ２ ０ ０ 箇所ごと ） に１ 回行い，ガス圧接部の抜き 取り 検査は， 同一作業班が同一日に施工し た圧接箇所ごと （ ２ ０ ０ 箇所を越えると き は， ２ ０ ０ 箇所ごと ） に１ 回行い，ガス圧接部の抜き 取り 検査は， 同一作業班が同一日に施工し た圧接箇所ごと （ ２ ０ ０ 箇所を越えると き は， ２ ０ ０ 箇所ごと ） に１ 回行い，

寒中， 暑中， その他特殊コ ンクリ ート の適用を受ける期間に当たる場合は， 調合， 打ち込み， 養生， 管理方法など必要事項について，寒中， 暑中， その他特殊コ ンクリ ート の適用を受ける期間に当たる場合は， 調合， 打ち込み， 養生， 管理方法など必要事項について，寒中， 暑中， その他特殊コ ンクリ ート の適用を受ける期間に当たる場合は， 調合， 打ち込み， 養生， 管理方法など必要事項について，寒中， 暑中， その他特殊コ ンクリ ート の適用を受ける期間に当たる場合は， 調合， 打ち込み， 養生， 管理方法など必要事項について，寒中， 暑中， その他特殊コ ンクリ ート の適用を受ける期間に当たる場合は， 調合， 打ち込み， 養生， 管理方法など必要事項について，寒中， 暑中， その他特殊コ ンクリ ート の適用を受ける期間に当たる場合は， 調合， 打ち込み， 養生， 管理方法など必要事項について，寒中， 暑中， その他特殊コ ンクリ ート の適用を受ける期間に当たる場合は， 調合， 打ち込み， 養生， 管理方法など必要事項について，

フ レッ シュ コ ンクリ ート の塩化物測定は， 原則と し て工事現場で（ 財） 国土開発技術研究センタ ーの技術評価をう けた測定器を用いてフ レッ シュ コ ンクリ ート の塩化物測定は， 原則と し て工事現場で（ 財） 国土開発技術研究センタ ーの技術評価をう けた測定器を用いてフ レッ シュ コ ンクリ ート の塩化物測定は， 原則と し て工事現場で（ 財） 国土開発技術研究センタ ーの技術評価をう けた測定器を用いてフ レッ シュ コ ンクリ ート の塩化物測定は， 原則と し て工事現場で（ 財） 国土開発技術研究センタ ーの技術評価をう けた測定器を用いてフ レッ シュ コ ンクリ ート の塩化物測定は， 原則と し て工事現場で（ 財） 国土開発技術研究センタ ーの技術評価をう けた測定器を用いてフ レッ シュ コ ンクリ ート の塩化物測定は， 原則と し て工事現場で（ 財） 国土開発技術研究センタ ーの技術評価をう けた測定器を用いてフ レッ シュ コ ンクリ ート の塩化物測定は， 原則と し て工事現場で（ 財） 国土開発技術研究センタ ーの技術評価をう けた測定器を用いて

構造体コ ンク リ ート 現場の圧縮強度試験供試体（ Ｊ Ａ Ｓ Ｓ ５ Ｔ －６ ０ ３ ） は， 現場水中養生または現場封かん養生と し ， 採取は打ち込み構造体コ ンク リ ート 現場の圧縮強度試験供試体（ Ｊ Ａ Ｓ Ｓ ５ Ｔ －６ ０ ３ ） は， 現場水中養生または現場封かん養生と し ， 採取は打ち込み構造体コ ンク リ ート 現場の圧縮強度試験供試体（ Ｊ Ａ Ｓ Ｓ ５ Ｔ －６ ０ ３ ） は， 現場水中養生または現場封かん養生と し ， 採取は打ち込み構造体コ ンク リ ート 現場の圧縮強度試験供試体（ Ｊ Ａ Ｓ Ｓ ５ Ｔ －６ ０ ３ ） は， 現場水中養生または現場封かん養生と し ， 採取は打ち込み構造体コ ンク リ ート 現場の圧縮強度試験供試体（ Ｊ Ａ Ｓ Ｓ ５ Ｔ －６ ０ ３ ） は， 現場水中養生または現場封かん養生と し ， 採取は打ち込み構造体コ ンク リ ート 現場の圧縮強度試験供試体（ Ｊ Ａ Ｓ Ｓ ５ Ｔ －６ ０ ３ ） は， 現場水中養生または現場封かん養生と し ， 採取は打ち込み構造体コ ンク リ ート 現場の圧縮強度試験供試体（ Ｊ Ａ Ｓ Ｓ ５ Ｔ －６ ０ ３ ） は， 現場水中養生または現場封かん養生と し ， 採取は打ち込み

工区ごと ， 打ち込み日ごと と する． また， 打ち込み量が１ ５ ０ 立方ｍをこ える場合は１ ５ ０ 立方ｍごと または， その端数ごと に一回を工区ごと ， 打ち込み日ごと と する． また， 打ち込み量が１ ５ ０ 立方ｍをこ える場合は１ ５ ０ 立方ｍごと または， その端数ごと に一回を工区ごと ， 打ち込み日ごと と する． また， 打ち込み量が１ ５ ０ 立方ｍをこ える場合は１ ５ ０ 立方ｍごと または， その端数ごと に一回を工区ごと ， 打ち込み日ごと と する． また， 打ち込み量が１ ５ ０ 立方ｍをこ える場合は１ ５ ０ 立方ｍごと または， その端数ごと に一回を工区ごと ， 打ち込み日ごと と する． また， 打ち込み量が１ ５ ０ 立方ｍをこ える場合は１ ５ ０ 立方ｍごと または， その端数ごと に一回を工区ごと ， 打ち込み日ごと と する． また， 打ち込み量が１ ５ ０ 立方ｍをこ える場合は１ ５ ０ 立方ｍごと または， その端数ごと に一回を工区ごと ， 打ち込み日ごと と する． また， 打ち込み量が１ ５ ０ 立方ｍをこ える場合は１ ５ ０ 立方ｍごと または， その端数ごと に一回を

建 築 設 備 に 関 す る 構 造 方 法建 築 設 備 に 関 す る 構 造 方 法建 築 設 備 に 関 す る 構 造 方 法建 築 設 備 に 関 す る 構 造 方 法建 築 設 備 に 関 す る 構 造 方 法建 築 設 備 に 関 す る 構 造 方 法建 築 設 備 に 関 す る 構 造 方 法

鉄 骨 工 事鉄 骨 工 事鉄 骨 工 事鉄 骨 工 事鉄 骨 工 事鉄 骨 工 事鉄 骨 工 事

D10～D16D10～D16D10～D16D10～D16D10～D16D10～D16D10～D16

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 工 事鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 工 事鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 工 事鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 工 事鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 工 事鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 工 事鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 工 事

D19～D32D19～D32D19～D32D19～D32D19～D32D19～D32D19～D32

D10～D32D10～D32D10～D32D10～D32D10～D32D10～D32D10～D32

コンクリートはＪＩＳ認定工場の製品とし施工に関しては　ＪＡＳＳ５（２０１８年版）による．コンクリートはＪＩＳ認定工場の製品とし施工に関しては　ＪＡＳＳ５（２０１８年版）による．コンクリートはＪＩＳ認定工場の製品とし施工に関しては　ＪＡＳＳ５（２０１８年版）による．コンクリートはＪＩＳ認定工場の製品とし施工に関しては　ＪＡＳＳ５（２０１８年版）による．コンクリートはＪＩＳ認定工場の製品とし施工に関しては　ＪＡＳＳ５（２０１８年版）による．コンクリートはＪＩＳ認定工場の製品とし施工に関しては　ＪＡＳＳ５（２０１８年版）による．コンクリートはＪＩＳ認定工場の製品とし施工に関しては　ＪＡＳＳ５（２０１８年版）による．
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管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士 設 計設 計設 計設 計設 計設 計設 計 製 図製 図製 図製 図製 図製 図製 図

工事年度工事年度工事年度工事年度工事年度工事年度工事年度

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称

図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号
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摘　　要摘　　要摘　　要摘　　要摘　　要摘　　要摘　　要

有限会社　結　設　計有限会社　結　設　計有限会社　結　設　計有限会社　結　設　計有限会社　結　設　計有限会社　結　設　計有限会社　結　設　計

又吉　大輔　第369342号又吉　大輔　第369342号又吉　大輔　第369342号又吉　大輔　第369342号又吉　大輔　第369342号又吉　大輔　第369342号又吉　大輔　第369342号

第123-3734号第123-3734号第123-3734号第123-3734号第123-3734号第123-3734号第123-3734号

名護市宮里三丁目29番15号名護市宮里三丁目29番15号名護市宮里三丁目29番15号名護市宮里三丁目29番15号名護市宮里三丁目29番15号名護市宮里三丁目29番15号名護市宮里三丁目29番15号

沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2

東村役場　農林水産課東村役場　農林水産課東村役場　農林水産課東村役場　農林水産課東村役場　農林水産課東村役場　農林水産課東村役場　農林水産課
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A1＝1：non　A3＝1：nonA1＝1：non　A3＝1：nonA1＝1：non　A3＝1：nonA1＝1：non　A3＝1：nonA1＝1：non　A3＝1：nonA1＝1：non　A3＝1：nonA1＝1：non　A3＝1：non

建築工事(構造)特記仕様書(2)建築工事(構造)特記仕様書(2)建築工事(構造)特記仕様書(2)建築工事(構造)特記仕様書(2)建築工事(構造)特記仕様書(2)建築工事(構造)特記仕様書(2)建築工事(構造)特記仕様書(2)

ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸

一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号

構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号

東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】 令和８年度



1．一般事項1．一般事項1．一般事項1．一般事項1．一般事項1．一般事項1．一般事項

2．鉄筋加工、かぶり2．鉄筋加工、かぶり2．鉄筋加工、かぶり2．鉄筋加工、かぶり2．鉄筋加工、かぶり2．鉄筋加工、かぶり2．鉄筋加工、かぶり

5．耐力壁5．耐力壁5．耐力壁5．耐力壁5．耐力壁5．耐力壁5．耐力壁

6．使用可能な鉄筋の最大径 (標準)6．使用可能な鉄筋の最大径 (標準)6．使用可能な鉄筋の最大径 (標準)6．使用可能な鉄筋の最大径 (標準)6．使用可能な鉄筋の最大径 (標準)6．使用可能な鉄筋の最大径 (標準)6．使用可能な鉄筋の最大径 (標準)

4．基礎4．基礎4．基礎4．基礎4．基礎4．基礎4．基礎

3．杭3．杭3．杭3．杭3．杭3．杭3．杭

壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度 180ﾟ180ﾟ180ﾟ180ﾟ180ﾟ180ﾟ180ﾟ 135ﾟ135ﾟ135ﾟ135ﾟ135ﾟ135ﾟ135ﾟ 90ﾟ90ﾟ90ﾟ90ﾟ90ﾟ90ﾟ90ﾟ
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*片持ちスラブ上端筋の先端*片持ちスラブ上端筋の先端*片持ちスラブ上端筋の先端*片持ちスラブ上端筋の先端*片持ちスラブ上端筋の先端*片持ちスラブ上端筋の先端*片持ちスラブ上端筋の先端

 折曲げ内法寸法Rは、D16以下は、3d以上、D19以上は4d以上 折曲げ内法寸法Rは、D16以下は、3d以上、D19以上は4d以上 折曲げ内法寸法Rは、D16以下は、3d以上、D19以上は4d以上 折曲げ内法寸法Rは、D16以下は、3d以上、D19以上は4d以上 折曲げ内法寸法Rは、D16以下は、3d以上、D19以上は4d以上 折曲げ内法寸法Rは、D16以下は、3d以上、D19以上は4d以上 折曲げ内法寸法Rは、D16以下は、3d以上、D19以上は4d以上

（１）鉄筋末端部の折曲げの形状（１）鉄筋末端部の折曲げの形状（１）鉄筋末端部の折曲げの形状（１）鉄筋末端部の折曲げの形状（１）鉄筋末端部の折曲げの形状（１）鉄筋末端部の折曲げの形状（１）鉄筋末端部の折曲げの形状

8d以上(*4d以上)8d以上(*4d以上)8d以上(*4d以上)8d以上(*4d以上)8d以上(*4d以上)8d以上(*4d以上)8d以上(*4d以上)

折まげ角度90°はスラブ筋・壁筋折まげ角度90°はスラブ筋・壁筋折まげ角度90°はスラブ筋・壁筋折まげ角度90°はスラブ筋・壁筋折まげ角度90°はスラブ筋・壁筋折まげ角度90°はスラブ筋・壁筋折まげ角度90°はスラブ筋・壁筋
の末端部またはスラブと同時にの末端部またはスラブと同時にの末端部またはスラブと同時にの末端部またはスラブと同時にの末端部またはスラブと同時にの末端部またはスラブと同時にの末端部またはスラブと同時に

（４）基礎接合部の補強（４）基礎接合部の補強（４）基礎接合部の補強（４）基礎接合部の補強（４）基礎接合部の補強（４）基礎接合部の補強（４）基礎接合部の補強

ハンチを付けた場合(a≧3)ハンチを付けた場合(a≧3)ハンチを付けた場合(a≧3)ハンチを付けた場合(a≧3)ハンチを付けた場合(a≧3)ハンチを付けた場合(a≧3)ハンチを付けた場合(a≧3)
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1．耐圧版鉄筋の継手位置は8-(1)床スラブを1．耐圧版鉄筋の継手位置は8-(1)床スラブを1．耐圧版鉄筋の継手位置は8-(1)床スラブを1．耐圧版鉄筋の継手位置は8-(1)床スラブを1．耐圧版鉄筋の継手位置は8-(1)床スラブを1．耐圧版鉄筋の継手位置は8-(1)床スラブを1．耐圧版鉄筋の継手位置は8-(1)床スラブを

3． 　の鉄筋はD13以上3． 　の鉄筋はD13以上3． 　の鉄筋はD13以上3． 　の鉄筋はD13以上3． 　の鉄筋はD13以上3． 　の鉄筋はD13以上3． 　の鉄筋はD13以上

1111111

2222222

d・・・異径棒鋼の呼び名に用いた数値d・・・異径棒鋼の呼び名に用いた数値d・・・異径棒鋼の呼び名に用いた数値d・・・異径棒鋼の呼び名に用いた数値d・・・異径棒鋼の呼び名に用いた数値d・・・異径棒鋼の呼び名に用いた数値d・・・異径棒鋼の呼び名に用いた数値 D・・・部材の成D・・・部材の成D・・・部材の成D・・・部材の成D・・・部材の成D・・・部材の成D・・・部材の成 R・・・直径R・・・直径R・・・直径R・・・直径R・・・直径R・・・直径R・・・直径 ＠・・・間隔＠・・・間隔＠・・・間隔＠・・・間隔＠・・・間隔＠・・・間隔＠・・・間隔

ho・・・部材間の内法高さho・・・部材間の内法高さho・・・部材間の内法高さho・・・部材間の内法高さho・・・部材間の内法高さho・・・部材間の内法高さho・・・部材間の内法高さＣＣＣＣＣＣＣr・・・半径r・・・半径r・・・半径r・・・半径r・・・半径r・・・半径r・・・半径 L・・・中心線L・・・中心線L・・・中心線L・・・中心線L・・・中心線L・・・中心線L・・・中心線

S.HOOP・・・補強帯筋S.HOOP・・・補強帯筋S.HOOP・・・補強帯筋S.HOOP・・・補強帯筋S.HOOP・・・補強帯筋S.HOOP・・・補強帯筋S.HOOP・・・補強帯筋 φ・・・直径φ・・・直径φ・・・直径φ・・・直径φ・・・直径φ・・・直径φ・・・直径ST・・・あばら筋ST・・・あばら筋ST・・・あばら筋ST・・・あばら筋ST・・・あばら筋ST・・・あばら筋ST・・・あばら筋 HOOP・・・帯筋HOOP・・・帯筋HOOP・・・帯筋HOOP・・・帯筋HOOP・・・帯筋HOOP・・・帯筋HOOP・・・帯筋

 o・・・部分間の内法距離 o・・・部分間の内法距離 o・・・部分間の内法距離 o・・・部分間の内法距離 o・・・部分間の内法距離 o・・・部分間の内法距離 o・・・部分間の内法距離

耐力壁と床・屋根スラブ耐力壁と床・屋根スラブ耐力壁と床・屋根スラブ耐力壁と床・屋根スラブ耐力壁と床・屋根スラブ耐力壁と床・屋根スラブ耐力壁と床・屋根スラブ

直交筋外側に直交筋外側に直交筋外側に直交筋外側に直交筋外側に直交筋外側に直交筋外側に
回し配筋回し配筋回し配筋回し配筋回し配筋回し配筋回し配筋

フックを直交筋にフックを直交筋にフックを直交筋にフックを直交筋にフックを直交筋にフックを直交筋にフックを直交筋に
かけ掛けかけ掛けかけ掛けかけ掛けかけ掛けかけ掛けかけ掛け

耐力壁の長さ耐力壁の長さ耐力壁の長さ耐力壁の長さ耐力壁の長さ耐力壁の長さ耐力壁の長さ

（２） 上・下階耐力壁の各種配置（２） 上・下階耐力壁の各種配置（２） 上・下階耐力壁の各種配置（２） 上・下階耐力壁の各種配置（２） 上・下階耐力壁の各種配置（２） 上・下階耐力壁の各種配置（２） 上・下階耐力壁の各種配置

壁横筋壁横筋壁横筋壁横筋壁横筋壁横筋壁横筋

床スラブ床スラブ床スラブ床スラブ床スラブ床スラブ床スラブ

上階耐力壁補強筋上階耐力壁補強筋上階耐力壁補強筋上階耐力壁補強筋上階耐力壁補強筋上階耐力壁補強筋上階耐力壁補強筋

延ばすと延ばすと延ばすと延ばすと延ばすと延ばすと延ばすと
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2-D16以上2-D16以上2-D16以上2-D16以上2-D16以上2-D16以上2-D16以上

屋根スラブ屋根スラブ屋根スラブ屋根スラブ屋根スラブ屋根スラブ屋根スラブ屋根スラブ交差部補強筋屋根スラブ交差部補強筋屋根スラブ交差部補強筋屋根スラブ交差部補強筋屋根スラブ交差部補強筋屋根スラブ交差部補強筋屋根スラブ交差部補強筋
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180以上180以上180以上180以上180以上180以上180以上

D13以上D13以上D13以上D13以上D13以上D13以上D13以上

180未満180未満180未満180未満180未満180未満180未満

D13以上D13以上D13以上D13以上D13以上D13以上D13以上

壁横筋壁横筋壁横筋壁横筋壁横筋壁横筋壁横筋
鉄筋端の180゜鉄筋端の180゜鉄筋端の180゜鉄筋端の180゜鉄筋端の180゜鉄筋端の180゜鉄筋端の180゜

鉄筋を90゜に鉄筋を90゜に鉄筋を90゜に鉄筋を90゜に鉄筋を90゜に鉄筋を90゜に鉄筋を90゜に
水平(鉛直)に曲げ水平(鉛直)に曲げ水平(鉛直)に曲げ水平(鉛直)に曲げ水平(鉛直)に曲げ水平(鉛直)に曲げ水平(鉛直)に曲げ
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壁単配筋壁単配筋壁単配筋壁単配筋壁単配筋壁単配筋壁単配筋

片側スラブ片側スラブ片側スラブ片側スラブ片側スラブ片側スラブ片側スラブ

壁単配筋壁単配筋壁単配筋壁単配筋壁単配筋壁単配筋壁単配筋

ロロロロロロロ 両側スラブ両側スラブ両側スラブ両側スラブ両側スラブ両側スラブ両側スラブ

下階壁複配筋下階壁複配筋下階壁複配筋下階壁複配筋下階壁複配筋下階壁複配筋下階壁複配筋

壁複配筋壁複配筋壁複配筋壁複配筋壁複配筋壁複配筋壁複配筋ロロロロロロロ

片側スラブとも片側スラブとも片側スラブとも片側スラブとも片側スラブとも片側スラブとも片側スラブとも

両側スラブ両側スラブ両側スラブ両側スラブ両側スラブ両側スラブ両側スラブ

両側スラブ両側スラブ両側スラブ両側スラブ両側スラブ両側スラブ両側スラブ

上階壁単配筋上階壁単配筋上階壁単配筋上階壁単配筋上階壁単配筋上階壁単配筋上階壁単配筋

壁梁主筋壁梁主筋壁梁主筋壁梁主筋壁梁主筋壁梁主筋壁梁主筋

下階下階下階下階下階下階下階
耐力壁補強筋耐力壁補強筋耐力壁補強筋耐力壁補強筋耐力壁補強筋耐力壁補強筋耐力壁補強筋

絞る絞る絞る絞る絞る絞る絞る

eeeeeee
e/D≦1/6e/D≦1/6e/D≦1/6e/D≦1/6e/D≦1/6e/D≦1/6e/D≦1/6

eeeeeee

（通し筋とする）（通し筋とする）（通し筋とする）（通し筋とする）（通し筋とする）（通し筋とする）（通し筋とする）

e/D＞1/6e/D＞1/6e/D＞1/6e/D＞1/6e/D＞1/6e/D＞1/6e/D＞1/6

壁梁主筋壁梁主筋壁梁主筋壁梁主筋壁梁主筋壁梁主筋壁梁主筋

DD DD DD DDD DD DD D

（１） 縦筋・曲げ補強筋・縦補強筋の定着（１） 縦筋・曲げ補強筋・縦補強筋の定着（１） 縦筋・曲げ補強筋・縦補強筋の定着（１） 縦筋・曲げ補強筋・縦補強筋の定着（１） 縦筋・曲げ補強筋・縦補強筋の定着（１） 縦筋・曲げ補強筋・縦補強筋の定着（１） 縦筋・曲げ補強筋・縦補強筋の定着

（３）べた基礎（３）べた基礎（３）べた基礎（３）べた基礎（３）べた基礎（３）べた基礎（３）べた基礎

D22D22D22D22D22D22D22 D16D16D16D16D16D16D16

部位部位部位部位部位部位部位

構造種別構造種別構造種別構造種別構造種別構造種別構造種別

壁式鉄筋壁式鉄筋壁式鉄筋壁式鉄筋壁式鉄筋壁式鉄筋壁式鉄筋
コンクリ－ト造コンクリ－ト造コンクリ－ト造コンクリ－ト造コンクリ－ト造コンクリ－ト造コンクリ－ト造

がりょうがりょうがりょうがりょうがりょうがりょうがりょう
壁　　梁壁　　梁壁　　梁壁　　梁壁　　梁壁　　梁壁　　梁

小　　梁小　　梁小　　梁小　　梁小　　梁小　　梁小　　梁
耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁

基礎梁基礎梁基礎梁基礎梁基礎梁基礎梁基礎梁
基　礎基　礎基　礎基　礎基　礎基　礎基　礎
布基礎布基礎布基礎布基礎布基礎布基礎布基礎

スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ 非耐力壁非耐力壁非耐力壁非耐力壁非耐力壁非耐力壁非耐力壁 塀塀塀塀塀塀塀

D16D16D16D16D16D16D16D25D25D25D25D25D25D25D22D22D22D22D22D22D22 D16D16D16D16D16D16D16

複配筋の場合複配筋の場合複配筋の場合複配筋の場合複配筋の場合複配筋の場合複配筋の場合

複配筋の場合複配筋の場合複配筋の場合複配筋の場合複配筋の場合複配筋の場合複配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合

単配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合

（４）耐力壁が交差する場合(平面)（４）耐力壁が交差する場合(平面)（４）耐力壁が交差する場合(平面)（４）耐力壁が交差する場合(平面)（４）耐力壁が交差する場合(平面)（４）耐力壁が交差する場合(平面)（４）耐力壁が交差する場合(平面)

端部曲げ補強筋１本の場合端部曲げ補強筋１本の場合端部曲げ補強筋１本の場合端部曲げ補強筋１本の場合端部曲げ補強筋１本の場合端部曲げ補強筋１本の場合端部曲げ補強筋１本の場合
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注）壁長1,500以下の横筋はHOOP状に加工すること。注）壁長1,500以下の横筋はHOOP状に加工すること。注）壁長1,500以下の横筋はHOOP状に加工すること。注）壁長1,500以下の横筋はHOOP状に加工すること。注）壁長1,500以下の横筋はHOOP状に加工すること。注）壁長1,500以下の横筋はHOOP状に加工すること。注）壁長1,500以下の横筋はHOOP状に加工すること。
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第1横筋第1横筋第1横筋第1横筋第1横筋第1横筋第1横筋
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曲げる曲げる曲げる曲げる曲げる曲げる曲げる

中心を超えてから中心を超えてから中心を超えてから中心を超えてから中心を超えてから中心を超えてから中心を超えてから
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第1縦筋第1縦筋第1縦筋第1縦筋第1縦筋第1縦筋第1縦筋

P/2P/2P/2P/2P/2P/2P/2

P/
2

P/
2

P/
2

P/
2

P/
2

P/
2

P/
2

PPPPPPP

PP PP PP P

PP PP PP P
PP PP PP P

ppppppp

曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋

ppppppp ppppppp ppppppp ppppppp

D13以上D13以上D13以上D13以上D13以上D13以上D13以上

曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋

縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋
D13以上D13以上D13以上D13以上D13以上D13以上D13以上

第1縦筋第1縦筋第1縦筋第1縦筋第1縦筋第1縦筋第1縦筋

幅止メ筋 D10 3本ごと幅止メ筋 D10 3本ごと幅止メ筋 D10 3本ごと幅止メ筋 D10 3本ごと幅止メ筋 D10 3本ごと幅止メ筋 D10 3本ごと幅止メ筋 D10 3本ごと
縦筋 D10以上縦筋 D10以上縦筋 D10以上縦筋 D10以上縦筋 D10以上縦筋 D10以上縦筋 D10以上

横筋 D10以上横筋 D10以上横筋 D10以上横筋 D10以上横筋 D10以上横筋 D10以上横筋 D10以上 縦筋 D10以上縦筋 D10以上縦筋 D10以上縦筋 D10以上縦筋 D10以上縦筋 D10以上縦筋 D10以上

横筋 D10以上横筋 D10以上横筋 D10以上横筋 D10以上横筋 D10以上横筋 D10以上横筋 D10以上

端部曲げ補強筋2本の場合端部曲げ補強筋2本の場合端部曲げ補強筋2本の場合端部曲げ補強筋2本の場合端部曲げ補強筋2本の場合端部曲げ補強筋2本の場合端部曲げ補強筋2本の場合

縦筋 D10以上縦筋 D10以上縦筋 D10以上縦筋 D10以上縦筋 D10以上縦筋 D10以上縦筋 D10以上

横筋 D10以上横筋 D10以上横筋 D10以上横筋 D10以上横筋 D10以上横筋 D10以上横筋 D10以上

単配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合 複配筋の場合複配筋の場合複配筋の場合複配筋の場合複配筋の場合複配筋の場合複配筋の場合

単配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合単配筋の場合

横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋

D13以上D13以上D13以上D13以上D13以上D13以上D13以上

縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋

1-D13以上1-D13以上1-D13以上1-D13以上1-D13以上1-D13以上1-D13以上
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縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋第1縦筋第1縦筋第1縦筋第1縦筋第1縦筋第1縦筋第1縦筋

曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋
2-D13以上2-D13以上2-D13以上2-D13以上2-D13以上2-D13以上2-D13以上 15dかつ15015dかつ15015dかつ15015dかつ15015dかつ15015dかつ15015dかつ150

縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋
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複配筋の場合複配筋の場合複配筋の場合複配筋の場合複配筋の場合複配筋の場合複配筋の場合

縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋縦補強筋

4-D13以上4-D13以上4-D13以上4-D13以上4-D13以上4-D13以上4-D13以上
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施工が施工が施工が施工が施工が施工が施工が
しやすいしやすいしやすいしやすいしやすいしやすいしやすい

壁梁縦筋壁梁縦筋壁梁縦筋壁梁縦筋壁梁縦筋壁梁縦筋壁梁縦筋

横筋(通し筋)横筋(通し筋)横筋(通し筋)横筋(通し筋)横筋(通し筋)横筋(通し筋)横筋(通し筋)

D13以上D13以上D13以上D13以上D13以上D13以上D13以上
曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋

第1縦筋 D10以上第1縦筋 D10以上第1縦筋 D10以上第1縦筋 D10以上第1縦筋 D10以上第1縦筋 D10以上第1縦筋 D10以上

調整区間P以上調整区間P以上調整区間P以上調整区間P以上調整区間P以上調整区間P以上調整区間P以上

（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

※修正箇所は下線を引くこと。※修正箇所は下線を引くこと。※修正箇所は下線を引くこと。※修正箇所は下線を引くこと。※修正箇所は下線を引くこと。※修正箇所は下線を引くこと。※修正箇所は下線を引くこと。

キャップ体にのみ用いる。キャップ体にのみ用いる。キャップ体にのみ用いる。キャップ体にのみ用いる。キャップ体にのみ用いる。キャップ体にのみ用いる。キャップ体にのみ用いる。

H≦500 *印筋は不要とする。H≦500 *印筋は不要とする。H≦500 *印筋は不要とする。H≦500 *印筋は不要とする。H≦500 *印筋は不要とする。H≦500 *印筋は不要とする。H≦500 *印筋は不要とする。

*印筋はD10-@200とする。*印筋はD10-@200とする。*印筋はD10-@200とする。*印筋はD10-@200とする。*印筋はD10-@200とする。*印筋はD10-@200とする。*印筋はD10-@200とする。

W1の三角壁厚さは、200以上W1の三角壁厚さは、200以上W1の三角壁厚さは、200以上W1の三角壁厚さは、200以上W1の三角壁厚さは、200以上W1の三角壁厚さは、200以上W1の三角壁厚さは、200以上

又は地中梁幅とし、又は地中梁幅とし、又は地中梁幅とし、又は地中梁幅とし、又は地中梁幅とし、又は地中梁幅とし、又は地中梁幅とし、
配筋は同厚の壁リストにならう。配筋は同厚の壁リストにならう。配筋は同厚の壁リストにならう。配筋は同厚の壁リストにならう。配筋は同厚の壁リストにならう。配筋は同厚の壁リストにならう。配筋は同厚の壁リストにならう。

4．埋戻し土のある場合は40を70とする。4．埋戻し土のある場合は40を70とする。4．埋戻し土のある場合は40を70とする。4．埋戻し土のある場合は40を70とする。4．埋戻し土のある場合は40を70とする。4．埋戻し土のある場合は40を70とする。4．埋戻し土のある場合は40を70とする。

2．   の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする。2．   の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする。2．   の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする。2．   の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする。2．   の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする。2．   の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする。2．   の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする。

参考とする。但し上筋と下筋を読みかえる。参考とする。但し上筋と下筋を読みかえる。参考とする。但し上筋と下筋を読みかえる。参考とする。但し上筋と下筋を読みかえる。参考とする。但し上筋と下筋を読みかえる。参考とする。但し上筋と下筋を読みかえる。参考とする。但し上筋と下筋を読みかえる。
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3
3-

D1
3

3-
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3
3-

D1
3

3-
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3
3-

D1
3

3-
D1

3

2222222LLLLLLL

22 22 22 2 LL LL LL L 22 22 22 2 LL LL LL L22 22 22 2 LL LL LL L

2222222LLLLLLL

22 22 22 2 LL LL LL L

22 22 22 2 LL LL LL L 22 22 22 2 LL LL LL L

22 22 22 2 LL LL LL L22 22 22 2 LL LL LL L

2222222LLLLLLL

2222222LLLLLLL
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L
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L
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L
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 o

r 
L
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 o

r 
L
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 o

r 
L
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 o

r 
L

LL LL LL L
11 11 11 1

LL LL LL L 1
1 11 11 1

LL LL LL L
11 11 11 1

LLLLLLL 1111111

LLLLLLL 1111111

2222222LLLLLLL

2222222LLLLLLL 2222222LLLLLLL

22 22 22 2 LL LL LL L

22 22 22 2 LL LL LL L 22 22 22 2 LL LL LL L

2222222LLLLLLL2222222LLLLLLL2222222LLLLLLL

22 22 22 2 LL LL LL L

LL LL LL L
11 11 11 1

LL LL LL L
11 11 11 1

LL LL LL L
11 11 11 1

LL LL LL L 1
1 11 11 1

定着長さ L定着長さ L定着長さ L定着長さ L定着長さ L定着長さ L定着長さ L

22 22 22 2 LL LL LL L LL LL LL L
33 33 33 3

（２）記号（２）記号（２）記号（２）記号（２）記号（２）記号（２）記号

打ち込むT形およびL形梁の打ち込むT形およびL形梁の打ち込むT形およびL形梁の打ち込むT形およびL形梁の打ち込むT形およびL形梁の打ち込むT形およびL形梁の打ち込むT形およびL形梁の

（３）耐力壁の縦・横筋の配置（３）耐力壁の縦・横筋の配置（３）耐力壁の縦・横筋の配置（３）耐力壁の縦・横筋の配置（３）耐力壁の縦・横筋の配置（３）耐力壁の縦・横筋の配置（３）耐力壁の縦・横筋の配置（２）杭基礎（２）杭基礎（２）杭基礎（２）杭基礎（２）杭基礎（２）杭基礎（２）杭基礎

PPPPPPP

PPPPPPP

PPPPPPP

200以下200以下200以下200以下200以下200以下200以下
P以下P以下P以下P以下P以下P以下P以下

P以下P以下P以下P以下P以下P以下P以下

200以下200以下200以下200以下200以下200以下200以下
〃〃〃〃〃〃〃
〃〃〃〃〃〃〃

20
d以

上
20

d以
上

20
d以

上
20

d以
上

20
d以

上
20

d以
上

20
d以

上

かぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さ

独立基礎杭独立基礎杭独立基礎杭独立基礎杭独立基礎杭独立基礎杭独立基礎杭

杭頭部補強筋範囲杭頭部補強筋範囲杭頭部補強筋範囲杭頭部補強筋範囲杭頭部補強筋範囲杭頭部補強筋範囲杭頭部補強筋範囲

PはSTRP間隔PはSTRP間隔PはSTRP間隔PはSTRP間隔PはSTRP間隔PはSTRP間隔PはSTRP間隔

かぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さ

3～4φ以上3～4φ以上3～4φ以上3～4φ以上3～4φ以上3～4φ以上3～4φ以上

20d(片側)20d(片側)20d(片側)20d(片側)20d(片側)20d(片側)20d(片側)

20
d以

上
20

d以
上

20
d以

上
20

d以
上

20
d以

上
20

d以
上

20
d以

上

φφφφφφφ

布基礎杭布基礎杭布基礎杭布基礎杭布基礎杭布基礎杭布基礎杭

横筋3段ごと横筋3段ごと横筋3段ごと横筋3段ごと横筋3段ごと横筋3段ごと横筋3段ごと

2222222LLLLLLL
2222222LLLLLLL

2222222LLLLLLL

ｃ 十形交差部の縦・横筋などの配置ｃ 十形交差部の縦・横筋などの配置ｃ 十形交差部の縦・横筋などの配置ｃ 十形交差部の縦・横筋などの配置ｃ 十形交差部の縦・横筋などの配置ｃ 十形交差部の縦・横筋などの配置ｃ 十形交差部の縦・横筋などの配置

ｂ Ｔ形交差部の縦・横筋の配置ｂ Ｔ形交差部の縦・横筋の配置ｂ Ｔ形交差部の縦・横筋の配置ｂ Ｔ形交差部の縦・横筋の配置ｂ Ｔ形交差部の縦・横筋の配置ｂ Ｔ形交差部の縦・横筋の配置ｂ Ｔ形交差部の縦・横筋の配置

ａ Ｌ形交差部の縦・横筋などの配置ａ Ｌ形交差部の縦・横筋などの配置ａ Ｌ形交差部の縦・横筋などの配置ａ Ｌ形交差部の縦・横筋などの配置ａ Ｌ形交差部の縦・横筋などの配置ａ Ｌ形交差部の縦・横筋などの配置ａ Ｌ形交差部の縦・横筋などの配置

十形交差部十形交差部十形交差部十形交差部十形交差部十形交差部十形交差部 Ｔ形交差部Ｔ形交差部Ｔ形交差部Ｔ形交差部Ｔ形交差部Ｔ形交差部Ｔ形交差部

PPPPPPP

P以下P以下P以下P以下P以下P以下P以下
ベース筋ベース筋ベース筋ベース筋ベース筋ベース筋ベース筋

第１ベース筋第１ベース筋第１ベース筋第１ベース筋第１ベース筋第１ベース筋第１ベース筋

（直交布基礎の縁に配置する。）（直交布基礎の縁に配置する。）（直交布基礎の縁に配置する。）（直交布基礎の縁に配置する。）（直交布基礎の縁に配置する。）（直交布基礎の縁に配置する。）（直交布基礎の縁に配置する。）

布基礎交差部の配筋（平面）布基礎交差部の配筋（平面）布基礎交差部の配筋（平面）布基礎交差部の配筋（平面）布基礎交差部の配筋（平面）布基礎交差部の配筋（平面）布基礎交差部の配筋（平面）

PPPPPPPＬ形交差部Ｌ形交差部Ｌ形交差部Ｌ形交差部Ｌ形交差部Ｌ形交差部Ｌ形交差部 PPPPPPP PPPPPPP

P：ベース筋の設計間隔P：ベース筋の設計間隔P：ベース筋の設計間隔P：ベース筋の設計間隔P：ベース筋の設計間隔P：ベース筋の設計間隔P：ベース筋の設計間隔

配力筋（交差部まで延ばす）配力筋（交差部まで延ばす）配力筋（交差部まで延ばす）配力筋（交差部まで延ばす）配力筋（交差部まで延ばす）配力筋（交差部まで延ばす）配力筋（交差部まで延ばす）

交差部ベース筋交差部ベース筋交差部ベース筋交差部ベース筋交差部ベース筋交差部ベース筋交差部ベース筋

下端主筋下端主筋下端主筋下端主筋下端主筋下端主筋下端主筋

基礎梁基礎梁基礎梁基礎梁基礎梁基礎梁基礎梁

原則として基礎梁下端主筋・ベ－ス筋・　原則として基礎梁下端主筋・ベ－ス筋・　原則として基礎梁下端主筋・ベ－ス筋・　原則として基礎梁下端主筋・ベ－ス筋・　原則として基礎梁下端主筋・ベ－ス筋・　原則として基礎梁下端主筋・ベ－ス筋・　原則として基礎梁下端主筋・ベ－ス筋・　
8.(３)の上・下筋8.(３)の上・下筋8.(３)の上・下筋8.(３)の上・下筋8.(３)の上・下筋8.(３)の上・下筋8.(３)の上・下筋

PPPPPPP

PPPPPPP

1111111P以下P以下P以下P以下P以下P以下P以下

2222222

2222222L 以上L 以上L 以上L 以上L 以上L 以上L 以上

また、特殊な場合にははかま筋を配置する。また、特殊な場合にははかま筋を配置する。また、特殊な場合にははかま筋を配置する。また、特殊な場合にははかま筋を配置する。また、特殊な場合にははかま筋を配置する。また、特殊な場合にははかま筋を配置する。また、特殊な場合にははかま筋を配置する。

配力筋の間隔は300mm程度とする。配力筋の間隔は300mm程度とする。配力筋の間隔は300mm程度とする。配力筋の間隔は300mm程度とする。配力筋の間隔は300mm程度とする。配力筋の間隔は300mm程度とする。配力筋の間隔は300mm程度とする。

を読み替える。を読み替える。を読み替える。を読み替える。を読み替える。を読み替える。を読み替える。

L 以
上

L 以
上

L 以
上

L 以
上

L 以
上

L 以
上

L 以
上

L 以上L 以上L 以上L 以上L 以上L 以上L 以上
配力筋・布及び交差部ベ－ス筋を配置する。配力筋・布及び交差部ベ－ス筋を配置する。配力筋・布及び交差部ベ－ス筋を配置する。配力筋・布及び交差部ベ－ス筋を配置する。配力筋・布及び交差部ベ－ス筋を配置する。配力筋・布及び交差部ベ－ス筋を配置する。配力筋・布及び交差部ベ－ス筋を配置する。

ベ－ス筋の間隔は原則として200mm以下としベ－ス筋の間隔は原則として200mm以下としベ－ス筋の間隔は原則として200mm以下としベ－ス筋の間隔は原則として200mm以下としベ－ス筋の間隔は原則として200mm以下としベ－ス筋の間隔は原則として200mm以下としベ－ス筋の間隔は原則として200mm以下とし

基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋

150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上 150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上

GLGLGLGLGLGLGL （D13以上）（D13以上）（D13以上）（D13以上）（D13以上）（D13以上）（D13以上）

幅止め筋 D10幅止め筋 D10幅止め筋 D10幅止め筋 D10幅止め筋 D10幅止め筋 D10幅止め筋 D10

捨コンクリ－ト捨コンクリ－ト捨コンクリ－ト捨コンクリ－ト捨コンクリ－ト捨コンクリ－ト捨コンクリ－ト

床スラブ床スラブ床スラブ床スラブ床スラブ床スラブ床スラブ

壁縦筋壁縦筋壁縦筋壁縦筋壁縦筋壁縦筋壁縦筋

折曲げ不可折曲げ不可折曲げ不可折曲げ不可折曲げ不可折曲げ不可折曲げ不可

曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋

フ－チング主筋フ－チング主筋フ－チング主筋フ－チング主筋フ－チング主筋フ－チング主筋フ－チング主筋

壁開口壁開口壁開口壁開口壁開口壁開口壁開口

打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面

打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面打継ぎ面

フ－チングフ－チングフ－チングフ－チングフ－チングフ－チングフ－チング

布基礎２回打ち(フ－チングと立上りを分ける)場合布基礎２回打ち(フ－チングと立上りを分ける)場合布基礎２回打ち(フ－チングと立上りを分ける)場合布基礎２回打ち(フ－チングと立上りを分ける)場合布基礎２回打ち(フ－チングと立上りを分ける)場合布基礎２回打ち(フ－チングと立上りを分ける)場合布基礎２回打ち(フ－チングと立上りを分ける)場合

LL LL LL L2
2 22 22 2

敷込み砂利（砕石）敷込み砂利（砕石）敷込み砂利（砕石）敷込み砂利（砕石）敷込み砂利（砕石）敷込み砂利（砕石）敷込み砂利（砕石）

22 22 22 2 LL LL LL L

（１）PRC杭、又はPHCの全てに補強を行う（１）PRC杭、又はPHCの全てに補強を行う（１）PRC杭、又はPHCの全てに補強を行う（１）PRC杭、又はPHCの全てに補強を行う（１）PRC杭、又はPHCの全てに補強を行う（１）PRC杭、又はPHCの全てに補強を行う（１）PRC杭、又はPHCの全てに補強を行う

所定の位置に止まった場合所定の位置に止まった場合所定の位置に止まった場合所定の位置に止まった場合所定の位置に止まった場合所定の位置に止まった場合所定の位置に止まった場合 所定より低く止まった場合所定より低く止まった場合所定より低く止まった場合所定より低く止まった場合所定より低く止まった場合所定より低く止まった場合所定より低く止まった場合

杭　径杭　径杭　径杭　径杭　径杭　径杭　径

補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋

300φ・350φ300φ・350φ300φ・350φ300φ・350φ300φ・350φ300φ・350φ300φ・350φ 400φ400φ400φ400φ400φ400φ400φ

8-D138-D138-D138-D138-D138-D138-D136-D136-D136-D136-D136-D136-D136-D13

HOOPHOOPHOOPHOOPHOOPHOOPHOOP

補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋

基礎下端基礎下端基礎下端基礎下端基礎下端基礎下端基礎下端

コンクリート止め板コンクリート止め板コンクリート止め板コンクリート止め板コンクリート止め板コンクリート止め板コンクリート止め板

φφ φφ φφ φ

50
以

上
50

以
上

50
以

上
50

以
上

50
以

上
50

以
上

50
以

上

φφφφφφφ

HOOP @150HOOP @150HOOP @150HOOP @150HOOP @150HOOP @150HOOP @150

LL LL LL L

 ＞φの場合は工事監理者の指示による。 ＞φの場合は工事監理者の指示による。 ＞φの場合は工事監理者の指示による。 ＞φの場合は工事監理者の指示による。 ＞φの場合は工事監理者の指示による。 ＞φの場合は工事監理者の指示による。 ＞φの場合は工事監理者の指示による。
設計上考慮されている場合に限る。)設計上考慮されている場合に限る。)設計上考慮されている場合に限る。)設計上考慮されている場合に限る。)設計上考慮されている場合に限る。)設計上考慮されている場合に限る。)設計上考慮されている場合に限る。)

但し  ≦φの場合 (下げ止まりの影響をあらかじめ但し  ≦φの場合 (下げ止まりの影響をあらかじめ但し  ≦φの場合 (下げ止まりの影響をあらかじめ但し  ≦φの場合 (下げ止まりの影響をあらかじめ但し  ≦φの場合 (下げ止まりの影響をあらかじめ但し  ≦φの場合 (下げ止まりの影響をあらかじめ但し  ≦φの場合 (下げ止まりの影響をあらかじめ

基礎下端基礎下端基礎下端基礎下端基礎下端基礎下端基礎下端

3-D163-D163-D163-D163-D163-D163-D16

コンクリート止め板コンクリート止め板コンクリート止め板コンクリート止め板コンクリート止め板コンクリート止め板コンクリート止め板

150150150150150150150
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1.
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1.
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φφφφφφφ

45ﾟ45ﾟ45ﾟ45ﾟ45ﾟ45ﾟ45ﾟ

LL LL LL L 22 22
22 2

HOOP @150HOOP @150HOOP @150HOOP @150HOOP @150HOOP @150HOOP @150

10-D1610-D1610-D1610-D1610-D1610-D1610-D16

500φ500φ500φ500φ500φ500φ500φ

10-D1310-D1310-D1310-D1310-D1310-D1310-D13

450φ450φ450φ450φ450φ450φ450φ

8-D168-D168-D168-D168-D168-D168-D16

600φ600φ600φ600φ600φ600φ600φ

D10-@150D10-@150D10-@150D10-@150D10-@150D10-@150D10-@150

（地震力等の水平力を考慮して、別途検討すること。）（地震力等の水平力を考慮して、別途検討すること。）（地震力等の水平力を考慮して、別途検討すること。）（地震力等の水平力を考慮して、別途検討すること。）（地震力等の水平力を考慮して、別途検討すること。）（地震力等の水平力を考慮して、別途検討すること。）（地震力等の水平力を考慮して、別途検討すること。）

b．あばら筋、帯筋b．あばら筋、帯筋b．あばら筋、帯筋b．あばら筋、帯筋b．あばら筋、帯筋b．あばら筋、帯筋b．あばら筋、帯筋

a．壁長が１ｍ以下の壁横筋の末端a．壁長が１ｍ以下の壁横筋の末端a．壁長が１ｍ以下の壁横筋の末端a．壁長が１ｍ以下の壁横筋の末端a．壁長が１ｍ以下の壁横筋の末端a．壁長が１ｍ以下の壁横筋の末端a．壁長が１ｍ以下の壁横筋の末端

c．煙突の鉄筋c．煙突の鉄筋c．煙突の鉄筋c．煙突の鉄筋c．煙突の鉄筋c．煙突の鉄筋c．煙突の鉄筋

d．柱、梁(基礎梁は除く)の出すみ部分の鉄筋(右図参照)d．柱、梁(基礎梁は除く)の出すみ部分の鉄筋(右図参照)d．柱、梁(基礎梁は除く)の出すみ部分の鉄筋(右図参照)d．柱、梁(基礎梁は除く)の出すみ部分の鉄筋(右図参照)d．柱、梁(基礎梁は除く)の出すみ部分の鉄筋(右図参照)d．柱、梁(基礎梁は除く)の出すみ部分の鉄筋(右図参照)d．柱、梁(基礎梁は除く)の出すみ部分の鉄筋(右図参照)

e．単純梁の下端筋e．単純梁の下端筋e．単純梁の下端筋e．単純梁の下端筋e．単純梁の下端筋e．単純梁の下端筋e．単純梁の下端筋

f．その他、本配筋標準に記載する箇所f．その他、本配筋標準に記載する箇所f．その他、本配筋標準に記載する箇所f．その他、本配筋標準に記載する箇所f．その他、本配筋標準に記載する箇所f．その他、本配筋標準に記載する箇所f．その他、本配筋標準に記載する箇所

末端にはフックが必要末端にはフックが必要末端にはフックが必要末端にはフックが必要末端にはフックが必要末端にはフックが必要末端にはフックが必要
印の鉄筋の重ね継手の印の鉄筋の重ね継手の印の鉄筋の重ね継手の印の鉄筋の重ね継手の印の鉄筋の重ね継手の印の鉄筋の重ね継手の印の鉄筋の重ね継手の

(a～fに示す鉄筋の末端部にはフックをつける。)(a～fに示す鉄筋の末端部にはフックをつける。)(a～fに示す鉄筋の末端部にはフックをつける。)(a～fに示す鉄筋の末端部にはフックをつける。)(a～fに示す鉄筋の末端部にはフックをつける。)(a～fに示す鉄筋の末端部にはフックをつける。)(a～fに示す鉄筋の末端部にはフックをつける。)（７）鉄筋のフック（７）鉄筋のフック（７）鉄筋のフック（７）鉄筋のフック（７）鉄筋のフック（７）鉄筋のフック（７）鉄筋のフック

はりはりはりはりはりはりはり

間隔間隔間隔間隔間隔間隔間隔

dododododododo あきあきあきあきあきあきあき dododododododo

a．異径鉄筋では呼び名に用いた数値の1.5d以上a．異径鉄筋では呼び名に用いた数値の1.5d以上a．異径鉄筋では呼び名に用いた数値の1.5d以上a．異径鉄筋では呼び名に用いた数値の1.5d以上a．異径鉄筋では呼び名に用いた数値の1.5d以上a．異径鉄筋では呼び名に用いた数値の1.5d以上a．異径鉄筋では呼び名に用いた数値の1.5d以上

b．粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25mm以上b．粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25mm以上b．粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25mm以上b．粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25mm以上b．粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25mm以上b．粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25mm以上b．粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25mm以上

異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋

（６）鉄筋のあき（６）鉄筋のあき（６）鉄筋のあき（６）鉄筋のあき（６）鉄筋のあき（６）鉄筋のあき（６）鉄筋のあき

〔注〕＊　 耐久性上有効な仕上げのない場合、屋内・屋外にかかわらず10mm増しとする。〔注〕＊　 耐久性上有効な仕上げのない場合、屋内・屋外にかかわらず10mm増しとする。〔注〕＊　 耐久性上有効な仕上げのない場合、屋内・屋外にかかわらず10mm増しとする。〔注〕＊　 耐久性上有効な仕上げのない場合、屋内・屋外にかかわらず10mm増しとする。〔注〕＊　 耐久性上有効な仕上げのない場合、屋内・屋外にかかわらず10mm増しとする。〔注〕＊　 耐久性上有効な仕上げのない場合、屋内・屋外にかかわらず10mm増しとする。〔注〕＊　 耐久性上有効な仕上げのない場合、屋内・屋外にかかわらず10mm増しとする。
 また、軽量コンクリ－トの場合は、10mm増しの値とする。 また、軽量コンクリ－トの場合は、10mm増しの値とする。 また、軽量コンクリ－トの場合は、10mm増しの値とする。 また、軽量コンクリ－トの場合は、10mm増しの値とする。 また、軽量コンクリ－トの場合は、10mm増しの値とする。 また、軽量コンクリ－トの場合は、10mm増しの値とする。 また、軽量コンクリ－トの場合は、10mm増しの値とする。

＊＊ 片持ちスラブ先端は、最小かぶり30mmとする。［8-(1)の　 参照］＊＊ 片持ちスラブ先端は、最小かぶり30mmとする。［8-(1)の　 参照］＊＊ 片持ちスラブ先端は、最小かぶり30mmとする。［8-(1)の　 参照］＊＊ 片持ちスラブ先端は、最小かぶり30mmとする。［8-(1)の　 参照］＊＊ 片持ちスラブ先端は、最小かぶり30mmとする。［8-(1)の　 参照］＊＊ 片持ちスラブ先端は、最小かぶり30mmとする。［8-(1)の　 参照］＊＊ 片持ちスラブ先端は、最小かぶり30mmとする。［8-(1)の　 参照］aaaaaaa

（単位：mm）（単位：mm）（単位：mm）（単位：mm）（単位：mm）（単位：mm）（単位：mm）

構 造 部 分構 造 部 分構 造 部 分構 造 部 分構 造 部 分構 造 部 分構 造 部 分

屋根スラブ・床スラブ・片持ちスラブ　　・非耐力壁屋根スラブ・床スラブ・片持ちスラブ　　・非耐力壁屋根スラブ・床スラブ・片持ちスラブ　　・非耐力壁屋根スラブ・床スラブ・片持ちスラブ　　・非耐力壁屋根スラブ・床スラブ・片持ちスラブ　　・非耐力壁屋根スラブ・床スラブ・片持ちスラブ　　・非耐力壁屋根スラブ・床スラブ・片持ちスラブ　　・非耐力壁＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

耐力壁・壁梁・小梁・片持ち梁耐力壁・壁梁・小梁・片持ち梁耐力壁・壁梁・小梁・片持ち梁耐力壁・壁梁・小梁・片持ち梁耐力壁・壁梁・小梁・片持ち梁耐力壁・壁梁・小梁・片持ち梁耐力壁・壁梁・小梁・片持ち梁

基礎つなぎ梁基礎つなぎ梁基礎つなぎ梁基礎つなぎ梁基礎つなぎ梁基礎つなぎ梁基礎つなぎ梁

土に接する耐力壁・床スラブ・布基礎の立上り部分土に接する耐力壁・床スラブ・布基礎の立上り部分土に接する耐力壁・床スラブ・布基礎の立上り部分土に接する耐力壁・床スラブ・布基礎の立上り部分土に接する耐力壁・床スラブ・布基礎の立上り部分土に接する耐力壁・床スラブ・布基礎の立上り部分土に接する耐力壁・床スラブ・布基礎の立上り部分

基礎（捨コンクリ－ト部分は除く）基礎（捨コンクリ－ト部分は除く）基礎（捨コンクリ－ト部分は除く）基礎（捨コンクリ－ト部分は除く）基礎（捨コンクリ－ト部分は除く）基礎（捨コンクリ－ト部分は除く）基礎（捨コンクリ－ト部分は除く）

（５）鉄筋のかぶり厚さ（５）鉄筋のかぶり厚さ（５）鉄筋のかぶり厚さ（５）鉄筋のかぶり厚さ（５）鉄筋のかぶり厚さ（５）鉄筋のかぶり厚さ（５）鉄筋のかぶり厚さ

最小かぶり厚さ(mm)最小かぶり厚さ(mm)最小かぶり厚さ(mm)最小かぶり厚さ(mm)最小かぶり厚さ(mm)最小かぶり厚さ(mm)最小かぶり厚さ(mm)

30303030303030

40404040404040

60606060606060

20202020202020
＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊
設計かぶり厚さ(mm)設計かぶり厚さ(mm)設計かぶり厚さ(mm)設計かぶり厚さ(mm)設計かぶり厚さ(mm)設計かぶり厚さ(mm)設計かぶり厚さ(mm)

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊30303030303030

40404040404040

50505050505050

70707070707070

圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手

ａ≧400ａ≧400ａ≧400ａ≧400ａ≧400ａ≧400ａ≧400 1.5L 以上1.5L 以上1.5L 以上1.5L 以上1.5L 以上1.5L 以上1.5L 以上1111111

重ね継手（下図のいずれかとする。）重ね継手（下図のいずれかとする。）重ね継手（下図のいずれかとする。）重ね継手（下図のいずれかとする。）重ね継手（下図のいずれかとする。）重ね継手（下図のいずれかとする。）重ね継手（下図のいずれかとする。）

LLLLLLL 1111111LLLLLLL 1111111

約0.5L約0.5L約0.5L約0.5L約0.5L約0.5L約0.5L1111111

ガス圧接形状ガス圧接形状ガス圧接形状ガス圧接形状ガス圧接形状ガス圧接形状ガス圧接形状

ddddddd

圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面

1.1d以上1.1d以上1.1d以上1.1d以上1.1d以上1.1d以上1.1d以上

1.4d以上1.4d以上1.4d以上1.4d以上1.4d以上1.4d以上1.4d以上 ddddddd

圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面

ddddddd

2mm以下2mm以下2mm以下2mm以下2mm以下2mm以下2mm以下

d/4以下d/4以下d/4以下d/4以下d/4以下d/4以下d/4以下

ddddddd

圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面

d/5以下d/5以下d/5以下d/5以下d/5以下d/5以下d/5以下

継　手継　手継　手継　手継　手継　手継　手

1. 末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない。1. 末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない。1. 末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない。1. 末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない。1. 末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない。1. 末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない。1. 末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない。

2. 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。2. 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。2. 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。2. 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。2. 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。2. 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。2. 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。

3. 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする。3. 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする。3. 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする。3. 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする。3. 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする。3. 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする。3. 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする。

所による呼称所による呼称所による呼称所による呼称所による呼称所による呼称所による呼称
図図図図図図図 鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類 鉄筋の径による区分鉄筋の径による区分鉄筋の径による区分鉄筋の径による区分鉄筋の径による区分鉄筋の径による区分鉄筋の径による区分

鉄筋の折曲げ鉄筋の折曲げ鉄筋の折曲げ鉄筋の折曲げ鉄筋の折曲げ鉄筋の折曲げ鉄筋の折曲げ
内法寸法 (R)内法寸法 (R)内法寸法 (R)内法寸法 (R)内法寸法 (R)内法寸法 (R)内法寸法 (R)

鉄筋の使用箇鉄筋の使用箇鉄筋の使用箇鉄筋の使用箇鉄筋の使用箇鉄筋の使用箇鉄筋の使用箇

スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋

上記以外の鉄筋上記以外の鉄筋上記以外の鉄筋上記以外の鉄筋上記以外の鉄筋上記以外の鉄筋上記以外の鉄筋

帯　　筋帯　　筋帯　　筋帯　　筋帯　　筋帯　　筋帯　　筋

RRRRRRR

dd dd dd d

RRRRRRR

dd dd dd d

D19～D25D19～D25D19～D25D19～D25D19～D25D19～D25D19～D25

D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下

D19～D25D19～D25D19～D25D19～D25D19～D25D19～D25D19～D25

D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下 3d以上3d以上3d以上3d以上3d以上3d以上3d以上

4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上4d以上

6d以上6d以上6d以上6d以上6d以上6d以上6d以上

あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋

（２）鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度90゜以下（２）鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度90゜以下（２）鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度90゜以下（２）鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度90゜以下（２）鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度90゜以下（２）鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度90゜以下（２）鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度90゜以下

（１）布基礎（１）布基礎（１）布基礎（１）布基礎（１）布基礎（１）布基礎（１）布基礎

22 22 22 2

 鉄筋は、SD295、SD345を使用する。 鉄筋は、SD295、SD345を使用する。 鉄筋は、SD295、SD345を使用する。 鉄筋は、SD295、SD345を使用する。 鉄筋は、SD295、SD345を使用する。 鉄筋は、SD295、SD345を使用する。 鉄筋は、SD295、SD345を使用する。

SD295、SD345SD295、SD345SD295、SD345SD295、SD345SD295、SD345SD295、SD345SD295、SD345

SD295、SD345SD295、SD345SD295、SD345SD295、SD345SD295、SD345SD295、SD345SD295、SD345

SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

35ｄまたは25dフックつき35ｄまたは25dフックつき35ｄまたは25dフックつき35ｄまたは25dフックつき35ｄまたは25dフックつき35ｄまたは25dフックつき35ｄまたは25dフックつき

40ｄまたは30dフックつき40ｄまたは30dフックつき40ｄまたは30dフックつき40ｄまたは30dフックつき40ｄまたは30dフックつき40ｄまたは30dフックつき40ｄまたは30dフックつき

45ｄまたは30dフックつき45ｄまたは30dフックつき45ｄまたは30dフックつき45ｄまたは30dフックつき45ｄまたは30dフックつき45ｄまたは30dフックつき45ｄまたは30dフックつき

50ｄまたは35dフックつき50ｄまたは35dフックつき50ｄまたは35dフックつき50ｄまたは35dフックつき50ｄまたは35dフックつき50ｄまたは35dフックつき50ｄまたは35dフックつき45ｄまたは35dフックつき45ｄまたは35dフックつき45ｄまたは35dフックつき45ｄまたは35dフックつき45ｄまたは35dフックつき45ｄまたは35dフックつき45ｄまたは35dフックつき

40ｄまたは30dフックつき40ｄまたは30dフックつき40ｄまたは30dフックつき40ｄまたは30dフックつき40ｄまたは30dフックつき40ｄまたは30dフックつき40ｄまたは30dフックつき

35ｄまたは25dフックつき35ｄまたは25dフックつき35ｄまたは25dフックつき35ｄまたは25dフックつき35ｄまたは25dフックつき35ｄまたは25dフックつき35ｄまたは25dフックつき

35ｄまたは25dフックつき35ｄまたは25dフックつき35ｄまたは25dフックつき35ｄまたは25dフックつき35ｄまたは25dフックつき35ｄまたは25dフックつき35ｄまたは25dフックつき

設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度

Fc ( N/mm )Fc ( N/mm )Fc ( N/mm )Fc ( N/mm )Fc ( N/mm )Fc ( N/mm )Fc ( N/mm )

21212121212121

24～2724～2724～2724～2724～2724～2724～27

30～3630～3630～3630～3630～3630～3630～36

18181818181818

コンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの

2222222

重ね継手の長さ ( L  )重ね継手の長さ ( L  )重ね継手の長さ ( L  )重ね継手の長さ ( L  )重ね継手の長さ ( L  )重ね継手の長さ ( L  )重ね継手の長さ ( L  )1111111

（４）鉄筋の重ね継手長さ（４）鉄筋の重ね継手長さ（４）鉄筋の重ね継手長さ（４）鉄筋の重ね継手長さ（４）鉄筋の重ね継手長さ（４）鉄筋の重ね継手長さ（４）鉄筋の重ね継手長さ

（３）鉄筋の定着長さ（３）鉄筋の定着長さ（３）鉄筋の定着長さ（３）鉄筋の定着長さ（３）鉄筋の定着長さ（３）鉄筋の定着長さ（３）鉄筋の定着長さ

1．末端のフックは、定着の長さに含まない1．末端のフックは、定着の長さに含まない1．末端のフックは、定着の長さに含まない1．末端のフックは、定着の長さに含まない1．末端のフックは、定着の長さに含まない1．末端のフックは、定着の長さに含まない1．末端のフックは、定着の長さに含まない

定　着定　着定　着定　着定　着定　着定　着

21212121212121

18181818181818

30～3630～3630～3630～3630～3630～3630～36

24242424242424

27272727272727

一般 ( L  )一般 ( L  )一般 ( L  )一般 ( L  )一般 ( L  )一般 ( L  )一般 ( L  )2222222

小　梁小　梁小　梁小　梁小　梁小　梁小　梁 スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ

SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

10ｄかつ10ｄかつ10ｄかつ10ｄかつ10ｄかつ10ｄかつ10ｄかつ
150mm以上150mm以上150mm以上150mm以上150mm以上150mm以上150mm以上10ｄフックつき10ｄフックつき10ｄフックつき10ｄフックつき10ｄフックつき10ｄフックつき10ｄフックつき

20ｄまたは20ｄまたは20ｄまたは20ｄまたは20ｄまたは20ｄまたは20ｄまたは

下端筋 ( L  )下端筋 ( L  )下端筋 ( L  )下端筋 ( L  )下端筋 ( L  )下端筋 ( L  )下端筋 ( L  )3333333

SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

40ｄまたは40ｄまたは40ｄまたは40ｄまたは40ｄまたは40ｄまたは40ｄまたは

20ｄフックつき20ｄフックつき20ｄフックつき20ｄフックつき20ｄフックつき20ｄフックつき20ｄフックつき

20ｄフックつき20ｄフックつき20ｄフックつき20ｄフックつき20ｄフックつき20ｄフックつき20ｄフックつき
35ｄまたは35ｄまたは35ｄまたは35ｄまたは35ｄまたは35ｄまたは35ｄまたは

35ｄまたは35ｄまたは35ｄまたは35ｄまたは35ｄまたは35ｄまたは35ｄまたは

40ｄまたは40ｄまたは40ｄまたは40ｄまたは40ｄまたは40ｄまたは40ｄまたは
20ｄフックつき20ｄフックつき20ｄフックつき20ｄフックつき20ｄフックつき20ｄフックつき20ｄフックつき

40ｄまたは40ｄまたは40ｄまたは40ｄまたは40ｄまたは40ｄまたは40ｄまたは
20ｄフックつき20ｄフックつき20ｄフックつき20ｄフックつき20ｄフックつき20ｄフックつき20ｄフックつき

20ｄフックつき20ｄフックつき20ｄフックつき20ｄフックつき20ｄフックつき20ｄフックつき20ｄフックつき

35ｄまたは35ｄまたは35ｄまたは35ｄまたは35ｄまたは35ｄまたは35ｄまたは

20ｄフックつき20ｄフックつき20ｄフックつき20ｄフックつき20ｄフックつき20ｄフックつき20ｄフックつき

20ｄフックつき20ｄフックつき20ｄフックつき20ｄフックつき20ｄフックつき20ｄフックつき20ｄフックつき

30ｄまたは30ｄまたは30ｄまたは30ｄまたは30ｄまたは30ｄまたは30ｄまたは

30ｄまたは30ｄまたは30ｄまたは30ｄまたは30ｄまたは30ｄまたは30ｄまたは

35ｄまたは35ｄまたは35ｄまたは35ｄまたは35ｄまたは35ｄまたは35ｄまたは
15ｄフックつき15ｄフックつき15ｄフックつき15ｄフックつき15ｄフックつき15ｄフックつき15ｄフックつき

15ｄフックつき15ｄフックつき15ｄフックつき15ｄフックつき15ｄフックつき15ｄフックつき15ｄフックつき

15ｄフックつき15ｄフックつき15ｄフックつき15ｄフックつき15ｄフックつき15ｄフックつき15ｄフックつき

40ｄまたは40ｄまたは40ｄまたは40ｄまたは40ｄまたは40ｄまたは40ｄまたは

定着の長さ定着の長さ定着の長さ定着の長さ定着の長さ定着の長さ定着の長さ

設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度

コンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの

2222222
Fc ( N/mm )Fc ( N/mm )Fc ( N/mm )Fc ( N/mm )Fc ( N/mm )Fc ( N/mm )Fc ( N/mm )

SD295SD295SD295SD295SD295SD295SD295 SD295SD295SD295SD295SD295SD295SD295 SD295SD295SD295SD295SD295SD295SD295

SD295SD295SD295SD295SD295SD295SD295

所 在 地所 在 地所 在 地所 在 地所 在 地所 在 地所 在 地

資格者氏名資格者氏名資格者氏名資格者氏名資格者氏名資格者氏名資格者氏名

登 録 番 号登 録 番 号登 録 番 号登 録 番 号登 録 番 号登 録 番 号登 録 番 号

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称

工事場所工事場所工事場所工事場所工事場所工事場所工事場所

管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士 設 計設 計設 計設 計設 計設 計設 計 製 図製 図製 図製 図製 図製 図製 図

工事年度工事年度工事年度工事年度工事年度工事年度工事年度

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称

図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号

縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺

名 称名 称名 称名 称名 称名 称名 称

検 印検 印検 印検 印検 印検 印検 印

設

計

者

設

計

者

設

計

者

設

計

者

設

計

者

設

計

者

設

計

者

発注機関発注機関発注機関発注機関発注機関発注機関発注機関

摘　　要摘　　要摘　　要摘　　要摘　　要摘　　要摘　　要

有限会社　結　設　計有限会社　結　設　計有限会社　結　設　計有限会社　結　設　計有限会社　結　設　計有限会社　結　設　計有限会社　結　設　計

又吉　大輔　第369342号又吉　大輔　第369342号又吉　大輔　第369342号又吉　大輔　第369342号又吉　大輔　第369342号又吉　大輔　第369342号又吉　大輔　第369342号

第123-3734号第123-3734号第123-3734号第123-3734号第123-3734号第123-3734号第123-3734号

名護市宮里三丁目29番15号名護市宮里三丁目29番15号名護市宮里三丁目29番15号名護市宮里三丁目29番15号名護市宮里三丁目29番15号名護市宮里三丁目29番15号名護市宮里三丁目29番15号

沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2

東村役場　農林水産課東村役場　農林水産課東村役場　農林水産課東村役場　農林水産課東村役場　農林水産課東村役場　農林水産課東村役場　農林水産課

Ｓ－００３Ｓ－００３Ｓ－００３Ｓ－００３Ｓ－００３Ｓ－００３Ｓ－００３

A1＝1：non　A3＝1：nonA1＝1：non　A3＝1：nonA1＝1：non　A3＝1：nonA1＝1：non　A3＝1：nonA1＝1：non　A3＝1：nonA1＝1：non　A3＝1：nonA1＝1：non　A3＝1：non

壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)

ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸

一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号

構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号

東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】 令和８年度



壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）
11．梁貫通孔補強11．梁貫通孔補強11．梁貫通孔補強11．梁貫通孔補強11．梁貫通孔補強11．梁貫通孔補強11．梁貫通孔補強

10．その他10．その他10．その他10．その他10．その他10．その他10．その他

9．階段9．階段9．階段9．階段9．階段9．階段9．階段

8．床板8．床板8．床板8．床板8．床板8．床板8．床板

7．壁梁、小梁7．壁梁、小梁7．壁梁、小梁7．壁梁、小梁7．壁梁、小梁7．壁梁、小梁7．壁梁、小梁

12．コンクリートブロック塀12．コンクリートブロック塀12．コンクリートブロック塀12．コンクリートブロック塀12．コンクリートブロック塀12．コンクリートブロック塀12．コンクリートブロック塀

ＰＰＰＰＰＰＰ ，，，，，，，，，，，，，， ，，，，，，，，，，，，，， ，，，，，，，，，，，，，， ，，，，，，，，，，，，，， ，，，，，，，，，，，，，， ，，，，，，，，，，，，，， ，，，，，，，，，，，，，， ，，，，，，，，，，，，，， ，，，，，，，，，，，，，， ，，，，，，，，，，，，，， ＰＰＰＰＰＰＰ

腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋

幅止め筋 D10@1,000以下幅止め筋 D10@1,000以下幅止め筋 D10@1,000以下幅止め筋 D10@1,000以下幅止め筋 D10@1,000以下幅止め筋 D10@1,000以下幅止め筋 D10@1,000以下

2段筋2段筋2段筋2段筋2段筋2段筋2段筋

幅が18cm以上は閉鎖型とする幅が18cm以上は閉鎖型とする幅が18cm以上は閉鎖型とする幅が18cm以上は閉鎖型とする幅が18cm以上は閉鎖型とする幅が18cm以上は閉鎖型とする幅が18cm以上は閉鎖型とする

（２）壁梁の範囲（２）壁梁の範囲（２）壁梁の範囲（２）壁梁の範囲（２）壁梁の範囲（２）壁梁の範囲（２）壁梁の範囲
せん断筋補強を要する範囲せん断筋補強を要する範囲せん断筋補強を要する範囲せん断筋補強を要する範囲せん断筋補強を要する範囲せん断筋補強を要する範囲せん断筋補強を要する範囲

壁梁の長さ壁梁の長さ壁梁の長さ壁梁の長さ壁梁の長さ壁梁の長さ壁梁の長さ

（３）定着（３）定着（３）定着（３）定着（３）定着（３）定着（３）定着

水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着

水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着

1-D13以上 　=1,2001-D13以上 　=1,2001-D13以上 　=1,2001-D13以上 　=1,2001-D13以上 　=1,2001-D13以上 　=1,2001-D13以上 　=1,200

水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋

Ｒ階Ｒ階Ｒ階Ｒ階Ｒ階Ｒ階Ｒ階

最上階最上階最上階最上階最上階最上階最上階
一般階一般階一般階一般階一般階一般階一般階

基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎

150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上 150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上 150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上

1-D13以上 　=1,2001-D13以上 　=1,2001-D13以上 　=1,2001-D13以上 　=1,2001-D13以上 　=1,2001-D13以上 　=1,2001-D13以上 　=1,200

水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋

1-D13以上 　=1,2001-D13以上 　=1,2001-D13以上 　=1,2001-D13以上 　=1,2001-D13以上 　=1,2001-D13以上 　=1,2001-D13以上 　=1,200

水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋

1-D13以上 　=1,2001-D13以上 　=1,2001-D13以上 　=1,2001-D13以上 　=1,2001-D13以上 　=1,2001-D13以上 　=1,2001-D13以上 　=1,200

水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋

1-D13以上 　=1,2001-D13以上 　=1,2001-D13以上 　=1,2001-D13以上 　=1,2001-D13以上 　=1,2001-D13以上 　=1,2001-D13以上 　=1,200

水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋

150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上 150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上

1-D13以上 　=1,2001-D13以上 　=1,2001-D13以上 　=1,2001-D13以上 　=1,2001-D13以上 　=1,2001-D13以上 　=1,2001-D13以上 　=1,200

水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋水平補強筋

水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着

水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着 水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着

水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着

床受筋(外壁)床受筋(外壁)床受筋(外壁)床受筋(外壁)床受筋(外壁)床受筋(外壁)床受筋(外壁)
1-D13以上1-D13以上1-D13以上1-D13以上1-D13以上1-D13以上1-D13以上
(内壁)(内壁)(内壁)(内壁)(内壁)(内壁)(内壁)
2-D13以上2-D13以上2-D13以上2-D13以上2-D13以上2-D13以上2-D13以上

床受筋(外壁)床受筋(外壁)床受筋(外壁)床受筋(外壁)床受筋(外壁)床受筋(外壁)床受筋(外壁)
1-D13以上1-D13以上1-D13以上1-D13以上1-D13以上1-D13以上1-D13以上
(内壁)(内壁)(内壁)(内壁)(内壁)(内壁)(内壁)
2-D13以上2-D13以上2-D13以上2-D13以上2-D13以上2-D13以上2-D13以上

水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着水平定着

壁長の小さい場合壁長の小さい場合壁長の小さい場合壁長の小さい場合壁長の小さい場合壁長の小さい場合壁長の小さい場合 無開口の場合無開口の場合無開口の場合無開口の場合無開口の場合無開口の場合無開口の場合

ＢＢＢＢＢＢＢ

＊＊＊＊＊＊＊

（下端筋継手位置）（下端筋継手位置）（下端筋継手位置）（下端筋継手位置）（下端筋継手位置）（下端筋継手位置）（下端筋継手位置）

正面正面正面正面正面正面正面

ｂｂｂｂｂｂｂ

ａａａａａａａ

小梁の定着・継手位置およびトップ筋長さ小梁の定着・継手位置およびトップ筋長さ小梁の定着・継手位置およびトップ筋長さ小梁の定着・継手位置およびトップ筋長さ小梁の定着・継手位置およびトップ筋長さ小梁の定着・継手位置およびトップ筋長さ小梁の定着・継手位置およびトップ筋長さ

2/3B以上2/3B以上2/3B以上2/3B以上2/3B以上2/3B以上2/3B以上

外端外端外端外端外端外端外端

継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置
定着定着定着定着定着定着定着
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上
25
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上
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上
25
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上

25
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上
25
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上

25
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上

250250250250250250250

壁梁幅壁梁幅壁梁幅壁梁幅壁梁幅壁梁幅壁梁幅

＊１ヶ所で同時に多数の＊１ヶ所で同時に多数の＊１ヶ所で同時に多数の＊１ヶ所で同時に多数の＊１ヶ所で同時に多数の＊１ヶ所で同時に多数の＊１ヶ所で同時に多数の ooooooo0.150.150.150.150.150.150.15250250250250250250250

あばら筋かけ始めあばら筋かけ始めあばら筋かけ始めあばら筋かけ始めあばら筋かけ始めあばら筋かけ始めあばら筋かけ始め あばら筋かけ始めあばら筋かけ始めあばら筋かけ始めあばら筋かけ始めあばら筋かけ始めあばら筋かけ始めあばら筋かけ始め

＊＊＊＊＊＊＊

0.10.10.10.10.10.10.1 ooooooo

/4/4/4/4/4/4/4ooooooo

内端（連続端）内端（連続端）内端（連続端）内端（連続端）内端（連続端）内端（連続端）内端（連続端）

平面平面平面平面平面平面平面

正
面
正
面
正
面
正
面
正
面
正
面
正
面

補強あばら筋は小梁主筋側補強あばら筋は小梁主筋側補強あばら筋は小梁主筋側補強あばら筋は小梁主筋側補強あばら筋は小梁主筋側補強あばら筋は小梁主筋側補強あばら筋は小梁主筋側

θ＝45°θ＝45°θ＝45°θ＝45°θ＝45°θ＝45°θ＝45°

（１）壁梁の標準配筋図（１）壁梁の標準配筋図（１）壁梁の標準配筋図（１）壁梁の標準配筋図（１）壁梁の標準配筋図（１）壁梁の標準配筋図（１）壁梁の標準配筋図
複配筋複配筋複配筋複配筋複配筋複配筋複配筋 ccccccc 6d6d6d6d6d6d6d

8d8d 8d8d 8d8d 8d

6d6d6d6d6d6d6d

4d4d 4d4d 4d4d 4d

単配筋単配筋単配筋単配筋単配筋単配筋単配筋 bbbbbbb

あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋

ccccccc

曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋

両側床板付(Ｔ型)梁で 　とすることができる。両側床板付(Ｔ型)梁で 　とすることができる。両側床板付(Ｔ型)梁で 　とすることができる。両側床板付(Ｔ型)梁で 　とすることができる。両側床板付(Ｔ型)梁で 　とすることができる。両側床板付(Ｔ型)梁で 　とすることができる。両側床板付(Ｔ型)梁で 　とすることができる。ccccccc

片側床版付（Ｌ型）梁で　 、片側床版付（Ｌ型）梁で　 、片側床版付（Ｌ型）梁で　 、片側床版付（Ｌ型）梁で　 、片側床版付（Ｌ型）梁で　 、片側床版付（Ｌ型）梁で　 、片側床版付（Ｌ型）梁で　 、bbbbbbb

aaaaaaa（ロ）フックの位置は　 にあっては交互、（ロ）フックの位置は　 にあっては交互、（ロ）フックの位置は　 にあっては交互、（ロ）フックの位置は　 にあっては交互、（ロ）フックの位置は　 にあっては交互、（ロ）フックの位置は　 にあっては交互、（ロ）フックの位置は　 にあっては交互、

aaaaaaa（イ）原則として　 のフック先曲げとする。（イ）原則として　 のフック先曲げとする。（イ）原則として　 のフック先曲げとする。（イ）原則として　 のフック先曲げとする。（イ）原則として　 のフック先曲げとする。（イ）原則として　 のフック先曲げとする。（イ）原則として　 のフック先曲げとする。

bbbbbbb

単配筋単配筋単配筋単配筋単配筋単配筋単配筋

スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ

補強筋D13以上補強筋D13以上補強筋D13以上補強筋D13以上補強筋D13以上補強筋D13以上補強筋D13以上

複配筋複配筋複配筋複配筋複配筋複配筋複配筋

逆梁逆梁逆梁逆梁逆梁逆梁逆梁

　 にあってはスラブ側とする。　 にあってはスラブ側とする。　 にあってはスラブ側とする。　 にあってはスラブ側とする。　 にあってはスラブ側とする。　 にあってはスラブ側とする。　 にあってはスラブ側とする。

※梁主筋の重ね継手は原則として梁中間部に設けない。※梁主筋の重ね継手は原則として梁中間部に設けない。※梁主筋の重ね継手は原則として梁中間部に設けない。※梁主筋の重ね継手は原則として梁中間部に設けない。※梁主筋の重ね継手は原則として梁中間部に設けない。※梁主筋の重ね継手は原則として梁中間部に設けない。※梁主筋の重ね継手は原則として梁中間部に設けない。

鉄筋を切らないこと。鉄筋を切らないこと。鉄筋を切らないこと。鉄筋を切らないこと。鉄筋を切らないこと。鉄筋を切らないこと。鉄筋を切らないこと。

（注）圧接継手を用いる場合、継手間隔は400mm以上とする。（注）圧接継手を用いる場合、継手間隔は400mm以上とする。（注）圧接継手を用いる場合、継手間隔は400mm以上とする。（注）圧接継手を用いる場合、継手間隔は400mm以上とする。（注）圧接継手を用いる場合、継手間隔は400mm以上とする。（注）圧接継手を用いる場合、継手間隔は400mm以上とする。（注）圧接継手を用いる場合、継手間隔は400mm以上とする。

に必ず入れること。に必ず入れること。に必ず入れること。に必ず入れること。に必ず入れること。に必ず入れること。に必ず入れること。

壁ダブル配筋壁ダブル配筋壁ダブル配筋壁ダブル配筋壁ダブル配筋壁ダブル配筋壁ダブル配筋

（５）壁梁と壁のおさまり（５）壁梁と壁のおさまり（５）壁梁と壁のおさまり（５）壁梁と壁のおさまり（５）壁梁と壁のおさまり（５）壁梁と壁のおさまり（５）壁梁と壁のおさまり

壁梁の幅は耐力壁の厚さ以上とする。壁梁の幅は耐力壁の厚さ以上とする。壁梁の幅は耐力壁の厚さ以上とする。壁梁の幅は耐力壁の厚さ以上とする。壁梁の幅は耐力壁の厚さ以上とする。壁梁の幅は耐力壁の厚さ以上とする。壁梁の幅は耐力壁の厚さ以上とする。

曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋

壁梁鉛直断面壁梁鉛直断面壁梁鉛直断面壁梁鉛直断面壁梁鉛直断面壁梁鉛直断面壁梁鉛直断面

おさまりＡおさまりＡおさまりＡおさまりＡおさまりＡおさまりＡおさまりＡ壁シングル配筋壁シングル配筋壁シングル配筋壁シングル配筋壁シングル配筋壁シングル配筋壁シングル配筋 おさまりＢおさまりＢおさまりＢおさまりＢおさまりＢおさまりＢおさまりＢ

※修正箇所は下線を引くこと。※修正箇所は下線を引くこと。※修正箇所は下線を引くこと。※修正箇所は下線を引くこと。※修正箇所は下線を引くこと。※修正箇所は下線を引くこと。※修正箇所は下線を引くこと。

L=本構造配筋標準図(1)の2-(3)による。L=本構造配筋標準図(1)の2-(3)による。L=本構造配筋標準図(1)の2-(3)による。L=本構造配筋標準図(1)の2-(3)による。L=本構造配筋標準図(1)の2-(3)による。L=本構造配筋標準図(1)の2-(3)による。L=本構造配筋標準図(1)の2-(3)による。

（１）定着および継手（１）定着および継手（１）定着および継手（１）定着および継手（１）定着および継手（１）定着および継手（１）定着および継手

bbbbbbbaaaaaaa

スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ

30303030303030

縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋

曲げ補強筋D13以上曲げ補強筋D13以上曲げ補強筋D13以上曲げ補強筋D13以上曲げ補強筋D13以上曲げ補強筋D13以上曲げ補強筋D13以上

配筋する)配筋する)配筋する)配筋する)配筋する)配筋する)配筋する)

他端にスラブがある場合他端にスラブがある場合他端にスラブがある場合他端にスラブがある場合他端にスラブがある場合他端にスラブがある場合他端にスラブがある場合 他端にスラブがない場合他端にスラブがない場合他端にスラブがない場合他端にスラブがない場合他端にスラブがない場合他端にスラブがない場合他端にスラブがない場合

継手位置は原則として下表による。継手位置は原則として下表による。継手位置は原則として下表による。継手位置は原則として下表による。継手位置は原則として下表による。継手位置は原則として下表による。継手位置は原則として下表による。

標準継手位置標準継手位置標準継手位置標準継手位置標準継手位置標準継手位置標準継手位置

BBBBBBB

BBBBBBB

A CA CA CA CA CA CA C

上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋

下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋

短　辺　方　向短　辺　方　向短　辺　方　向短　辺　方　向短　辺　方　向短　辺　方　向短　辺　方　向

長　辺　方　向長　辺　方　向長　辺　方　向長　辺　方　向長　辺　方　向長　辺　方　向長　辺　方　向

短辺・長辺方向短辺・長辺方向短辺・長辺方向短辺・長辺方向短辺・長辺方向短辺・長辺方向短辺・長辺方向

一般床スラブ一般床スラブ一般床スラブ一般床スラブ一般床スラブ一般床スラブ一般床スラブ

CCCCCCC CCCCCCCAAAAAAA

AAAAAAAAAAAAAA

CCCCCCCCCCCCCC

BBBBBBB

AAAAAAA

bbbbbbb

(壁縦筋とは別に(壁縦筋とは別に(壁縦筋とは別に(壁縦筋とは別に(壁縦筋とは別に(壁縦筋とは別に(壁縦筋とは別に
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10dかつ150以上10dかつ150以上10dかつ150以上10dかつ150以上10dかつ150以上10dかつ150以上10dかつ150以上
15d15d15d15d15d15d15d

15d15d15d15d15d15d15d

D13D13D13D13D13D13D13
肩筋D13以上肩筋D13以上肩筋D13以上肩筋D13以上肩筋D13以上肩筋D13以上肩筋D13以上

0.250.250.250.250.250.250.25
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（上端筋継手位置）（上端筋継手位置）（上端筋継手位置）（上端筋継手位置）（上端筋継手位置）（上端筋継手位置）（上端筋継手位置）

下筋下筋下筋下筋下筋下筋下筋

上筋上筋上筋上筋上筋上筋上筋
5-D13かつ5-D13かつ5-D13かつ5-D13かつ5-D13かつ5-D13かつ5-D13かつ

上筋径以上上筋径以上上筋径以上上筋径以上上筋径以上上筋径以上上筋径以上

5-D13かつ5-D13かつ5-D13かつ5-D13かつ5-D13かつ5-D13かつ5-D13かつ

鉄筋長は鉄筋長は鉄筋長は鉄筋長は鉄筋長は鉄筋長は鉄筋長は

下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋

上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋
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（３）片持ちスラブ出隅部補強（３）片持ちスラブ出隅部補強（３）片持ちスラブ出隅部補強（３）片持ちスラブ出隅部補強（３）片持ちスラブ出隅部補強（３）片持ちスラブ出隅部補強（３）片持ちスラブ出隅部補強

≦1,200≦1,200≦1,200≦1,200≦1,200≦1,200≦1,200 1,200＜　≦1,5001,200＜　≦1,5001,200＜　≦1,5001,200＜　≦1,5001,200＜　≦1,5001,200＜　≦1,5001,200＜　≦1,500

上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋

5-D13（900≦　≦1,200）5-D13（900≦　≦1,200）5-D13（900≦　≦1,200）5-D13（900≦　≦1,200）5-D13（900≦　≦1,200）5-D13（900≦　≦1,200）5-D13（900≦　≦1,200）
4-D13（　＜900）4-D13（　＜900）4-D13（　＜900）4-D13（　＜900）4-D13（　＜900）4-D13（　＜900）4-D13（　＜900）

※※※※※※※

補強筋は各3-D13又はスラブ主筋の同一補強筋は各3-D13又はスラブ主筋の同一補強筋は各3-D13又はスラブ主筋の同一補強筋は各3-D13又はスラブ主筋の同一補強筋は各3-D13又はスラブ主筋の同一補強筋は各3-D13又はスラブ主筋の同一補強筋は各3-D13又はスラブ主筋の同一ａａａａａａａ

（２）屋根スラブの補強（２）屋根スラブの補強（２）屋根スラブの補強（２）屋根スラブの補強（２）屋根スラブの補強（２）屋根スラブの補強（２）屋根スラブの補強

ｂｂｂｂｂｂｂ ※の箇所(入隅)は各階補強する※の箇所(入隅)は各階補強する※の箇所(入隅)は各階補強する※の箇所(入隅)は各階補強する※の箇所(入隅)は各階補強する※の箇所(入隅)は各階補強する※の箇所(入隅)は各階補強する

径で  =1,500とし、上端筋の下に配筋する径で  =1,500とし、上端筋の下に配筋する径で  =1,500とし、上端筋の下に配筋する径で  =1,500とし、上端筋の下に配筋する径で  =1,500とし、上端筋の下に配筋する径で  =1,500とし、上端筋の下に配筋する径で  =1,500とし、上端筋の下に配筋する

梁幅の最小寸法(構造体寸法)梁幅の最小寸法(構造体寸法)梁幅の最小寸法(構造体寸法)梁幅の最小寸法(構造体寸法)梁幅の最小寸法(構造体寸法)梁幅の最小寸法(構造体寸法)梁幅の最小寸法(構造体寸法) （単位mm）（単位mm）（単位mm）（単位mm）（単位mm）（単位mm）（単位mm）
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曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋 曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋曲げ補強筋

（注）かぶり厚さ40mmの場合（注）かぶり厚さ40mmの場合（注）かぶり厚さ40mmの場合（注）かぶり厚さ40mmの場合（注）かぶり厚さ40mmの場合（注）かぶり厚さ40mmの場合（注）かぶり厚さ40mmの場合

210210210210210210210

220220220220220220220

200200200200200200200

D16D16D16D16D16D16D16

195195195195195195195

205205205205205205205

195195195195195195195

D13D13D13D13D13D13D13

D16D16D16D16D16D16D16

D19D19D19D19D19D19D19

D13D13D13D13D13D13D13

ＢＢＢＢＢＢＢ190190190190190190190

200200200200200200200

180180180180180180180180180180180180180180

180180180180180180180

190190190190190190190

D16D16D16D16D16D16D16D13D13D13D13D13D13D13

D13D13D13D13D13D13D13

D19D19D19D19D19D19D19

D16D16D16D16D16D16D16ＡＡＡＡＡＡＡ

（４）床板開口部の補強（開口の径500程度の場合）（４）床板開口部の補強（開口の径500程度の場合）（４）床板開口部の補強（開口の径500程度の場合）（４）床板開口部の補強（開口の径500程度の場合）（４）床板開口部の補強（開口の径500程度の場合）（４）床板開口部の補強（開口の径500程度の場合）（４）床板開口部の補強（開口の径500程度の場合）

周囲補強筋周囲補強筋周囲補強筋周囲補強筋周囲補強筋周囲補強筋周囲補強筋

斜め補強筋斜め補強筋斜め補強筋斜め補強筋斜め補強筋斜め補強筋斜め補強筋
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11 11 11 1
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22 22 22 2 LL LL LL L
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2222222LLLLLLL

2222222LLLLLLL 2222222LLLLLLL
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22 22 22 2 LL LL LL L
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11 11 11 1

LLLLLLL 1111111

2222222LLLLLLL

2222222LLLLLLL 2222222LLLLLLL

2222222LLLLLLL

2222222LLLLLLL 2222222

22 22 22 2 LL LL LL L

2222222LLLLLLL

D13D13D13D13D13D13D13

D13D13D13D13D13D13D13

D13D13D13D13D13D13D13

LLLLLLL 1111111 LL LL LL L
11 11 11 1

1111111

2L2L2L2L2L2L2L

孔と孔のへりあき100以上孔と孔のへりあき100以上孔と孔のへりあき100以上孔と孔のへりあき100以上孔と孔のへりあき100以上孔と孔のへりあき100以上孔と孔のへりあき100以上

注）設備の小開口が連続してあく場合注）設備の小開口が連続してあく場合注）設備の小開口が連続してあく場合注）設備の小開口が連続してあく場合注）設備の小開口が連続してあく場合注）設備の小開口が連続してあく場合注）設備の小開口が連続してあく場合

　　は縦、横、斜補強筋とは別に開口　　は縦、横、斜補強筋とは別に開口　　は縦、横、斜補強筋とは別に開口　　は縦、横、斜補強筋とは別に開口　　は縦、横、斜補強筋とは別に開口　　は縦、横、斜補強筋とは別に開口　　は縦、横、斜補強筋とは別に開口

　　を開口をさけて補強する。　　を開口をさけて補強する。　　を開口をさけて補強する。　　を開口をさけて補強する。　　を開口をさけて補強する。　　を開口をさけて補強する。　　を開口をさけて補強する。

　　によって切断される鉄筋と同じ鉄筋　　によって切断される鉄筋と同じ鉄筋　　によって切断される鉄筋と同じ鉄筋　　によって切断される鉄筋と同じ鉄筋　　によって切断される鉄筋と同じ鉄筋　　によって切断される鉄筋と同じ鉄筋　　によって切断される鉄筋と同じ鉄筋

斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め周　囲周　囲周　囲周　囲周　囲周　囲周　囲床板厚さ D床板厚さ D床板厚さ D床板厚さ D床板厚さ D床板厚さ D床板厚さ D

各1-D13各1-D13各1-D13各1-D13各1-D13各1-D13各1-D13D≦150D≦150D≦150D≦150D≦150D≦150D≦150 各2-D13各2-D13各2-D13各2-D13各2-D13各2-D13各2-D13

各2-D13各2-D13各2-D13各2-D13各2-D13各2-D13各2-D13 各1-D13各1-D13各1-D13各1-D13各1-D13各1-D13各1-D13150＜D≦200150＜D≦200150＜D≦200150＜D≦200150＜D≦200150＜D≦200150＜D≦200

LL LL LL L
11 11 11 1

2222222LLLLLLL

（４）あばら筋の型（４）あばら筋の型（４）あばら筋の型（４）あばら筋の型（４）あばら筋の型（４）あばら筋の型（４）あばら筋の型

全断全断全断全断全断全断全断全断全断全断全断全断全断全断

2222222LLLLLLL

2D以上2D以上2D以上2D以上2D以上2D以上2D以上
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補強筋D13以上補強筋D13以上補強筋D13以上補強筋D13以上補強筋D13以上補強筋D13以上補強筋D13以上
片持スラブ片持スラブ片持スラブ片持スラブ片持スラブ片持スラブ片持スラブ
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D10@150D10@150D10@150D10@150D10@150D10@150D10@150
2D2D2D2D2D2D2D

D16D16D16D16D16D16D16

LLLLLLL 1111111

LLLLLLL 1111111

（６）土間コンクリート（６）土間コンクリート（６）土間コンクリート（６）土間コンクリート（６）土間コンクリート（６）土間コンクリート（６）土間コンクリート

軽作業の土間軽作業の土間軽作業の土間軽作業の土間軽作業の土間軽作業の土間軽作業の土間 bbbbbbbaaaaaaa

（７）釜場（７）釜場（７）釜場（７）釜場（７）釜場（７）釜場（７）釜場

（８）打継ぎ補強（ダメ穴打継面について）（８）打継ぎ補強（ダメ穴打継面について）（８）打継ぎ補強（ダメ穴打継面について）（８）打継ぎ補強（ダメ穴打継面について）（８）打継ぎ補強（ダメ穴打継面について）（８）打継ぎ補強（ダメ穴打継面について）（８）打継ぎ補強（ダメ穴打継面について）

間仕切壁との交叉部間仕切壁との交叉部間仕切壁との交叉部間仕切壁との交叉部間仕切壁との交叉部間仕切壁との交叉部間仕切壁との交叉部

D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200D10@200

折曲 D10-@200折曲 D10-@200折曲 D10-@200折曲 D10-@200折曲 D10-@200折曲 D10-@200折曲 D10-@200

600600600600600600600 300300300300300300300

ＤＤ ＤＤ ＤＤ Ｄ
ＤＤ ＤＤ ＤＤ Ｄ
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11 11 11 1

LLLLLLL1111111

250250250250250250250

20
0

20
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20
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20
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20
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20
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20
0

D13-@200ダブルD13-@200ダブルD13-@200ダブルD13-@200ダブルD13-@200ダブルD13-@200ダブルD13-@200ダブル

D10-@150D10-@150D10-@150D10-@150D10-@150D10-@150D10-@150

2-D162-D162-D162-D162-D162-D162-D16

2-D162-D162-D162-D162-D162-D162-D16
1,200x600以下1,200x600以下1,200x600以下1,200x600以下1,200x600以下1,200x600以下1,200x600以下

・設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2x  以上・設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2x  以上・設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2x  以上・設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2x  以上・設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2x  以上・設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2x  以上・設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2x  以上

・無筋部分D10-@200　長さ800以上・無筋部分D10-@200　長さ800以上・無筋部分D10-@200　長さ800以上・無筋部分D10-@200　長さ800以上・無筋部分D10-@200　長さ800以上・無筋部分D10-@200　長さ800以上・無筋部分D10-@200　長さ800以上

LLLLLLL 1111111

LLLLLLL1111111

片持ち階段片持ち階段片持ち階段片持ち階段片持ち階段片持ち階段片持ち階段

（平面）（平面）（平面）（平面）（平面）（平面）（平面）

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13
2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

（上下各1本）（上下各1本）（上下各1本）（上下各1本）（上下各1本）（上下各1本）（上下各1本）
はり壁に定着はり壁に定着はり壁に定着はり壁に定着はり壁に定着はり壁に定着はり壁に定着 （上下各1本）（上下各1本）（上下各1本）（上下各1本）（上下各1本）（上下各1本）（上下各1本）

斜めの補強筋斜めの補強筋斜めの補強筋斜めの補強筋斜めの補強筋斜めの補強筋斜めの補強筋

2-D13 L=1,100mm2-D13 L=1,100mm2-D13 L=1,100mm2-D13 L=1,100mm2-D13 L=1,100mm2-D13 L=1,100mm2-D13 L=1,100mm

（上端筋の下ヘ配筋する）（上端筋の下ヘ配筋する）（上端筋の下ヘ配筋する）（上端筋の下ヘ配筋する）（上端筋の下ヘ配筋する）（上端筋の下ヘ配筋する）（上端筋の下ヘ配筋する）
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厚D13受筋D13受筋D13受筋D13受筋D13受筋D13受筋D13受筋

D13以上D13以上D13以上D13以上D13以上D13以上D13以上

D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250D10-@250

D10D10D10D10D10D10D10

3/4t以上3/4t以上3/4t以上3/4t以上3/4t以上3/4t以上3/4t以上
D13以上D13以上D13以上D13以上D13以上D13以上D13以上
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1/2t以上1/2t以上1/2t以上1/2t以上1/2t以上1/2t以上1/2t以上

1,200以下1,200以下1,200以下1,200以下1,200以下1,200以下1,200以下
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D10-@150D10-@150D10-@150D10-@150D10-@150D10-@150D10-@150

LLLLLLL 2222222
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D10-@200ダブルD10-@200ダブルD10-@200ダブルD10-@200ダブルD10-@200ダブルD10-@200ダブルD10-@200ダブル

D13D13D13D13D13D13D13
D10-@150ダブルD10-@150ダブルD10-@150ダブルD10-@150ダブルD10-@150ダブルD10-@150ダブルD10-@150ダブル

D10-@150ダブルD10-@150ダブルD10-@150ダブルD10-@150ダブルD10-@150ダブルD10-@150ダブルD10-@150ダブル

10
0以

下
10

0以
下
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下
10

0以
下

10
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下
10
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下
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下

150以上150以上150以上150以上150以上150以上150以上

（但し、Ｈ＞800以上の場合、設計図による。)（但し、Ｈ＞800以上の場合、設計図による。)（但し、Ｈ＞800以上の場合、設計図による。)（但し、Ｈ＞800以上の場合、設計図による。)（但し、Ｈ＞800以上の場合、設計図による。)（但し、Ｈ＞800以上の場合、設計図による。)（但し、Ｈ＞800以上の場合、設計図による。)

パラペットパラペットパラペットパラペットパラペットパラペットパラペット手摺手摺手摺手摺手摺手摺手摺

（１）手摺、パラペット（１）手摺、パラペット（１）手摺、パラペット（１）手摺、パラペット（１）手摺、パラペット（１）手摺、パラペット（１）手摺、パラペット

（２）コンクリートブロック帳壁（２）コンクリートブロック帳壁（２）コンクリートブロック帳壁（２）コンクリートブロック帳壁（２）コンクリートブロック帳壁（２）コンクリートブロック帳壁（２）コンクリートブロック帳壁

ttttttt

hh hh hh h

ttttttt

下部防水立上りのある場合下部防水立上りのある場合下部防水立上りのある場合下部防水立上りのある場合下部防水立上りのある場合下部防水立上りのある場合下部防水立上りのある場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合

120以上120以上120以上120以上120以上120以上120以上

D13D13D13D13D13D13D13

L=100L=100L=100L=100L=100L=100L=100

溶接溶接溶接溶接溶接溶接溶接

L=100L=100L=100L=100L=100L=100L=100

溶接溶接溶接溶接溶接溶接溶接
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hoho hoho hoho ho hoho hoho hoho ho
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D13D13D13D13D13D13D13

D13D13D13D13D13D13D13D13D13D13D13D13D13D13

D10-@400D10-@400D10-@400D10-@400D10-@400D10-@400D10-@400

D10-@400D10-@400D10-@400D10-@400D10-@400D10-@400D10-@400

横筋 D10-@600横筋 D10-@600横筋 D10-@600横筋 D10-@600横筋 D10-@600横筋 D10-@600横筋 D10-@600

横筋 D10-@600横筋 D10-@600横筋 D10-@600横筋 D10-@600横筋 D10-@600横筋 D10-@600横筋 D10-@600

D10-@400D10-@400D10-@400D10-@400D10-@400D10-@400D10-@400

注）hはコンクリートブロック段数調節寸法とする。但し、200≦h≦400注）hはコンクリートブロック段数調節寸法とする。但し、200≦h≦400注）hはコンクリートブロック段数調節寸法とする。但し、200≦h≦400注）hはコンクリートブロック段数調節寸法とする。但し、200≦h≦400注）hはコンクリートブロック段数調節寸法とする。但し、200≦h≦400注）hはコンクリートブロック段数調節寸法とする。但し、200≦h≦400注）hはコンクリートブロック段数調節寸法とする。但し、200≦h≦400

注）鉄筋挿入部はモルタルを充てんすること。注）鉄筋挿入部はモルタルを充てんすること。注）鉄筋挿入部はモルタルを充てんすること。注）鉄筋挿入部はモルタルを充てんすること。注）鉄筋挿入部はモルタルを充てんすること。注）鉄筋挿入部はモルタルを充てんすること。注）鉄筋挿入部はモルタルを充てんすること。

（５）床板段差（５）床板段差（５）床板段差（５）床板段差（５）床板段差（５）床板段差（５）床板段差

2222222LLLLLLL

（２）鉄筋標準配筋（２）鉄筋標準配筋（２）鉄筋標準配筋（２）鉄筋標準配筋（２）鉄筋標準配筋（２）鉄筋標準配筋（２）鉄筋標準配筋 但し　φ≦D/3とする。但し　φ≦D/3とする。但し　φ≦D/3とする。但し　φ≦D/3とする。但し　φ≦D/3とする。但し　φ≦D/3とする。但し　φ≦D/3とする。

□リング型□リング型□リング型□リング型□リング型□リング型□リング型 □パイプ型□パイプ型□パイプ型□パイプ型□パイプ型□パイプ型□パイプ型 □金網型□金網型□金網型□金網型□金網型□金網型□金網型 □プレ－ト型□プレ－ト型□プレ－ト型□プレ－ト型□プレ－ト型□プレ－ト型□プレ－ト型

80≦φ≦10080≦φ≦10080≦φ≦10080≦φ≦10080≦φ≦10080≦φ≦10080≦φ≦100

折筋折筋折筋折筋折筋折筋折筋

縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋

2-(2-D13)2-(2-D13)2-(2-D13)2-(2-D13)2-(2-D13)2-(2-D13)2-(2-D13)

横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋

縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋

折筋折筋折筋折筋折筋折筋折筋

2-(2-D13)2-(2-D13)2-(2-D13)2-(2-D13)2-(2-D13)2-(2-D13)2-(2-D13)

2-(2-D13)2-(2-D13)2-(2-D13)2-(2-D13)2-(2-D13)2-(2-D13)2-(2-D13)

100＜φ≦150100＜φ≦150100＜φ≦150100＜φ≦150100＜φ≦150100＜φ≦150100＜φ≦150

斜筋斜筋斜筋斜筋斜筋斜筋斜筋

縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋

横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋

4-(2-D13)4-(2-D13)4-(2-D13)4-(2-D13)4-(2-D13)4-(2-D13)4-(2-D13)

2-(2-D13)2-(2-D13)2-(2-D13)2-(2-D13)2-(2-D13)2-(2-D13)2-(2-D13)

150＜φ≦250150＜φ≦250150＜φ≦250150＜φ≦250150＜φ≦250150＜φ≦250150＜φ≦250

上上上上上上上
下下下下下下下
縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋上上上上上上上

下下下下下下下
縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋 ST 2-D13 @50ST 2-D13 @50ST 2-D13 @50ST 2-D13 @50ST 2-D13 @50ST 2-D13 @50ST 2-D13 @50

ST 2-D13 @50ST 2-D13 @50ST 2-D13 @50ST 2-D13 @50ST 2-D13 @50ST 2-D13 @50ST 2-D13 @50ST 2-D13 @100ST 2-D13 @100ST 2-D13 @100ST 2-D13 @100ST 2-D13 @100ST 2-D13 @100ST 2-D13 @100 ST 2-D13　@50ST 2-D13　@50ST 2-D13　@50ST 2-D13　@50ST 2-D13　@50ST 2-D13　@50ST 2-D13　@50

ST 2-D13 @50ST 2-D13 @50ST 2-D13 @50ST 2-D13 @50ST 2-D13 @50ST 2-D13 @50ST 2-D13 @50

φφφφφφφφφφφφφφφφφφφφφ

場合は設計者又は工事監理者と場合は設計者又は工事監理者と場合は設計者又は工事監理者と場合は設計者又は工事監理者と場合は設計者又は工事監理者と場合は設計者又は工事監理者と場合は設計者又は工事監理者と
貫通孔が連続して間隔等が取れない貫通孔が連続して間隔等が取れない貫通孔が連続して間隔等が取れない貫通孔が連続して間隔等が取れない貫通孔が連続して間隔等が取れない貫通孔が連続して間隔等が取れない貫通孔が連続して間隔等が取れない

φ1φ1φ1φ1φ1φ1φ1 φ2φ2φ2φ2φ2φ2φ2

(φ1+φ2)×3/2以上(φ1+φ2)×3/2以上(φ1+φ2)×3/2以上(φ1+φ2)×3/2以上(φ1+φ2)×3/2以上(φ1+φ2)×3/2以上(φ1+φ2)×3/2以上

打合せのこと。打合せのこと。打合せのこと。打合せのこと。打合せのこと。打合せのこと。打合せのこと。

φφ φφ φφ φ

（スタ－ラップ補強範囲）（スタ－ラップ補強範囲）（スタ－ラップ補強範囲）（スタ－ラップ補強範囲）（スタ－ラップ補強範囲）（スタ－ラップ補強範囲）（スタ－ラップ補強範囲）

※※ ※※ ※※ ※
※※ ※※ ※※ ※
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※部分について計算で※部分について計算で※部分について計算で※部分について計算で※部分について計算で※部分について計算で※部分について計算で

確認された場合は確認された場合は確認された場合は確認された場合は確認された場合は確認された場合は確認された場合は

右記の位置、寸法に右記の位置、寸法に右記の位置、寸法に右記の位置、寸法に右記の位置、寸法に右記の位置、寸法に右記の位置、寸法に

よらなくて良い。よらなくて良い。よらなくて良い。よらなくて良い。よらなくて良い。よらなくて良い。よらなくて良い。

孔補強の有効範囲と孔補強の有効範囲と孔補強の有効範囲と孔補強の有効範囲と孔補強の有効範囲と孔補強の有効範囲と孔補強の有効範囲と

定着長さのとり方定着長さのとり方定着長さのとり方定着長さのとり方定着長さのとり方定着長さのとり方定着長さのとり方

（１）既製品(使用するときには、設計者又は工事監理者と打合わせのこと。)（１）既製品(使用するときには、設計者又は工事監理者と打合わせのこと。)（１）既製品(使用するときには、設計者又は工事監理者と打合わせのこと。)（１）既製品(使用するときには、設計者又は工事監理者と打合わせのこと。)（１）既製品(使用するときには、設計者又は工事監理者と打合わせのこと。)（１）既製品(使用するときには、設計者又は工事監理者と打合わせのこと。)（１）既製品(使用するときには、設計者又は工事監理者と打合わせのこと。)

注）ho≦25tかつ3,500以下とする。但し直交方向25t以内に壁、又は柱がある場合は除く。注）ho≦25tかつ3,500以下とする。但し直交方向25t以内に壁、又は柱がある場合は除く。注）ho≦25tかつ3,500以下とする。但し直交方向25t以内に壁、又は柱がある場合は除く。注）ho≦25tかつ3,500以下とする。但し直交方向25t以内に壁、又は柱がある場合は除く。注）ho≦25tかつ3,500以下とする。但し直交方向25t以内に壁、又は柱がある場合は除く。注）ho≦25tかつ3,500以下とする。但し直交方向25t以内に壁、又は柱がある場合は除く。注）ho≦25tかつ3,500以下とする。但し直交方向25t以内に壁、又は柱がある場合は除く。

2段筋2段筋2段筋2段筋2段筋2段筋2段筋

調整間隔Ｐ以下調整間隔Ｐ以下調整間隔Ｐ以下調整間隔Ｐ以下調整間隔Ｐ以下調整間隔Ｐ以下調整間隔Ｐ以下

LLLLLLL

DD DD DD D

壁梁 　出隅部分壁と壁 (平面図)壁梁 　出隅部分壁と壁 (平面図)壁梁 　出隅部分壁と壁 (平面図)壁梁 　出隅部分壁と壁 (平面図)壁梁 　出隅部分壁と壁 (平面図)壁梁 　出隅部分壁と壁 (平面図)壁梁 　出隅部分壁と壁 (平面図)

2222222LLLLLLL eeeeeee

壁長の大きい場合壁長の大きい場合壁長の大きい場合壁長の大きい場合壁長の大きい場合壁長の大きい場合壁長の大きい場合

片持ち床スラブ片持ち床スラブ片持ち床スラブ片持ち床スラブ片持ち床スラブ片持ち床スラブ片持ち床スラブaaaaaaa

主筋の1/2以上主筋の1/2以上主筋の1/2以上主筋の1/2以上主筋の1/2以上主筋の1/2以上主筋の1/2以上

設置可能範囲　梁端部（スパン　/10以内かつD以内)は避ける。設置可能範囲　梁端部（スパン　/10以内かつD以内)は避ける。設置可能範囲　梁端部（スパン　/10以内かつD以内)は避ける。設置可能範囲　梁端部（スパン　/10以内かつD以内)は避ける。設置可能範囲　梁端部（スパン　/10以内かつD以内)は避ける。設置可能範囲　梁端部（スパン　/10以内かつD以内)は避ける。設置可能範囲　梁端部（スパン　/10以内かつD以内)は避ける。

e≦D/6e≦D/6e≦D/6e≦D/6e≦D/6e≦D/6e≦D/6

b．塀の厚さは、塀の高さ2m以下の場合は12cm以上、2mを超える場合は15cm以上。b．塀の厚さは、塀の高さ2m以下の場合は12cm以上、2mを超える場合は15cm以上。b．塀の厚さは、塀の高さ2m以下の場合は12cm以上、2mを超える場合は15cm以上。b．塀の厚さは、塀の高さ2m以下の場合は12cm以上、2mを超える場合は15cm以上。b．塀の厚さは、塀の高さ2m以下の場合は12cm以上、2mを超える場合は15cm以上。b．塀の厚さは、塀の高さ2m以下の場合は12cm以上、2mを超える場合は15cm以上。b．塀の厚さは、塀の高さ2m以下の場合は12cm以上、2mを超える場合は15cm以上。

c．地盤が液状化の恐れのある砂質土および軟弱土の場合は、別途検討する。c．地盤が液状化の恐れのある砂質土および軟弱土の場合は、別途検討する。c．地盤が液状化の恐れのある砂質土および軟弱土の場合は、別途検討する。c．地盤が液状化の恐れのある砂質土および軟弱土の場合は、別途検討する。c．地盤が液状化の恐れのある砂質土および軟弱土の場合は、別途検討する。c．地盤が液状化の恐れのある砂質土および軟弱土の場合は、別途検討する。c．地盤が液状化の恐れのある砂質土および軟弱土の場合は、別途検討する。

a．塀の高さ(地盤面に高低差のある場合は低い方による)は2.2m以下。a．塀の高さ(地盤面に高低差のある場合は低い方による)は2.2m以下。a．塀の高さ(地盤面に高低差のある場合は低い方による)は2.2m以下。a．塀の高さ(地盤面に高低差のある場合は低い方による)は2.2m以下。a．塀の高さ(地盤面に高低差のある場合は低い方による)は2.2m以下。a．塀の高さ(地盤面に高低差のある場合は低い方による)は2.2m以下。a．塀の高さ(地盤面に高低差のある場合は低い方による)は2.2m以下。

d.鉄筋挿入部はモルタルを充てんすること。d.鉄筋挿入部はモルタルを充てんすること。d.鉄筋挿入部はモルタルを充てんすること。d.鉄筋挿入部はモルタルを充てんすること。d.鉄筋挿入部はモルタルを充てんすること。d.鉄筋挿入部はモルタルを充てんすること。d.鉄筋挿入部はモルタルを充てんすること。

（１）ブロック塀の高さ・厚さと基礎の構造（１）ブロック塀の高さ・厚さと基礎の構造（１）ブロック塀の高さ・厚さと基礎の構造（１）ブロック塀の高さ・厚さと基礎の構造（１）ブロック塀の高さ・厚さと基礎の構造（１）ブロック塀の高さ・厚さと基礎の構造（１）ブロック塀の高さ・厚さと基礎の構造

縦筋は、ブロックの空洞部内で重ね継ぎをしてはならない。縦筋は、ブロックの空洞部内で重ね継ぎをしてはならない。縦筋は、ブロックの空洞部内で重ね継ぎをしてはならない。縦筋は、ブロックの空洞部内で重ね継ぎをしてはならない。縦筋は、ブロックの空洞部内で重ね継ぎをしてはならない。縦筋は、ブロックの空洞部内で重ね継ぎをしてはならない。縦筋は、ブロックの空洞部内で重ね継ぎをしてはならない。控壁のない塀例控壁のない塀例控壁のない塀例控壁のない塀例控壁のない塀例控壁のない塀例控壁のない塀例 高さ1.2m以下高さ1.2m以下高さ1.2m以下高さ1.2m以下高さ1.2m以下高さ1.2m以下高さ1.2m以下

D10D10D10D10D10D10D10

D10D10D10D10D10D10D10

横筋用ブロック横筋用ブロック横筋用ブロック横筋用ブロック横筋用ブロック横筋用ブロック横筋用ブロック
基本ブロック基本ブロック基本ブロック基本ブロック基本ブロック基本ブロック基本ブロック

D10D10D10D10D10D10D10
かさ木ブロックかさ木ブロックかさ木ブロックかさ木ブロックかさ木ブロックかさ木ブロックかさ木ブロック
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立面配筋図立面配筋図立面配筋図立面配筋図立面配筋図立面配筋図立面配筋図
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断面配筋図断面配筋図断面配筋図断面配筋図断面配筋図断面配筋図断面配筋図

空洞ブロック空洞ブロック空洞ブロック空洞ブロック空洞ブロック空洞ブロック空洞ブロック
390x390x120390x390x120390x390x120390x390x120390x390x120390x390x120390x390x120

※印寸法は工事監理者との協議による。※印寸法は工事監理者との協議による。※印寸法は工事監理者との協議による。※印寸法は工事監理者との協議による。※印寸法は工事監理者との協議による。※印寸法は工事監理者との協議による。※印寸法は工事監理者との協議による。
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一般部断面配筋図一般部断面配筋図一般部断面配筋図一般部断面配筋図一般部断面配筋図一般部断面配筋図一般部断面配筋図

390x390x150(120)390x390x150(120)390x390x150(120)390x390x150(120)390x390x150(120)390x390x150(120)390x390x150(120)
空洞ブロック空洞ブロック空洞ブロック空洞ブロック空洞ブロック空洞ブロック空洞ブロック

高さ2.2m以下((　　)内数値は高さ2m以下の厚さを示す)高さ2.2m以下((　　)内数値は高さ2m以下の厚さを示す)高さ2.2m以下((　　)内数値は高さ2m以下の厚さを示す)高さ2.2m以下((　　)内数値は高さ2m以下の厚さを示す)高さ2.2m以下((　　)内数値は高さ2m以下の厚さを示す)高さ2.2m以下((　　)内数値は高さ2m以下の厚さを示す)高さ2.2m以下((　　)内数値は高さ2m以下の厚さを示す)

壁厚15cm以上(高さ2m以下は12cm以上)壁厚15cm以上(高さ2m以下は12cm以上)壁厚15cm以上(高さ2m以下は12cm以上)壁厚15cm以上(高さ2m以下は12cm以上)壁厚15cm以上(高さ2m以下は12cm以上)壁厚15cm以上(高さ2m以下は12cm以上)壁厚15cm以上(高さ2m以下は12cm以上)

※印寸法は工事監理者との協議による。※印寸法は工事監理者との協議による。※印寸法は工事監理者との協議による。※印寸法は工事監理者との協議による。※印寸法は工事監理者との協議による。※印寸法は工事監理者との協議による。※印寸法は工事監理者との協議による。
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横筋用ブロック横筋用ブロック横筋用ブロック横筋用ブロック横筋用ブロック横筋用ブロック横筋用ブロック
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立面配筋図立面配筋図立面配筋図立面配筋図立面配筋図立面配筋図立面配筋図
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沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2

東村役場　農林水産課東村役場　農林水産課東村役場　農林水産課東村役場　農林水産課東村役場　農林水産課東村役場　農林水産課東村役場　農林水産課

ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸

一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号

構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号

杭配置図、基礎伏図、1階床伏図・1階壁R階壁伏図杭配置図、基礎伏図、1階床伏図・1階壁R階壁伏図杭配置図、基礎伏図、1階床伏図・1階壁R階壁伏図杭配置図、基礎伏図、1階床伏図・1階壁R階壁伏図杭配置図、基礎伏図、1階床伏図・1階壁R階壁伏図杭配置図、基礎伏図、1階床伏図・1階壁R階壁伏図杭配置図、基礎伏図、1階床伏図・1階壁R階壁伏図

Ｓ－１０１Ｓ－１０１Ｓ－１０１Ｓ－１０１Ｓ－１０１Ｓ－１０１Ｓ－１０１

A1＝1：100　A3＝1：200A1＝1：100　A3＝1：200A1＝1：100　A3＝1：200A1＝1：100　A3＝1：200A1＝1：100　A3＝1：200A1＝1：100　A3＝1：200A1＝1：100　A3＝1：200

東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】

P1P1P1P1P1P1P1

P2P2P2P2P2P2P2

杭仕様杭仕様杭仕様杭仕様杭仕様杭仕様杭仕様

符 号符 号符 号符 号符 号符 号符 号 記 号記 号記 号記 号記 号記 号記 号 杭 径杭 径杭 径杭 径杭 径杭 径杭 径 羽根径羽根径羽根径羽根径羽根径羽根径羽根径 羽根厚羽根厚羽根厚羽根厚羽根厚羽根厚羽根厚鋼管厚 鋼管厚 鋼管厚 鋼管厚 鋼管厚 鋼管厚 鋼管厚 

特記事項 : (1). 鋼管杭の材質は, STK490 とする  (2). 先端羽根の材質は, SM490A とする特記事項 : (1). 鋼管杭の材質は, STK490 とする  (2). 先端羽根の材質は, SM490A とする特記事項 : (1). 鋼管杭の材質は, STK490 とする  (2). 先端羽根の材質は, SM490A とする特記事項 : (1). 鋼管杭の材質は, STK490 とする  (2). 先端羽根の材質は, SM490A とする特記事項 : (1). 鋼管杭の材質は, STK490 とする  (2). 先端羽根の材質は, SM490A とする特記事項 : (1). 鋼管杭の材質は, STK490 とする  (2). 先端羽根の材質は, SM490A とする特記事項 : (1). 鋼管杭の材質は, STK490 とする  (2). 先端羽根の材質は, SM490A とする
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SCALESCALESCALESCALESCALESCALESCALE

共通事項共通事項共通事項共通事項共通事項共通事項共通事項

杭伏図杭伏図杭伏図杭伏図杭伏図杭伏図杭伏図

1.杭種：回転貫入鋼管杭1.杭種：回転貫入鋼管杭1.杭種：回転貫入鋼管杭1.杭種：回転貫入鋼管杭1.杭種：回転貫入鋼管杭1.杭種：回転貫入鋼管杭1.杭種：回転貫入鋼管杭

2.杭工法：ガイアＦ１パイル工法2.杭工法：ガイアＦ１パイル工法2.杭工法：ガイアＦ１パイル工法2.杭工法：ガイアＦ１パイル工法2.杭工法：ガイアＦ１パイル工法2.杭工法：ガイアＦ１パイル工法2.杭工法：ガイアＦ１パイル工法

5.杭施行は管理指針に基づいて適切な管理を施す5.杭施行は管理指針に基づいて適切な管理を施す5.杭施行は管理指針に基づいて適切な管理を施す5.杭施行は管理指針に基づいて適切な管理を施す5.杭施行は管理指針に基づいて適切な管理を施す5.杭施行は管理指針に基づいて適切な管理を施す5.杭施行は管理指針に基づいて適切な管理を施す

4.杭仕様は 右表による4.杭仕様は 右表による4.杭仕様は 右表による4.杭仕様は 右表による4.杭仕様は 右表による4.杭仕様は 右表による4.杭仕様は 右表による

SCALESCALESCALESCALESCALESCALESCALE

共通事項共通事項共通事項共通事項共通事項共通事項共通事項

SCALESCALESCALESCALESCALESCALESCALE

共通事項共通事項共通事項共通事項共通事項共通事項共通事項

基礎伏図、1階床梁伏図基礎伏図、1階床梁伏図基礎伏図、1階床梁伏図基礎伏図、1階床梁伏図基礎伏図、1階床梁伏図基礎伏図、1階床梁伏図基礎伏図、1階床梁伏図

1.特記なき地中梁天端は GL±0 とする1.特記なき地中梁天端は GL±0 とする1.特記なき地中梁天端は GL±0 とする1.特記なき地中梁天端は GL±0 とする1.特記なき地中梁天端は GL±0 とする1.特記なき地中梁天端は GL±0 とする1.特記なき地中梁天端は GL±0 とする

△RSL(水下)△RSL(水下)△RSL(水下)△RSL(水下)△RSL(水下)△RSL(水下)△RSL(水下)△RSL(水下)△RSL(水下)△RSL(水下)△RSL(水下)△RSL(水下)△RSL(水下)△RSL(水下)
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1/100(A1)、1/200(A3)1/100(A1)、1/200(A3)1/100(A1)、1/200(A3)1/100(A1)、1/200(A3)1/100(A1)、1/200(A3)1/100(A1)、1/200(A3)1/100(A1)、1/200(A3)1/100(A1)、1/200(A3)1/100(A1)、1/200(A3)1/100(A1)、1/200(A3)1/100(A1)、1/200(A3)1/100(A1)、1/200(A3)1/100(A1)、1/200(A3)1/100(A1)、1/200(A3)

1/100(A1)、1/200(A3)1/100(A1)、1/200(A3)1/100(A1)、1/200(A3)1/100(A1)、1/200(A3)1/100(A1)、1/200(A3)1/100(A1)、1/200(A3)1/100(A1)、1/200(A3)
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2.特記なき1階床は土間コンクリートとする2.特記なき1階床は土間コンクリートとする2.特記なき1階床は土間コンクリートとする2.特記なき1階床は土間コンクリートとする2.特記なき1階床は土間コンクリートとする2.特記なき1階床は土間コンクリートとする2.特記なき1階床は土間コンクリートとする

3.土間コンクリート天端レベルは意匠図による3.土間コンクリート天端レベルは意匠図による3.土間コンクリート天端レベルは意匠図による3.土間コンクリート天端レベルは意匠図による3.土間コンクリート天端レベルは意匠図による3.土間コンクリート天端レベルは意匠図による3.土間コンクリート天端レベルは意匠図による

4.　　　は土間コンクリート範囲を示す4.　　　は土間コンクリート範囲を示す4.　　　は土間コンクリート範囲を示す4.　　　は土間コンクリート範囲を示す4.　　　は土間コンクリート範囲を示す4.　　　は土間コンクリート範囲を示す4.　　　は土間コンクリート範囲を示す
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1.特記なき壁は W150 とする1.特記なき壁は W150 とする1.特記なき壁は W150 とする1.特記なき壁は W150 とする1.特記なき壁は W150 とする1.特記なき壁は W150 とする1.特記なき壁は W150 とする

3.特記なき梁、ｽﾗﾌﾞ天端は RSL(水上)＝GL+3,500 RSL(水下)＝GL+3,300 とする3.特記なき梁、ｽﾗﾌﾞ天端は RSL(水上)＝GL+3,500 RSL(水下)＝GL+3,300 とする3.特記なき梁、ｽﾗﾌﾞ天端は RSL(水上)＝GL+3,500 RSL(水下)＝GL+3,300 とする3.特記なき梁、ｽﾗﾌﾞ天端は RSL(水上)＝GL+3,500 RSL(水下)＝GL+3,300 とする3.特記なき梁、ｽﾗﾌﾞ天端は RSL(水上)＝GL+3,500 RSL(水下)＝GL+3,300 とする3.特記なき梁、ｽﾗﾌﾞ天端は RSL(水上)＝GL+3,500 RSL(水下)＝GL+3,300 とする3.特記なき梁、ｽﾗﾌﾞ天端は RSL(水上)＝GL+3,500 RSL(水下)＝GL+3,300 とする

4.(　)内数値はRSL(水上)からの部材天端レベルを示す4.(　)内数値はRSL(水上)からの部材天端レベルを示す4.(　)内数値はRSL(水上)からの部材天端レベルを示す4.(　)内数値はRSL(水上)からの部材天端レベルを示す4.(　)内数値はRSL(水上)からの部材天端レベルを示す4.(　)内数値はRSL(水上)からの部材天端レベルを示す4.(　)内数値はRSL(水上)からの部材天端レベルを示す

5. は雑壁を示す5.　　　は雑壁を示す5. は雑壁を示す5.　　　は雑壁を示す5. は雑壁を示す5.　　　は雑壁を示す5.　　　は雑壁を示す

6. は主筋方向を示す6.　　　は主筋方向を示す6. は主筋方向を示す6.　　　は主筋方向を示す6. は主筋方向を示す6.　　　は主筋方向を示す6.　　　は主筋方向を示す

2.　　　は CB150 を示す2.　　　は CB150 を示す2.　　　は CB150 を示す2.　　　は CB150 を示す2.　　　は CB150 を示す2.　　　は CB150 を示す2.　　　は CB150 を示す
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基礎・基礎梁リスト基礎・基礎梁リスト基礎・基礎梁リスト基礎・基礎梁リスト基礎・基礎梁リスト基礎・基礎梁リスト基礎・基礎梁リスト
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東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】
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特記なき限り特記なき限り特記なき限り特記なき限り特記なき限り特記なき限り特記なき限り

1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)
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共通事項共通事項共通事項共通事項共通事項共通事項共通事項

1. 特記なき限り下記による1. 特記なき限り下記による1. 特記なき限り下記による1. 特記なき限り下記による1. 特記なき限り下記による1. 特記なき限り下記による1. 特記なき限り下記による

100 100

砕石砕石砕石砕石砕石砕石砕石

捨てコン捨てコン捨てコン捨てコン捨てコン捨てコン捨てコン

SCALESCALESCALESCALESCALESCALESCALE

共通事項(基礎梁)共通事項(基礎梁)共通事項(基礎梁)共通事項(基礎梁)共通事項(基礎梁)共通事項(基礎梁)共通事項(基礎梁)
1/non1/non1/non1/non1/non1/non1/non

特記なき限り特記なき限り特記なき限り特記なき限り特記なき限り特記なき限り特記なき限り

1. コンクリート強度 Fc=24N/mm2　2. 鉄筋材質 (主筋)D16：SD295　D19：SD345　(スターラップ)D10：SD295　3. 幅止め筋 D10-@1,0001. コンクリート強度 Fc=24N/mm2　2. 鉄筋材質 (主筋)D16：SD295　D19：SD345　(スターラップ)D10：SD295　3. 幅止め筋 D10-@1,0001. コンクリート強度 Fc=24N/mm2　2. 鉄筋材質 (主筋)D16：SD295　D19：SD345　(スターラップ)D10：SD295　3. 幅止め筋 D10-@1,0001. コンクリート強度 Fc=24N/mm2　2. 鉄筋材質 (主筋)D16：SD295　D19：SD345　(スターラップ)D10：SD295　3. 幅止め筋 D10-@1,0001. コンクリート強度 Fc=24N/mm2　2. 鉄筋材質 (主筋)D16：SD295　D19：SD345　(スターラップ)D10：SD295　3. 幅止め筋 D10-@1,0001. コンクリート強度 Fc=24N/mm2　2. 鉄筋材質 (主筋)D16：SD295　D19：SD345　(スターラップ)D10：SD295　3. 幅止め筋 D10-@1,0001. コンクリート強度 Fc=24N/mm2　2. 鉄筋材質 (主筋)D16：SD295　D19：SD345　(スターラップ)D10：SD295　3. 幅止め筋 D10-@1,000

SCALESCALESCALESCALESCALESCALESCALE

基礎梁　リスト基礎梁　リスト基礎梁　リスト基礎梁　リスト基礎梁　リスト基礎梁　リスト基礎梁　リスト
1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)

 ただし，梁せい方向にずらして重ね継手は負荷とする ただし，梁せい方向にずらして重ね継手は負荷とする ただし，梁せい方向にずらして重ね継手は負荷とする ただし，梁せい方向にずらして重ね継手は負荷とする ただし，梁せい方向にずらして重ね継手は負荷とする ただし，梁せい方向にずらして重ね継手は負荷とする ただし，梁せい方向にずらして重ね継手は負荷とする
4. 基礎梁主筋の継手はかぶり厚さを確保できる場合，重ね継手を可とする4. 基礎梁主筋の継手はかぶり厚さを確保できる場合，重ね継手を可とする4. 基礎梁主筋の継手はかぶり厚さを確保できる場合，重ね継手を可とする4. 基礎梁主筋の継手はかぶり厚さを確保できる場合，重ね継手を可とする4. 基礎梁主筋の継手はかぶり厚さを確保できる場合，重ね継手を可とする4. 基礎梁主筋の継手はかぶり厚さを確保できる場合，重ね継手を可とする4. 基礎梁主筋の継手はかぶり厚さを確保できる場合，重ね継手を可とする

1.コンクリート材質  Fc24N/mm2  2.鉄筋材質  D13､D16：SD2951.コンクリート材質  Fc24N/mm2  2.鉄筋材質  D13､D16：SD2951.コンクリート材質  Fc24N/mm2  2.鉄筋材質  D13､D16：SD2951.コンクリート材質  Fc24N/mm2  2.鉄筋材質  D13､D16：SD2951.コンクリート材質  Fc24N/mm2  2.鉄筋材質  D13､D16：SD2951.コンクリート材質  Fc24N/mm2  2.鉄筋材質  D13､D16：SD2951.コンクリート材質  Fc24N/mm2  2.鉄筋材質  D13､D16：SD295
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SCALESCALESCALESCALESCALESCALESCALE

土間ｺﾝｸﾘ-ﾄ配筋図土間ｺﾝｸﾘ-ﾄ配筋図土間ｺﾝｸﾘ-ﾄ配筋図土間ｺﾝｸﾘ-ﾄ配筋図土間ｺﾝｸﾘ-ﾄ配筋図土間ｺﾝｸﾘ-ﾄ配筋図土間ｺﾝｸﾘ-ﾄ配筋図

砂利又は砕石敷き砂利又は砕石敷き砂利又は砕石敷き砂利又は砕石敷き砂利又は砕石敷き砂利又は砕石敷き砂利又は砕石敷き
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※約3.0m毎に収縮目地を設けること※約3.0m毎に収縮目地を設けること※約3.0m毎に収縮目地を設けること※約3.0m毎に収縮目地を設けること※約3.0m毎に収縮目地を設けること※約3.0m毎に収縮目地を設けること※約3.0m毎に収縮目地を設けること

十分締め固めること十分締め固めること十分締め固めること十分締め固めること十分締め固めること十分締め固めること十分締め固めること

※砕石撒き出し前に,原地盤の転圧を行い,※砕石撒き出し前に,原地盤の転圧を行い,※砕石撒き出し前に,原地盤の転圧を行い,※砕石撒き出し前に,原地盤の転圧を行い,※砕石撒き出し前に,原地盤の転圧を行い,※砕石撒き出し前に,原地盤の転圧を行い,※砕石撒き出し前に,原地盤の転圧を行い,

1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)
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所 在 地所 在 地所 在 地所 在 地所 在 地所 在 地所 在 地

資格者氏名資格者氏名資格者氏名資格者氏名資格者氏名資格者氏名資格者氏名

登 録 番 号登 録 番 号登 録 番 号登 録 番 号登 録 番 号登 録 番 号登 録 番 号

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称

工事場所工事場所工事場所工事場所工事場所工事場所工事場所

管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士 設 計設 計設 計設 計設 計設 計設 計 製 図製 図製 図製 図製 図製 図製 図

工事年度工事年度工事年度工事年度工事年度工事年度工事年度

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称

図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号

縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺

名 称名 称名 称名 称名 称名 称名 称

検 印検 印検 印検 印検 印検 印検 印

設
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設
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発注機関発注機関発注機関発注機関発注機関発注機関発注機関

摘　　要摘　　要摘　　要摘　　要摘　　要摘　　要摘　　要

有限会社　結　設　計有限会社　結　設　計有限会社　結　設　計有限会社　結　設　計有限会社　結　設　計有限会社　結　設　計有限会社　結　設　計

又吉　大輔　第369342号又吉　大輔　第369342号又吉　大輔　第369342号又吉　大輔　第369342号又吉　大輔　第369342号又吉　大輔　第369342号又吉　大輔　第369342号

第123-3734号第123-3734号第123-3734号第123-3734号第123-3734号第123-3734号第123-3734号

名護市宮里三丁目29番15号名護市宮里三丁目29番15号名護市宮里三丁目29番15号名護市宮里三丁目29番15号名護市宮里三丁目29番15号名護市宮里三丁目29番15号名護市宮里三丁目29番15号

沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2

東村役場　農林水産課東村役場　農林水産課東村役場　農林水産課東村役場　農林水産課東村役場　農林水産課東村役場　農林水産課東村役場　農林水産課

ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸

一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号

構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号

A1＝1：30　A3＝1：60A1＝1：30　A3＝1：60A1＝1：30　A3＝1：60A1＝1：30　A3＝1：60A1＝1：30　A3＝1：60A1＝1：30　A3＝1：60A1＝1：30　A3＝1：60

壁梁・小梁・スラブ・壁リスト壁梁・小梁・スラブ・壁リスト壁梁・小梁・スラブ・壁リスト壁梁・小梁・スラブ・壁リスト壁梁・小梁・スラブ・壁リスト壁梁・小梁・スラブ・壁リスト壁梁・小梁・スラブ・壁リスト

Ｓ－３０２Ｓ－３０２Ｓ－３０２Ｓ－３０２Ｓ－３０２Ｓ－３０２Ｓ－３０２

東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】東村産業支援住宅新築工事【Ｃ棟】

SCALESCALESCALESCALESCALESCALESCALE

壁梁　リスト壁梁　リスト壁梁　リスト壁梁　リスト壁梁　リスト壁梁　リスト壁梁　リスト

特記なき限り特記なき限り特記なき限り特記なき限り特記なき限り特記なき限り特記なき限り

位　置位　置位　置位　置位　置位　置位　置 全断面全断面全断面全断面全断面全断面全断面 全断面全断面全断面全断面全断面全断面全断面 全断面全断面全断面全断面全断面全断面全断面

符　号符　号符　号符　号符　号符　号符　号 RG2RG2RG2RG2RG2RG2RG2RG1RG1RG1RG1RG1RG1RG1 RG3RG3RG3RG3RG3RG3RG3
全断面全断面全断面全断面全断面全断面全断面

RG4RG4RG4RG4RG4RG4RG4

45
0

65
0

1,
00

0

150

150

200

65
0

150

上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋

下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋

ＳＴＰＳＴＰＳＴＰＳＴＰＳＴＰＳＴＰＳＴＰ

1-D101-D101-D101-D101-D101-D101-D10腹 筋腹 筋腹 筋腹 筋腹 筋腹 筋腹 筋

備 考備 考備 考備 考備 考備 考備 考 ―――――――――――――――――――――

2-D102-D102-D102-D102-D102-D102-D10

2-D162-D162-D162-D162-D162-D162-D16

2-D162-D162-D162-D162-D162-D162-D16

2-D102-D102-D102-D102-D102-D102-D10

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

2-D192-D192-D192-D192-D192-D192-D19

4-D194-D194-D194-D194-D194-D194-D19

-D10-＠200-D10-＠200-D10-＠200-D10-＠200-D10-＠200-D10-＠200-D10-＠200-D10-＠200-D10-＠200-D10-＠200-D10-＠200-D10-＠200-D10-＠200-D10-＠200-D10-＠200-D10-＠200-D10-＠200-D10-＠200-D10-＠200-D10-＠200-D10-＠200-D10-＠200-D10-＠200-D10-＠200-D10-＠200-D10-＠200-D10-＠200-D10-＠200

8-D108-D108-D108-D108-D108-D108-D10

R 階R 階R 階R 階R 階R 階R 階

―――――――

1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)

位　置位　置位　置位　置位　置位　置位　置

符　号符　号符　号符　号符　号符　号符　号

全断面全断面全断面全断面全断面全断面全断面

b1b1b1b1b1b1b1 b2b2b2b2b2b2b2

SCALESCALESCALESCALESCALESCALESCALE

小梁　リスト小梁　リスト小梁　リスト小梁　リスト小梁　リスト小梁　リスト小梁　リスト

特記なき限り特記なき限り特記なき限り特記なき限り特記なき限り特記なき限り特記なき限り

45
0

150

50
0

150

1. 鉄筋材質 (主筋)D16：SD295　D19：SD345　(ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ)D10：SD2951. 鉄筋材質 (主筋)D16：SD295　D19：SD345　(ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ)D10：SD2951. 鉄筋材質 (主筋)D16：SD295　D19：SD345　(ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ)D10：SD2951. 鉄筋材質 (主筋)D16：SD295　D19：SD345　(ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ)D10：SD2951. 鉄筋材質 (主筋)D16：SD295　D19：SD345　(ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ)D10：SD2951. 鉄筋材質 (主筋)D16：SD295　D19：SD345　(ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ)D10：SD2951. 鉄筋材質 (主筋)D16：SD295　D19：SD345　(ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ)D10：SD295

上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋

下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋

ＳＴＰＳＴＰＳＴＰＳＴＰＳＴＰＳＴＰＳＴＰ

腹 筋腹 筋腹 筋腹 筋腹 筋腹 筋腹 筋

備 考備 考備 考備 考備 考備 考備 考 ―――――――

1-D101-D101-D101-D101-D101-D101-D10

―――――――

1-D101-D101-D101-D101-D101-D101-D10

2-D192-D192-D192-D192-D192-D192-D19

2-D192-D192-D192-D192-D192-D192-D19

2-D162-D162-D162-D162-D162-D162-D16

2-D162-D162-D162-D162-D162-D162-D16

1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)

-D10-＠200-D10-＠200-D10-＠200-D10-＠200-D10-＠200-D10-＠200-D10-＠200 -D10-＠200-D10-＠200-D10-＠200-D10-＠200-D10-＠200-D10-＠200-D10-＠200

スラブ筋受要領スラブ筋受要領スラブ筋受要領スラブ筋受要領スラブ筋受要領スラブ筋受要領スラブ筋受要領
SCALESCALESCALESCALESCALESCALESCALE

受筋 D13受筋 D13受筋 D13受筋 D13受筋 D13受筋 D13受筋 D13 受筋 D13受筋 D13受筋 D13受筋 D13受筋 D13受筋 D13受筋 D13

受筋 D13受筋 D13受筋 D13受筋 D13受筋 D13受筋 D13受筋 D13 受筋 D13受筋 D13受筋 D13受筋 D13受筋 D13受筋 D13受筋 D13

受筋 D13受筋 D13受筋 D13受筋 D13受筋 D13受筋 D13受筋 D13

SLSLSLSLSLSLSL SLSLSLSLSLSLSL

SLSLSLSLSLSLSLSLSLSLSLSLSLSL

SCALESCALESCALESCALESCALESCALESCALE

壁　リスト壁　リスト壁　リスト壁　リスト壁　リスト壁　リスト壁　リスト

符 号符 号符 号符 号符 号符 号符 号

150 150

W150W150W150W150W150W150W150W150aW150aW150aW150aW150aW150aW150a

120 200100

特記なき限り特記なき限り特記なき限り特記なき限り特記なき限り特記なき限り特記なき限り

 1. 鉄筋材質 (主筋)D10～D13：SD295  2. S:シングル　TD:チドリダブル　D:ダブル　　3. 幅止め筋 D10＠1,000 1. 鉄筋材質 (主筋)D10～D13：SD295  2. S:シングル　TD:チドリダブル　D:ダブル　　3. 幅止め筋 D10＠1,000 1. 鉄筋材質 (主筋)D10～D13：SD295  2. S:シングル　TD:チドリダブル　D:ダブル　　3. 幅止め筋 D10＠1,000 1. 鉄筋材質 (主筋)D10～D13：SD295  2. S:シングル　TD:チドリダブル　D:ダブル　　3. 幅止め筋 D10＠1,000 1. 鉄筋材質 (主筋)D10～D13：SD295  2. S:シングル　TD:チドリダブル　D:ダブル　　3. 幅止め筋 D10＠1,000 1. 鉄筋材質 (主筋)D10～D13：SD295  2. S:シングル　TD:チドリダブル　D:ダブル　　3. 幅止め筋 D10＠1,000 1. 鉄筋材質 (主筋)D10～D13：SD295  2. S:シングル　TD:チドリダブル　D:ダブル　　3. 幅止め筋 D10＠1,000

1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)

W200W200W200W200W200W200W200CB150CB150CB150CB150CB150CB150CB150CB100CB100CB100CB100CB100CB100CB100

横 筋横 筋横 筋横 筋横 筋横 筋横 筋

縦 筋縦 筋縦 筋縦 筋縦 筋縦 筋縦 筋

横横横横横横横

斜め斜め斜め斜め斜め斜め斜め

縦縦縦縦縦縦縦

開 口開 口開 口開 口開 口開 口開 口
補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋

1-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D13

D10@200(S)D10@200(S)D10@200(S)D10@200(S)D10@200(S)D10@200(S)D10@200(S)

D13@200(S)D13@200(S)D13@200(S)D13@200(S)D13@200(S)D13@200(S)D13@200(S)

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

D10@200(S)D10@200(S)D10@200(S)D10@200(S)D10@200(S)D10@200(S)D10@200(S)

D10@200(S)D10@200(S)D10@200(S)D10@200(S)D10@200(S)D10@200(S)D10@200(S)

1-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D13

D10@200(D)D10@200(D)D10@200(D)D10@200(D)D10@200(D)D10@200(D)D10@200(D)

1-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D13

－－－－－－－

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

－－－－－－－

D10@200(D)D10@200(D)D10@200(D)D10@200(D)D10@200(D)D10@200(D)D10@200(D)

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

－－－－－－－

－－－－－－－

D10@400(S)D10@400(S)D10@400(S)D10@400(S)D10@400(S)D10@400(S)D10@400(S) D10@400(S)D10@400(S)D10@400(S)D10@400(S)D10@400(S)D10@400(S)D10@400(S)

D10@600(S)D10@600(S)D10@600(S)D10@600(S)D10@600(S)D10@600(S)D10@600(S) D10@600(S)D10@600(S)D10@600(S)D10@600(S)D10@600(S)D10@600(S)D10@600(S)

1-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D13

(鉛直断面)(鉛直断面)(鉛直断面)(鉛直断面)(鉛直断面)(鉛直断面)(鉛直断面)
断 面断 面断 面断 面断 面断 面断 面

開口部補強筋要領図開口部補強筋要領図開口部補強筋要領図開口部補強筋要領図開口部補強筋要領図開口部補強筋要領図開口部補強筋要領図

※縦補強筋は曲げ補強筋と同様の定着・継手とする※縦補強筋は曲げ補強筋と同様の定着・継手とする※縦補強筋は曲げ補強筋と同様の定着・継手とする※縦補強筋は曲げ補強筋と同様の定着・継手とする※縦補強筋は曲げ補強筋と同様の定着・継手とする※縦補強筋は曲げ補強筋と同様の定着・継手とする※縦補強筋は曲げ補強筋と同様の定着・継手とする

壁梁主筋または壁梁主筋または壁梁主筋または壁梁主筋または壁梁主筋または壁梁主筋または壁梁主筋または

▽RSL▽RSL▽RSL▽RSL▽RSL▽RSL▽RSL

梁梁梁梁梁梁梁

▽SL▽SL▽SL▽SL▽SL▽SL▽SL
直線定着可直線定着可直線定着可直線定着可直線定着可直線定着可直線定着可

壁曲げ補強筋（縦筋）壁曲げ補強筋（縦筋）壁曲げ補強筋（縦筋）壁曲げ補強筋（縦筋）壁曲げ補強筋（縦筋）壁曲げ補強筋（縦筋）壁曲げ補強筋（縦筋）
注）定着は標準仕様書注）定着は標準仕様書注）定着は標準仕様書注）定着は標準仕様書注）定着は標準仕様書注）定着は標準仕様書注）定着は標準仕様書

　による　による　による　による　による　による　による

L2L2L2L2L2L2L2

L2L2L2L2L2L2L2

L2L2L2L2L2L2L2

一般階の場合一般階の場合一般階の場合一般階の場合一般階の場合一般階の場合一般階の場合

スラブ交差部補強筋スラブ交差部補強筋スラブ交差部補強筋スラブ交差部補強筋スラブ交差部補強筋スラブ交差部補強筋スラブ交差部補強筋

曲げ補強筋要領図曲げ補強筋要領図曲げ補強筋要領図曲げ補強筋要領図曲げ補強筋要領図曲げ補強筋要領図曲げ補強筋要領図

耐力壁Ｔ交差部耐力壁Ｔ交差部耐力壁Ｔ交差部耐力壁Ｔ交差部耐力壁Ｔ交差部耐力壁Ｔ交差部耐力壁Ｔ交差部

耐力壁Ｌ交差部耐力壁Ｌ交差部耐力壁Ｌ交差部耐力壁Ｌ交差部耐力壁Ｌ交差部耐力壁Ｌ交差部耐力壁Ｌ交差部

耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部耐力壁端部

ｼﾝｸﾞﾙ配筋ｼﾝｸﾞﾙ配筋ｼﾝｸﾞﾙ配筋ｼﾝｸﾞﾙ配筋ｼﾝｸﾞﾙ配筋ｼﾝｸﾞﾙ配筋ｼﾝｸﾞﾙ配筋 ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋 ｼﾝｸﾞﾙ-ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋ｼﾝｸﾞﾙ-ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋ｼﾝｸﾞﾙ-ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋ｼﾝｸﾞﾙ-ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋ｼﾝｸﾞﾙ-ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋ｼﾝｸﾞﾙ-ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋ｼﾝｸﾞﾙ-ﾀﾞﾌﾞﾙ配筋

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

4-D134-D134-D134-D134-D134-D134-D13

4-D134-D134-D134-D134-D134-D134-D13

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

※基礎梁の場合は「S-003、S-004」参照※基礎梁の場合は「S-003、S-004」参照※基礎梁の場合は「S-003、S-004」参照※基礎梁の場合は「S-003、S-004」参照※基礎梁の場合は「S-003、S-004」参照※基礎梁の場合は「S-003、S-004」参照※基礎梁の場合は「S-003、S-004」参照

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

※コーナー部はコンクリート充填とする※コーナー部はコンクリート充填とする※コーナー部はコンクリート充填とする※コーナー部はコンクリート充填とする※コーナー部はコンクリート充填とする※コーナー部はコンクリート充填とする※コーナー部はコンクリート充填とする

CB壁CB壁CB壁CB壁CB壁CB壁CB壁 ※CB150以下の耐力壁縦筋は空洞部内で重ね継ぎをしてはならない。※CB150以下の耐力壁縦筋は空洞部内で重ね継ぎをしてはならない。※CB150以下の耐力壁縦筋は空洞部内で重ね継ぎをしてはならない。※CB150以下の耐力壁縦筋は空洞部内で重ね継ぎをしてはならない。※CB150以下の耐力壁縦筋は空洞部内で重ね継ぎをしてはならない。※CB150以下の耐力壁縦筋は空洞部内で重ね継ぎをしてはならない。※CB150以下の耐力壁縦筋は空洞部内で重ね継ぎをしてはならない。

開口部開口部開口部開口部開口部開口部開口部

横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋

横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋

縦
筋
縦
筋
縦
筋
縦
筋
縦
筋
縦
筋
縦
筋

ｈｈｈｈｈｈｈ

階階階階階階階

1階1階1階1階1階1階1階

ｈ≦1.5ｍｈ≦1.5ｍｈ≦1.5ｍｈ≦1.5ｍｈ≦1.5ｍｈ≦1.5ｍｈ≦1.5ｍ 1.5ｍ＜ｈ≦2.4ｍ1.5ｍ＜ｈ≦2.4ｍ1.5ｍ＜ｈ≦2.4ｍ1.5ｍ＜ｈ≦2.4ｍ1.5ｍ＜ｈ≦2.4ｍ1.5ｍ＜ｈ≦2.4ｍ1.5ｍ＜ｈ≦2.4ｍ ｈ＞2.4ｍｈ＞2.4ｍｈ＞2.4ｍｈ＞2.4ｍｈ＞2.4ｍｈ＞2.4ｍｈ＞2.4ｍ

1-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D13 1-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D13

字形交差部字形交差部字形交差部字形交差部字形交差部字形交差部字形交差部

の縦筋の縦筋の縦筋の縦筋の縦筋の縦筋の縦筋

開口部上縁開口部上縁開口部上縁開口部上縁開口部上縁開口部上縁開口部上縁

および下縁および下縁および下縁および下縁および下縁および下縁および下縁

の横筋の横筋の横筋の横筋の横筋の横筋の横筋

耐力壁の十耐力壁の十耐力壁の十耐力壁の十耐力壁の十耐力壁の十耐力壁の十耐力壁の端部およびＬ型、耐力壁の端部およびＬ型、耐力壁の端部およびＬ型、耐力壁の端部およびＬ型、耐力壁の端部およびＬ型、耐力壁の端部およびＬ型、耐力壁の端部およびＬ型、

Ｔ型交差部の縦筋Ｔ型交差部の縦筋Ｔ型交差部の縦筋Ｔ型交差部の縦筋Ｔ型交差部の縦筋Ｔ型交差部の縦筋Ｔ型交差部の縦筋

1-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D13 1-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D13

ｈ：その壁の端部にある開口部高さｈ：その壁の端部にある開口部高さｈ：その壁の端部にある開口部高さｈ：その壁の端部にある開口部高さｈ：その壁の端部にある開口部高さｈ：その壁の端部にある開口部高さｈ：その壁の端部にある開口部高さ

交差部縦筋交差部縦筋交差部縦筋交差部縦筋交差部縦筋交差部縦筋交差部縦筋

横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋

Ｔ型交差部Ｔ型交差部Ｔ型交差部Ｔ型交差部Ｔ型交差部Ｔ型交差部Ｔ型交差部Ｌ型交差部Ｌ型交差部Ｌ型交差部Ｌ型交差部Ｌ型交差部Ｌ型交差部Ｌ型交差部端部端部端部端部端部端部端部

交差部縦筋交差部縦筋交差部縦筋交差部縦筋交差部縦筋交差部縦筋交差部縦筋

横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋

端部縦筋端部縦筋端部縦筋端部縦筋端部縦筋端部縦筋端部縦筋

ｺﾝｸﾘｰﾄ充填ｺﾝｸﾘｰﾄ充填ｺﾝｸﾘｰﾄ充填ｺﾝｸﾘｰﾄ充填ｺﾝｸﾘｰﾄ充填ｺﾝｸﾘｰﾄ充填ｺﾝｸﾘｰﾄ充填 ｺﾝｸﾘｰﾄ充填ｺﾝｸﾘｰﾄ充填ｺﾝｸﾘｰﾄ充填ｺﾝｸﾘｰﾄ充填ｺﾝｸﾘｰﾄ充填ｺﾝｸﾘｰﾄ充填ｺﾝｸﾘｰﾄ充填 ｺﾝｸﾘｰﾄ充填ｺﾝｸﾘｰﾄ充填ｺﾝｸﾘｰﾄ充填ｺﾝｸﾘｰﾄ充填ｺﾝｸﾘｰﾄ充填ｺﾝｸﾘｰﾄ充填ｺﾝｸﾘｰﾄ充填

WRC壁WRC壁WRC壁WRC壁WRC壁WRC壁WRC壁

備考備考備考備考備考備考備考記号記号記号記号記号記号記号 厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ 位置位置位置位置位置位置位置

150150150150150150150

短辺方向短辺方向短辺方向短辺方向短辺方向短辺方向短辺方向 長辺方向長辺方向長辺方向長辺方向長辺方向長辺方向長辺方向

上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋

下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋

上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋

下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋

SCALESCALESCALESCALESCALESCALESCALE
特記なき限り特記なき限り特記なき限り特記なき限り特記なき限り特記なき限り特記なき限り

1. 鉄筋材質  D10,D13：SD2951. 鉄筋材質  D10,D13：SD2951. 鉄筋材質  D10,D13：SD2951. 鉄筋材質  D10,D13：SD2951. 鉄筋材質  D10,D13：SD2951. 鉄筋材質  D10,D13：SD2951. 鉄筋材質  D10,D13：SD295

スラブ　リストスラブ　リストスラブ　リストスラブ　リストスラブ　リストスラブ　リストスラブ　リスト
1/non1/non1/non1/non1/non1/non1/non

150150150150150150150

S150S150S150S150S150S150S150

S150AS150AS150AS150AS150AS150AS150A

D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200

D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200

D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200

D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200

D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200

D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200

D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200

備考備考備考備考備考備考備考記号記号記号記号記号記号記号 厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ 位置位置位置位置位置位置位置 長辺方向長辺方向長辺方向長辺方向長辺方向長辺方向長辺方向短辺方向短辺方向短辺方向短辺方向短辺方向短辺方向短辺方向
（主筋方向）（主筋方向）（主筋方向）（主筋方向）（主筋方向）（主筋方向）（主筋方向） （配力筋方向）（配力筋方向）（配力筋方向）（配力筋方向）（配力筋方向）（配力筋方向）（配力筋方向）

SCALESCALESCALESCALESCALESCALESCALE
特記なき限り特記なき限り特記なき限り特記なき限り特記なき限り特記なき限り特記なき限り

1. 鉄筋材質  D10,D13：SD2951. 鉄筋材質  D10,D13：SD2951. 鉄筋材質  D10,D13：SD2951. 鉄筋材質  D10,D13：SD2951. 鉄筋材質  D10,D13：SD2951. 鉄筋材質  D10,D13：SD2951. 鉄筋材質  D10,D13：SD295

片持スラブ　リスト片持スラブ　リスト片持スラブ　リスト片持スラブ　リスト片持スラブ　リスト片持スラブ　リスト片持スラブ　リスト
1/non1/non1/non1/non1/non1/non1/non

上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋

下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋

D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200

D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200
CS150CS150CS150CS150CS150CS150CS150 150150150150150150150

D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200

D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200

L2L2L2L2L2L2L2

L2L2L2L2L2L2L2

L2L2L2L2L2L2L2

R 階R 階R 階R 階R 階R 階R 階

1/non1/non1/non1/non1/non1/non1/non

上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋

下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋 D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200

D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200
S160S160S160S160S160S160S160 160160160160160160160

D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200

全断面全断面全断面全断面全断面全断面全断面

1. 鉄筋材質 (主筋)D13、D16：SD295　D19：SD345　(ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ)D10：SD295　　2. 幅止め筋 D10＠1,0001. 鉄筋材質 (主筋)D13、D16：SD295　D19：SD345　(ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ)D10：SD295　　2. 幅止め筋 D10＠1,0001. 鉄筋材質 (主筋)D13、D16：SD295　D19：SD345　(ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ)D10：SD295　　2. 幅止め筋 D10＠1,0001. 鉄筋材質 (主筋)D13、D16：SD295　D19：SD345　(ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ)D10：SD295　　2. 幅止め筋 D10＠1,0001. 鉄筋材質 (主筋)D13、D16：SD295　D19：SD345　(ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ)D10：SD295　　2. 幅止め筋 D10＠1,0001. 鉄筋材質 (主筋)D13、D16：SD295　D19：SD345　(ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ)D10：SD295　　2. 幅止め筋 D10＠1,0001. 鉄筋材質 (主筋)D13、D16：SD295　D19：SD345　(ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ)D10：SD295　　2. 幅止め筋 D10＠1,000

上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋

下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋
CS160CS160CS160CS160CS160CS160CS160

D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200

D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200

上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋

下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋

D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200

D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200
CS170CS170CS170CS170CS170CS170CS170 170～150170～150170～150170～150170～150170～150170～150

D13＠150D13＠150D13＠150D13＠150D13＠150D13＠150D13＠150

D10＠150D10＠150D10＠150D10＠150D10＠150D10＠150D10＠150

160～150160～150160～150160～150160～150160～150160～150
D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200D10,D13＠200

D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200D10＠200

上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋

下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋
170～150170～150170～150170～150170～150170～150170～150CS170ACS170ACS170ACS170ACS170ACS170ACS170A

D10＠100D10＠100D10＠100D10＠100D10＠100D10＠100D10＠100

上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋

下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋
150150150150150150150CS150ACS150ACS150ACS150ACS150ACS150ACS150A

D10＠100D10＠100D10＠100D10＠100D10＠100D10＠100D10＠100

D10＠100D10＠100D10＠100D10＠100D10＠100D10＠100D10＠100

D10＠100D10＠100D10＠100D10＠100D10＠100D10＠100D10＠100

D10＠100D10＠100D10＠100D10＠100D10＠100D10＠100D10＠100

D10＠100D10＠100D10＠100D10＠100D10＠100D10＠100D10＠100

D10＠100D10＠100D10＠100D10＠100D10＠100D10＠100D10＠100

D10＠100D10＠100D10＠100D10＠100D10＠100D10＠100D10＠100

令和８年度



所 在 地所 在 地所 在 地所 在 地所 在 地所 在 地所 在 地

資格者氏名資格者氏名資格者氏名資格者氏名資格者氏名資格者氏名資格者氏名

登 録 番 号登 録 番 号登 録 番 号登 録 番 号登 録 番 号登 録 番 号登 録 番 号

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称

工事場所工事場所工事場所工事場所工事場所工事場所工事場所

管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士管理建築士 設 計設 計設 計設 計設 計設 計設 計 製 図製 図製 図製 図製 図製 図製 図

工事年度工事年度工事年度工事年度工事年度工事年度工事年度

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称

図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号

縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺縮 尺

名 称名 称名 称名 称名 称名 称名 称

検 印検 印検 印検 印検 印検 印検 印

設

計

者

設

計

者

設

計

者

設

計

者

設

計

者

設

計

者

設

計

者

発注機関発注機関発注機関発注機関発注機関発注機関発注機関

摘　　要摘　　要摘　　要摘　　要摘　　要摘　　要摘　　要

有限会社　結　設　計有限会社　結　設　計有限会社　結　設　計有限会社　結　設　計有限会社　結　設　計有限会社　結　設　計有限会社　結　設　計

又吉　大輔　第369342号又吉　大輔　第369342号又吉　大輔　第369342号又吉　大輔　第369342号又吉　大輔　第369342号又吉　大輔　第369342号又吉　大輔　第369342号

第123-3734号第123-3734号第123-3734号第123-3734号第123-3734号第123-3734号第123-3734号

名護市宮里三丁目29番15号名護市宮里三丁目29番15号名護市宮里三丁目29番15号名護市宮里三丁目29番15号名護市宮里三丁目29番15号名護市宮里三丁目29番15号名護市宮里三丁目29番15号

沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2沖縄県東村字有銘499番2

東村役場　農林水産課東村役場　農林水産課東村役場　農林水産課東村役場　農林水産課東村役場　農林水産課東村役場　農林水産課東村役場　農林水産課

ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸ライサス一級建築士事務所　戸　倉　雅　幸

一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号一級建築士 建設大臣登録 第 250479 号

構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号構造設計一級建築士証 交付番号 第 7531 号
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部分詳細図部分詳細図部分詳細図部分詳細図部分詳細図部分詳細図部分詳細図
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土間コンクリートと基礎梁の接合要領土間コンクリートと基礎梁の接合要領土間コンクリートと基礎梁の接合要領土間コンクリートと基礎梁の接合要領土間コンクリートと基礎梁の接合要領土間コンクリートと基礎梁の接合要領土間コンクリートと基礎梁の接合要領

置きスラブ形式の場合置きスラブ形式の場合置きスラブ形式の場合置きスラブ形式の場合置きスラブ形式の場合置きスラブ形式の場合置きスラブ形式の場合 増打コンクリート補強要領共通事項増打コンクリート補強要領共通事項増打コンクリート補強要領共通事項増打コンクリート補強要領共通事項増打コンクリート補強要領共通事項増打コンクリート補強要領共通事項増打コンクリート補強要領共通事項
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土間コンクリート天端と基礎梁天端のレベル差が250mm以下の場合土間コンクリート天端と基礎梁天端のレベル差が250mm以下の場合土間コンクリート天端と基礎梁天端のレベル差が250mm以下の場合土間コンクリート天端と基礎梁天端のレベル差が250mm以下の場合土間コンクリート天端と基礎梁天端のレベル差が250mm以下の場合土間コンクリート天端と基礎梁天端のレベル差が250mm以下の場合土間コンクリート天端と基礎梁天端のレベル差が250mm以下の場合
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土間コンクリート天端と基礎梁天端のレベル差が350mm以下の場合土間コンクリート天端と基礎梁天端のレベル差が350mm以下の場合土間コンクリート天端と基礎梁天端のレベル差が350mm以下の場合土間コンクリート天端と基礎梁天端のレベル差が350mm以下の場合土間コンクリート天端と基礎梁天端のレベル差が350mm以下の場合土間コンクリート天端と基礎梁天端のレベル差が350mm以下の場合土間コンクリート天端と基礎梁天端のレベル差が350mm以下の場合
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躯体コンクリート強度で躯体コンクリート強度で躯体コンクリート強度で躯体コンクリート強度で躯体コンクリート強度で躯体コンクリート強度で躯体コンクリート強度で
打設すること．打設すること．打設すること．打設すること．打設すること．打設すること．打設すること．

(土間コンクリートの強度で(土間コンクリートの強度で(土間コンクリートの強度で(土間コンクリートの強度で(土間コンクリートの強度で(土間コンクリートの強度で(土間コンクリートの強度で
打設しない．)打設しない．)打設しない．)打設しない．)打設しない．)打設しない．)打設しない．)

片持ちスラブと土間コンクリートの場合の取合い片持ちスラブと土間コンクリートの場合の取合い片持ちスラブと土間コンクリートの場合の取合い片持ちスラブと土間コンクリートの場合の取合い片持ちスラブと土間コンクリートの場合の取合い片持ちスラブと土間コンクリートの場合の取合い片持ちスラブと土間コンクリートの場合の取合い

(土間コンクリートの強度で(土間コンクリートの強度で(土間コンクリートの強度で(土間コンクリートの強度で(土間コンクリートの強度で(土間コンクリートの強度で(土間コンクリートの強度で
打設すること．打設すること．打設すること．打設すること．打設すること．打設すること．打設すること．

躯体コンクリート強度で躯体コンクリート強度で躯体コンクリート強度で躯体コンクリート強度で躯体コンクリート強度で躯体コンクリート強度で躯体コンクリート強度で

打設しない．)打設しない．)打設しない．)打設しない．)打設しない．)打設しない．)打設しない．)
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土間配筋土間配筋土間配筋土間配筋土間配筋土間配筋土間配筋

基礎梁を設けない基礎梁を設けない基礎梁を設けない基礎梁を設けない基礎梁を設けない基礎梁を設けない基礎梁を設けない
雑壁(RC壁，CB壁)雑壁(RC壁，CB壁)雑壁(RC壁，CB壁)雑壁(RC壁，CB壁)雑壁(RC壁，CB壁)雑壁(RC壁，CB壁)雑壁(RC壁，CB壁)
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土間コンクリート補強要領土間コンクリート補強要領土間コンクリート補強要領土間コンクリート補強要領土間コンクリート補強要領土間コンクリート補強要領土間コンクリート補強要領

外周部　補強要領外周部　補強要領外周部　補強要領外周部　補強要領外周部　補強要領外周部　補強要領外周部　補強要領 雑壁下部　補強要領雑壁下部　補強要領雑壁下部　補強要領雑壁下部　補強要領雑壁下部　補強要領雑壁下部　補強要領雑壁下部　補強要領

増打コンクリート補強要領増打コンクリート補強要領増打コンクリート補強要領増打コンクリート補強要領増打コンクリート補強要領増打コンクリート補強要領増打コンクリート補強要領

一般的な場合一般的な場合一般的な場合一般的な場合一般的な場合一般的な場合一般的な場合

庇先端の場合庇先端の場合庇先端の場合庇先端の場合庇先端の場合庇先端の場合庇先端の場合

手摺り配筋詳細図手摺り配筋詳細図手摺り配筋詳細図手摺り配筋詳細図手摺り配筋詳細図手摺り配筋詳細図手摺り配筋詳細図

パラペット配筋図パラペット配筋図パラペット配筋図パラペット配筋図パラペット配筋図パラペット配筋図パラペット配筋図 小庇配筋図小庇配筋図小庇配筋図小庇配筋図小庇配筋図小庇配筋図小庇配筋図
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補強筋①補強筋①補強筋①補強筋①補強筋①補強筋①補強筋① 材質材質材質材質材質材質材質

D25D25D25D25D25D25D25

D19D19D19D19D19D19D19

D16D16D16D16D16D16D16 SD295SD295SD295SD295SD295SD295SD295

SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

柱または梁の主筋柱または梁の主筋柱または梁の主筋柱または梁の主筋柱または梁の主筋柱または梁の主筋柱または梁の主筋

D16～D22D16～D22D16～D22D16～D22D16～D22D16～D22D16～D22

D25，D29D25，D29D25，D29D25，D29D25，D29D25，D29D25，D29

D32以上D32以上D32以上D32以上D32以上D32以上D32以上

備　考備　考備　考備　考備　考備　考備　考

梁　増打コンクリート補強要領梁　増打コンクリート補強要領梁　増打コンクリート補強要領梁　増打コンクリート補強要領梁　増打コンクリート補強要領梁　増打コンクリート補強要領梁　増打コンクリート補強要領

柱　増打コンクリート補強要領柱　増打コンクリート補強要領柱　増打コンクリート補強要領柱　増打コンクリート補強要領柱　増打コンクリート補強要領柱　増打コンクリート補強要領柱　増打コンクリート補強要領

(c)　軸方向補強筋(補強筋①)の定着は，15d(d:鉄筋の呼び径)とする．(c)　軸方向補強筋(補強筋①)の定着は，15d(d:鉄筋の呼び径)とする．(c)　軸方向補強筋(補強筋①)の定着は，15d(d:鉄筋の呼び径)とする．(c)　軸方向補強筋(補強筋①)の定着は，15d(d:鉄筋の呼び径)とする．(c)　軸方向補強筋(補強筋①)の定着は，15d(d:鉄筋の呼び径)とする．(c)　軸方向補強筋(補強筋①)の定着は，15d(d:鉄筋の呼び径)とする．(c)　軸方向補強筋(補強筋①)の定着は，15d(d:鉄筋の呼び径)とする．

軸方向補強筋(補強筋①)軸方向補強筋(補強筋①)軸方向補強筋(補強筋①)軸方向補強筋(補強筋①)軸方向補強筋(補強筋①)軸方向補強筋(補強筋①)軸方向補強筋(補強筋①)

(a)　増打コンクリートの補強は，原則，以下の要領による．(a)　増打コンクリートの補強は，原則，以下の要領による．(a)　増打コンクリートの補強は，原則，以下の要領による．(a)　増打コンクリートの補強は，原則，以下の要領による．(a)　増打コンクリートの補強は，原則，以下の要領による．(a)　増打コンクリートの補強は，原則，以下の要領による．(a)　増打コンクリートの補強は，原則，以下の要領による．

 　但し，増打高さ(H)または増打幅(W)が100mm以下の場合無筋でもよい． 　但し，増打高さ(H)または増打幅(W)が100mm以下の場合無筋でもよい． 　但し，増打高さ(H)または増打幅(W)が100mm以下の場合無筋でもよい． 　但し，増打高さ(H)または増打幅(W)が100mm以下の場合無筋でもよい． 　但し，増打高さ(H)または増打幅(W)が100mm以下の場合無筋でもよい． 　但し，増打高さ(H)または増打幅(W)が100mm以下の場合無筋でもよい． 　但し，増打高さ(H)または増打幅(W)が100mm以下の場合無筋でもよい．

(b)　軸方向補強筋(柱または梁の主筋と並行する鉄筋．以下，補強筋①と記す．)は，(b)　軸方向補強筋(柱または梁の主筋と並行する鉄筋．以下，補強筋①と記す．)は，(b)　軸方向補強筋(柱または梁の主筋と並行する鉄筋．以下，補強筋①と記す．)は，(b)　軸方向補強筋(柱または梁の主筋と並行する鉄筋．以下，補強筋①と記す．)は，(b)　軸方向補強筋(柱または梁の主筋と並行する鉄筋．以下，補強筋①と記す．)は，(b)　軸方向補強筋(柱または梁の主筋と並行する鉄筋．以下，補強筋①と記す．)は，(b)　軸方向補強筋(柱または梁の主筋と並行する鉄筋．以下，補強筋①と記す．)は，

　増打する柱または梁の主筋に応じて以下の鉄筋を使用する．　増打する柱または梁の主筋に応じて以下の鉄筋を使用する．　増打する柱または梁の主筋に応じて以下の鉄筋を使用する．　増打する柱または梁の主筋に応じて以下の鉄筋を使用する．　増打する柱または梁の主筋に応じて以下の鉄筋を使用する．　増打する柱または梁の主筋に応じて以下の鉄筋を使用する．　増打する柱または梁の主筋に応じて以下の鉄筋を使用する．
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梁上増打梁上増打梁上増打梁上増打梁上増打梁上増打梁上増打 梁側増打梁側増打梁側増打梁側増打梁側増打梁側増打梁側増打

(H＜300は不要)(H＜300は不要)(H＜300は不要)(H＜300は不要)(H＜300は不要)(H＜300は不要)(H＜300は不要)

(H＜300は不要)(H＜300は不要)(H＜300は不要)(H＜300は不要)(H＜300は不要)(H＜300は不要)(H＜300は不要)

幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋

増打する梁のスターラップと増打する梁のスターラップと増打する梁のスターラップと増打する梁のスターラップと増打する梁のスターラップと増打する梁のスターラップと増打する梁のスターラップと
同径，同ピッチとする同径，同ピッチとする同径，同ピッチとする同径，同ピッチとする同径，同ピッチとする同径，同ピッチとする同径，同ピッチとする
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同径，同ピッチとする同径，同ピッチとする同径，同ピッチとする同径，同ピッチとする同径，同ピッチとする同径，同ピッチとする同径，同ピッチとする
増打する梁のスターラップと増打する梁のスターラップと増打する梁のスターラップと増打する梁のスターラップと増打する梁のスターラップと増打する梁のスターラップと増打する梁のスターラップと
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(直線定着できれば(直線定着できれば(直線定着できれば(直線定着できれば(直線定着できれば(直線定着できれば(直線定着できれば
 折曲げ不要) 折曲げ不要) 折曲げ不要) 折曲げ不要) 折曲げ不要) 折曲げ不要) 折曲げ不要)
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同径，同ピッチとする同径，同ピッチとする同径，同ピッチとする同径，同ピッチとする同径，同ピッチとする同径，同ピッチとする同径，同ピッチとする
増打する柱のフープと増打する柱のフープと増打する柱のフープと増打する柱のフープと増打する柱のフープと増打する柱のフープと増打する柱のフープと

増打する柱のフープと増打する柱のフープと増打する柱のフープと増打する柱のフープと増打する柱のフープと増打する柱のフープと増打する柱のフープと
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部分詳細図部分詳細図部分詳細図部分詳細図部分詳細図部分詳細図部分詳細図
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1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)

1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)

15
0

15
0

15
0

15
0

15
0

15
0

15
0

15
0

15
0

15
0

15
0

15
0

15
0

15
0

400400400400400400400 400400400400400400400

1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)1/30(A1)、1/60(A3)

1/non1/non1/non1/non1/non1/non1/non片持スラブ出隅部補強要領片持スラブ出隅部補強要領片持スラブ出隅部補強要領片持スラブ出隅部補強要領片持スラブ出隅部補強要領片持スラブ出隅部補強要領片持スラブ出隅部補強要領

出隅部分(※1)の補強筋は、上下端筋共Ｄ10を配力筋の間に挿入する．定着は下図による．出隅部分(※1)の補強筋は、上下端筋共Ｄ10を配力筋の間に挿入する．定着は下図による．出隅部分(※1)の補強筋は、上下端筋共Ｄ10を配力筋の間に挿入する．定着は下図による．出隅部分(※1)の補強筋は、上下端筋共Ｄ10を配力筋の間に挿入する．定着は下図による．出隅部分(※1)の補強筋は、上下端筋共Ｄ10を配力筋の間に挿入する．定着は下図による．出隅部分(※1)の補強筋は、上下端筋共Ｄ10を配力筋の間に挿入する．定着は下図による．出隅部分(※1)の補強筋は、上下端筋共Ｄ10を配力筋の間に挿入する．定着は下図による．1111111

2222222

　1＞2000の場合は特記による．　1＞2000の場合は特記による．　1＞2000の場合は特記による．　1＞2000の場合は特記による．　1＞2000の場合は特記による．　1＞2000の場合は特記による．　1＞2000の場合は特記による．

出隅受け部(※2)の主筋は　1/2の範囲に配筋をし、主筋は5-D13(　1≦2000)とするが出隅受け部(※2)の主筋は　1/2の範囲に配筋をし、主筋は5-D13(　1≦2000)とするが出隅受け部(※2)の主筋は　1/2の範囲に配筋をし、主筋は5-D13(　1≦2000)とするが出隅受け部(※2)の主筋は　1/2の範囲に配筋をし、主筋は5-D13(　1≦2000)とするが出隅受け部(※2)の主筋は　1/2の範囲に配筋をし、主筋は5-D13(　1≦2000)とするが出隅受け部(※2)の主筋は　1/2の範囲に配筋をし、主筋は5-D13(　1≦2000)とするが出隅受け部(※2)の主筋は　1/2の範囲に配筋をし、主筋は5-D13(　1≦2000)とするが

［注］　1≧　2とする．［注］　1≧　2とする．［注］　1≧　2とする．［注］　1≧　2とする．［注］　1≧　2とする．［注］　1≧　2とする．［注］　1≧　2とする．

1以上1以上1以上1以上1以上1以上1以上
1/21/21/21/21/21/21/2L1L1L1L1L1L1L1

※
1

※
1

※
1

※
1

※
1

※
1

※
122 22 22 2

※1※1※1※1※1※1※1
1111111

L3L
3

L3L3 L
3L3 L3

L1L
1

L1L1 L
1L1 L1

出
隅

部
の

補
強

筋
出

隅
部

の
補

強
筋

出
隅

部
の

補
強

筋
出

隅
部

の
補

強
筋

出
隅

部
の

補
強

筋
出

隅
部

の
補

強
筋

出
隅

部
の

補
強

筋

片持スラブ配力筋片持スラブ配力筋片持スラブ配力筋片持スラブ配力筋片持スラブ配力筋片持スラブ配力筋片持スラブ配力筋

出隅部の補強筋出隅部の補強筋出隅部の補強筋出隅部の補強筋出隅部の補強筋出隅部の補強筋出隅部の補強筋

出隅部の補強配筋出隅部の補強配筋出隅部の補強配筋出隅部の補強配筋出隅部の補強配筋出隅部の補強配筋出隅部の補強配筋 出隅受け部の補強配筋出隅受け部の補強配筋出隅受け部の補強配筋出隅受け部の補強配筋出隅受け部の補強配筋出隅受け部の補強配筋出隅受け部の補強配筋

22 22 22 2

1111111

1/21/21/21/21/21/21/2

補強主筋補強主筋補強主筋補強主筋補強主筋補強主筋補強主筋
出隅受け部出隅受け部出隅受け部出隅受け部出隅受け部出隅受け部出隅受け部

※2※2※2※2※2※2※2

※
2

※
2

※
2

※
2

※
2

※
2

※
2

1/
2

1/
2

1/
2

1/
2

1/
2

1/
2

1/
2

1/
2

1/
2

1/
2

1/
2

1/
2

1/
2

1/
2

1以
上

1以
上

1以
上

1以
上

1以
上

1以
上

1以
上

出隅部出隅部出隅部出隅部出隅部出隅部出隅部

L2L
2

L2L2 L
2L2 L2

L2L2L2L2L2L2L2

令和８年度




